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　新生ＭＡＮＫＡＩカンパニーが有する団員寮りようの談話室に、朝の眩まぶしい日差しが降り注ぐ。のどかな風景とは打って変わって、新生春はる組ぐみの室内はざわめきに満ちていた。

　春組に新団員、卯うつ木き千ち景かげを加えて迎むかえた第四回公演を無事に終え、盛せい大だいに打ち上げが行われた翌朝のことだった。突とつ然ぜん寮を訪おとずれた兵ひよう頭どう九く門もんは、兄である兵頭十じゆう座ざと主しゆ宰さい兼けん総そう監かん督とくの立たち花ばないづみを前にして、自分を劇団に入れてほしいと言い放ったのだ。

「九門くん、劇団に入りたいって、本気？」

　真意を推おし量はかるように、いづみがたずねると、九門ははっきりとうなずいた。

「うん。劇団のブログに新しい団員を募ぼ集しゆうしてるって書いてあっただろ。オレ、オレ……秋あき組ぐみに入りたい！」

　兄と同じ組に入りたいと告げる九門を、夏なつ組ぐみの向さき坂さか椋むくが感激したように見つめた。

「九きゆうちゃん、十じゆうちゃんの後を追いかけてきたんだね」

　十座たちの従い兄と弟こである椋は、九門のことも幼少の頃ころからよく知っている。

「夏組通とおり越こして秋組に新しい団員か」

　秋組のリーダーである摂せつ津つ万ばん里りが成り行きを見守るように腕うでを組んだ。

「秋組っていうか夏組って感じもするけど」

　横にいた春組の茅ちヶが崎さき至いたるがスマホから視線を上げて、つぶやく。

「どの辺が？」

「テンションとかオーラが騒さわがしい感じ？」

「それな」

　万里の問いかけに至と同じ春組の千景が答え、至がしたりとばかりにうなずく。

「ええと、秋組限定で入団希望？　次の公演は夏組だし、夏組っていうのは……」

　至や千景とは別の理由から、いづみがそう勧すすめると、九門は首をかしげた。

「夏組ってコメディ劇ばっかりやってるんだろ？　能天気なお笑いとか、カッコ悪いし。オレやっぱ、しぶくて男らしい、かっけーアクションがやりたい！」

「お前な──」

　悪気のない様子で告げる九門に、夏組リーダーの皇すめらぎ天てん馬まが抗こう議ぎしようとすると、その前に十座が身を乗り出した。

「馬ば鹿か野や郎ろう！　観みたこともねぇのに、生意気なこと言ってんじゃねぇ！」

　怒ど声せいが談話室を震ふるわせる。あまりの剣けん幕まくに、九門はびくっと飛び上がった。

「入ったばっかの時のどっかのポンコツと同じこと言ってるね」

「『コメディはオレのカラーにそぐわない』……」

　夏組の瑠る璃り川かわ幸ゆきがあきれたようにつぶやくと、斑いか鳩るが三み角すみが天馬そっくりの声で、旗はた揚あげ公演当時の言葉をなぞる。

「なんで覚えてんだ、そんなセリフ！」

「すっげー！　すみー、ちょー似てる！」

「えへへ～」

　天馬が真っ赤になって騒ぐ横で、三み好よし一かず成なりが三角の声こえ真ま似ねを絶賛した。

「……大体、新人の役者が出る舞ぶ台たい選んでどうする。そんな甘あまい考えで演劇なんてできるわけがねぇ」

「に、兄ちゃ……」

　十座が厳しい表情で言い放つと、九門は泣きそうな表情で口をつぐんだ。

（厳しいけど、十座くんの言うことには一理ある）

　いづみは兄弟のやり取りを見守りながら、十座の意見に同意した。

（九門くんの入団したいっていう気持ちがただの思い付きなら、続かないかもしれない……でも、秋組の公演は何度か観に来てくれてたし、お芝しば居いをやりたいっていう気持ちは本物なのかも……）

　見み極きわめるように九門の顔を見つめる。

　短い髪かみに、意志の強そうな眉まゆは兄弟だけあって十座と似ている。ただ、クルクルと表情を変える目と口元は、普ふ通つうにしていても睨にらんでいるような人相の悪い十座とは違ちがって、人ひと懐なつっこい印象だ。

　ロゴＴシャツの上に鮮あざやかなグリーン基調のジャージの上着、ボトムは大きなロゴの入ったネイビーのパンツに赤いスニーカーと明るくアクティブな服装にも、九門の気質が表れていた。

　十座と万里を始めとして、どちらかというとアウトローな雰ふん囲い気きがある秋組より、明るく元気な夏組が似合うという至や千景の意見もうなずけた。

「……まずはお試ためしっていう形で、稽けい古こに出てみる？」

　蛇へびに睨まれたカエルよろしく黙だまり込こんでしまった九門に、いづみがそう助たすけ舟ぶねを出すと、十座が即そく座ざに首を横に振ふった。

「ダメだ、監督。こいつには無理だ」

「え？　でも……」

「こいつには演劇なんてできない」

　断言する十座は相変わらず厳しい表情だったが、その声こわ色いろにはどこか心配するような色が混じっていた。

（十座くんがこんなに頑かたくなな態度とるなんて、珍めずらしいな。どうして頭から否定するんだろう）

　見た目こそ強こわ面もての十座だが、内面は繊せん細さいで優やさしい。芝居をやりたいという人間を簡単に否定するような人間じゃないだけに、いづみには不ふ思し議ぎでしょうがなかった。

「九ちゃん、部活は大だい丈じよう夫ぶなの？　劇団に入ると、放課後がつぶれちゃうよ」

　椋も見るに見かねたのか、横から口を挟はさむ。

「部活は……大丈夫」

　九門はバツが悪そうな表情で視線をさまよわせると、そう答えた。

「大丈夫って、野球部はほぼ毎日練習があるだろ」

「……その、高二になってから、辞めたから」

　十座に問とい詰つめられ、九門がうつむき加減に告げる。その表情は痛みを堪こらえるようにゆがんでいた。

　十座が目を見開く。

「辞めた？」

「うん、だから、劇団でお芝居がしたいんだ──！」

　九門が切せつ羽ぱ詰つまったように叫さけぶと、十座はじっと九門の顔を見つめた後に、首を横に振った。

「……帰れ」

「兄ちゃん……」

　途と方ほうに暮くれた表情をする九門を、十座は正面から見み据すえる。

「演劇はお前が考えてるほど甘くない。軽い覚悟でやれるもんじゃねぇ」

　十座が言いきると、九門はぐっと拳こぶしを握にぎり締しめてうつむいた。

（うーん……どうしたものかな）

　いづみは眉を下げながら、十座と九門の顔を見比べた。

（かわいそうだけど、身内の十座くんがここまで反対するっていうことは、何か事情がありそうだし……）

　いづみが決めかねていると、天馬が声をあげた。

「考えてるより甘いのか甘くないのか、近くで見せてやったらどうだ」

「見せる？」

　十座が聞き返すと、天馬がうなずく。

「今度の地方公演の手伝いでもさせてやったらいい。稽古がダメでも手伝いならいいんだろ。週末の三連休だし、お試しにはうってつけだ」

「なるほど！」

　十座と九門の希望が叶かなう、いい落としどころだ。いづみは名案だと手を打った。

「再演って？」

「今度、地方で夏組と秋組の旗揚げ公演の再演をするの」

　九門の問いかけに、いづみが答えると、九門の表情がぱっと明るくなった。

「旗揚げ公演って、ピカレスク!?　また兄ちゃんのランスキーが観られるの!?　行く！　オレ、手伝いに行きたい！」

　九門が勢いよく手を挙げると、天馬は小さく鼻を鳴らした。

「そこで、オレたち夏組の芝居もその目で見ろ。ただのお笑いでカッコ悪いかどうか、それで判断しろ」

「テンテン、根に持ってる～」

「当たり前だ」

　一成にからかわれても、天馬は不服そうな表情であっさりとうなずく。夏組の芝居に人一倍自負を持っているからこそ、九門の言葉には納なつ得とくできなかったのだろう。

「何も、そこまでしてやる必要は──」

　十座が戸と惑まどいがちに声をあげると、万里がそれを遮さえぎった。

「いいんじゃねーの、別に。大体自分だってあんな大根芝居で入団したくせに、弟にはダメって言う資格あんのかよ」

「何？　てめぇは余計な口出しすんな」

　犬けん猿えんの仲である万里の言葉に、十座が目を吊つり上あげると、万里も眉を上げる。

「ああ？　言っとくが、俺おれが秋組リーダーだからな」

「それを言うなら、俺が九門の兄だ」

「いちいち弟の進路に口出してくる兄とかマジうぜー」

「なんだと、てめぇ」

「あんだ、てめぇ」

　メンチを切り始める二人の間に、九門が割って入る。

「兄ちゃんはうざくねーぞ、サラサラヘアーめ！」

「……ああ？　悪口のつもりか、それ」

「黙ってろ、九門」

　あきれた表情の万里と、気まずそうな十座の勢いがそがれる。そのタイミングで、いづみも仲ちゆう裁さいに入った。

「まあまあ、実際にお芝居の裏側を見るのは社会勉強になると思うし、入団についてはその後考えても良いんじゃない？」

「いつも人手足りないし、パシリが増えるのは賛成」

「たしかに、人件費かからねぇしな」

　幸がつぶやくと、劇団の経理を担になう古ふる市いち左さ京きようがうなずいた。

「オレ、なんでもやる！」

「パシリ適性有り、と」

「なんか、メモしてるッス！」

　幸がすかさず何か書き留めているのを、秋組の七なな尾お太た一いちが目ざとく見つけて声をあげた。

「それでいいかな、十座くん？」

　いづみが問いかけると、十座は不ふ承しよう不ぶ承しよううなずいた。

「……っす」

「じゃあ、決まりね」

　いづみが九門に微ほほ笑えみかけると、九門が両手を大きく上げた。

「やったー!!　あざっす！」

「とりあえず九門くんは一度家に帰って、公演についていくことについて親おや御ごさんから許可を取ってね」

「っす！　よろしくお願いします！」

　九門は勢いよく頭を下げた。




　九門が帰った後、いづみは自室に戻もどろうとする十座を呼び止めた。

「十座くん、ちょっといい？」

「っす」

「さっきのことなんだけど、どうしてあんなに頑なに九門くんの入団を止めたの？」

「それは……」

　十座は迷うように視線をさまよわせた後、口をつぐんだ。

「九門くんには秋組が向いてないとか？　アクションができないとか……」

「いや、それはないっす。運動神経はいいし、野球部ではエースピッチャーだったんで……でも、アイツの問題はそこじゃないっす」

　沈ちん痛つうな面おも持もちで視線を落とす。

「そこじゃないって……」

「とにかく、アイツは演劇には向いてないんで──」

　十座はそう告げると、小さく頭を下げて逃にげるように去っていった。

「あ、十座くん──」

　いづみの呼び声にも振ふり返かえらない。

（一体どういうことなんだろう……）

　いづみは首をかしげながら、十座が消えた方向を見つめた。
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　新幹線のホームに、車しや掌しようの発車アナウンスが流れ始める。

　指定席車両の入口から顔を出した一かず成なりと三み角すみが、ホームに向かって大きく手を振ふった。

「テンテン、早く、早く！」

「出発しちゃう～！」

　視線の先には、両手に駅弁の袋ふくろをぶら下げて走る天てん馬まがいた。発車メロディーが流れだしたタイミングで、車内に滑すべり込こむ。

「なんで、オレが駅弁なんて買ってこなきゃいけないんだよ！」

　天馬は座席に戻もどるなり、息を切らせながら吠ほえた。

「じゃんけんで負けたんだから、しょうがないでしょ」

　悠ゆう々ゆうと座すわっていた幸ゆきがさっさと駅弁の袋を一つ取る。

「にしたって、多すぎだ！」

「天馬くん、ありがとう！」

　八つ当たり気味に置かれた残りの弁当袋を、椋むくが笑え顔がおで受け取った。

「さんかくのお弁当あった～？」

「あるか、そんなもの！」

　天馬が三角を突つっぱねると、一成が袋をごそごそと漁あさって一折取り出した。

「すみー、おむすび弁当が入ってるよ」

「やった～！」

　各おの々おの自分の希望した弁当を持っていく中、天馬は幕の内弁当を二折取ると、一折を隣となりの席の九く門もんに渡わたした。

「ほら、こっちはお前のだ」

「え？　あ、あざっす！」

　九門は弁当を受け取りながらも、外を眺ながめたり、無意味に座席の前の荷物入れをいじったりと落ち着きがない。

「何、そわそわしてんだ」

「え!?　べ、別に……」

　九門が慌あわてたようにごまかした時、後ろの座席から椋が顔を覗かせた。

「九ちゃん、今日は大だい丈じよう夫ぶ……？」

　気づかわしげな言葉を聞いて、天馬が首をひねる。

「うん、椋と兄ちゃんもいるし、今日は平気」

「もしかしてお前……」

　天馬がはっとした表情を浮うかべると、九門はぎくっと肩かたをすくませた。

「旅行の前日に眠ねむれなくなるタイプだろ」

　したり顔で告げられて、九門は一いつ瞬しゆんぽかんとした表情を浮かべた後、視線をさまよわせる。

「あ、あーえっと、眠れなくなるっていうか……」

「それはお前だろ、ポンコツ」

「オレは別に──！」

　幸の指し摘てきを、天馬がとっさに否定する。

「深夜まで観光名所調べてたくせに……」

「なんで知ってんだよ!?」

「あれだけぶつぶつ言ってれば、気づくから」

　あきれたような表情の幸にそう返され、天馬は真っ赤な顔をして口をつぐんだ。

「──おい、それ俺おれが頼たのんだお茶だろうが」

　玉ぎよく露ろ入りと書かれたお茶のペットボトルを開けて一口飲んだ十じゆう座ざに、隣の万ばん里りが突っかかる。

「ああ？　お茶なんて全部一いつ緒しよだろ」

　袋から最初に出てきたお茶を飲んだ十座が、面めん倒どうそうに眉まゆをひそめる。

「ちげーよ！　お前の雑な舌と一緒にすんな！」

「誰だれの舌が雑な──」

　いつものように言い争いになった時、すかさず通路を挟はさんだ隣の座席からにょきっと顔が出てきた。

「コラー！　兄ちゃんをいじめるなー！」

　九門の勢いに、思わず万里が口をつぐむ。

「席から乗り出すな、バカ！」

　そのまま通路に転がり出そうになる九門の体を、天馬が慌てて引ひき戻もどす。

「兄ちゃんの舌はすごいんだからな！　母ちゃんが砂糖と塩入れ間ま違ちがえた料理でも、気づかずに食べられるんだぞ！」

「それは予想をはるかに超こえたバカな舌だな……」

「なんだとー!?」

　万里のつぶやきにさらに食くって掛かかろうとする九門を、気まずそうな十座が止めた。

「……いいから、黙だまって座ってろ、九門。気づいてたが、母さんに言い辛づらかっただけだ……」

　そんな後ろの座席のやり取りを聞くともなしに聞いていたいづみは、ふと思い付いて声をあげた。

「──あ、そうだ。みんな、ホテルの部屋割なんだけど、新幹線の座席の隣同士の二人でツインを使ってもらうからね」

　いづみが後ろを振ふり返かえって告げると、天馬が隣を見つめた。

「ってことは、お前と同室か」

「よろしくっす！」

　九門が笑顔で告げる後ろで、幸が残念そうに息をつく。

「ツインか。ホテルくらいは一人部屋がいいんだけど」

「でも、一人よりも旅行らしくて楽しいよ」

　隣の椋が微ほほ笑えむと、まんざらでもなさそうにうなずいた。

「まあ、あのポンコツとじゃないだけマシかな」

「なんだと!?」

　寮りようで同室の天馬が、すかさず反応する。

「あ、左さ京きようにぃは一人部屋ッスね」

「そのはずなんだが──」

　太た一いちが通路越ごしに左京に声をかけると、左京が言葉を濁にごす。と、奥の席からひょこっと金きん髪ぱつのガラの悪い男が顔を出した。

「アニキのお世話は任せるっす！」

「迫さこ田だサン!?」

「いつの間に？」

　太一と隣の臣おみも目を丸くする。左京の舎しや弟ていである迫田は、いかにもチンピラ風の外見に似合わぬ人ひと懐なつっこい笑えみを浮かべた。

「迫田さんの新幹線のチケット取ってましたっけ……？」

　チケットの手配をした記き憶おくがないと、いづみが首をひねる。

「自分で座席指定で取ったっす！」

「安定の忠犬ぶり……」

　自信満々で答える迫田を見て、万里があきれたようにつぶやいた。
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　新幹線に乗ってから二時間半ほどで今回公演を行う劇場に到とう着ちやくした。ターミナル駅から徒歩で行けるため、移動はそれほど苦ではない。

　広々としたホールには一階席と二階席があり、ＭＡＮＫＡＩ劇場の倍以上のキャパシティーがあった。

「うわあ、大きい劇場だね！」

「ＭＡＮＫＡＩ劇場の舞ぶ台たいより一回り、二回りくらい広いな」

　客席の真ん中に立ったいづみがぐるりと劇場内を見回すと、天馬もじっと舞台を見つめてその広さを測る。

「場当たりきっちりやっておかねぇと」

　万里の言葉に、左京が小さくうなずいた。

「ホテルに荷物置いたら、すぐに集合な」

「ッス！」

　太一が気合いを入れるように応えた。




　集合すると間もなく場当たりが始まった。

　各場面の登場と退場、立ち位置や照明、道具などの確かく認にんを行う。劇場が変わったことで、間合いや位置など微び調ちよう整せいが必要になる部分を細かくチェックしていく作業が続く。

「ここでライト──」

　いづみが照明スタッフに指示を出せば、下しも手てから現れた万里が足早に舞台中央へと向かう。

「移動が多い分、タイミングがちょっとずれるから気を付けねぇとな」

「立ち位置この辺でいいか」

　臣が足元と客席を見比べながら確認を取る。

「じゃあ、次、ランスキーのセリフから──」

『待て、ルチアーノ。ここは慎しん重ちようにだな……』

　いづみの合図出しで、十座が芝しば居いを始める。

　その姿を、客席で観みていた九門が目を輝かがやかせながら見つめていた。

「すげぇ……かっけー、兄ちゃん……」




　秋あき組ぐみが終わると次は夏なつ組ぐみの番だ。客席で待機していたメンバーに向けて、いづみが手招きをする。

「それじゃあ、次は夏組入ってー」

　舞台に上がると、慣れたようにてきぱきとそれぞれ動きだした。

「この辺、舞台が広い分オーバーに動いた方がいいな」

「オッケー！」

　天馬の指摘に、一成が明るく返事をする。

「立ち位置はこの辺りでいいよね」

「ああ」

　幸が確認すると、すぐさま天馬がうなずく。

「ここの演出、ちょっと変えた方がいいかな？」

「そうだな……」

　椋の相談には、天馬といづみが首をひねって考え込んだ。その表情は天馬も他のメンバーも真しん剣けんそのものだ。

　場当たりの様子を客席からじっと見つめていた九門が、一言も発さず身じろぎもしないのに気づいて、いづみが不思議に思う。

「どうかした？」

「みんな真剣だ……コメディでもアクションでも、変わらないんだね」

「それはそうだよ。同じ演劇だからね。舞台の上では真剣勝負だよ」

　コミカルな芝居でも、綿密な打ち合わせや、やり取りを元に作り上げていく過程は変わらない。いづみは九門の気づきをほめるようにうなずいた。




　その夜、ミーティングから自室に戻った天馬は、ベッドの上でぼうっと呆ほうけている同室の九門の姿を見つけた。

「おい、もう風ふ呂ろ入ったのか？」

　問いかけても、まったく反応しない。

「おい？」

　ボリュームを上げると、はっとしたように九門が天馬の方を見た。

「あ、ごめん！　風呂は入ったよ！」

「どうかしたのか」

　どこか元気のない九門の様子を見て、天馬が気づかわしげな表情を浮かべると、九門はおずおずと口を開いた。

「……あ、あのさ、コメディのことバカにしてごめん。今日の練習の様子見てたら、ちょっと印象が変わった」

　素す直なおに頭を下げる九門に、天馬は小さく鼻を鳴らして応える。

「……ふん。謝あやまるのはまだ早い。明日、明後日あさつての本番を見てから土下座しろ」

「えええ!?　土下座!?」

　九門が目を丸くすると、天馬はにやりと笑ってみせた。

「したくなるくらいの舞台見せてやる」

「でも、ピカレスクの方が絶対すごいと思うけど！」

　冗じよう談だんだと気づいた九門が、すかさず切り返す。

「なんだと？」

「兄ちゃんのランスキーは一番ケンカ強くてカッコいいもん！」

「ああ……まあ、十座さんのアクションは実戦仕じ込こみだからな。あれは真ま似ねできない」

　力説する九門に、天馬も同意する。

「そうそう！　アクションのキレがいいっていうか、タッパあるから舞台でも目立っててさ、カッコいいんだ！」

「芝居は大根すぎて、最初大変だったけどな」

「そうなのか？」

　九門が意外そうな表情を浮かべると、天馬が遠くを見つめながらうなずく。

「猛もう練習したおかげで、かなり上達した」

　入団の時から十座の芝居を知る天馬は、旗はた揚あげ公演の頃ころはもちろん、その後も地道に稽けい古こを積み重ねて成長を続けていることを知っていた。

「夏組は？　最初から上手だった？」

　九門がベッドの上でぴょんと跳はねながら天馬に詰つめ寄よると、天馬もゆっくりとベッドに腰こしを下ろした。

「いや……大変っちゃ大変だったな。素しろ人うとばっかりだしな。最初は冗談だろってくらい、下手くそだったけど、稽古中にどんどん実力をつけていった。まぁ……オレの完かん璧ぺきな演技力とリーダーシップあってこそだな！」

　入団した頃の稽古のギスギスした雰ふん囲い気きは、主に他のメンバーの芝居の下手さに苛いら立だった天馬が原因だったが、すべて棚たなに上げて豪ごう語ごする。

　何も知らない九門は、素直に感心したように目を輝かせた。

「へえ～！　第二回公演は？　どんなのやったの？」

「それは……そのうち話してやるから、とりあえず寝ねろ」

　時計をちらりと確認した天馬が、身を乗り出してきた九門を押おしやる。

「ええ～！」

「明日も早いからな。寝ね坊ぼうするなよ」

「はーい！」

　九門は元気よく返事をすると、自分のベッドにもぐり込んだ。




　翌朝、ホテルの宴えん会かい場じようはブッフェ形式の朝食会場として賑にぎわっていた。

　サラダを手に席に戻った万里が、隣でグリーンスムージーを飲み干す十座を見て、目を吊つり上あげる。

「おい、兵ひよう頭どう。俺の取ってきたスムージー飲んでんじゃねぇ」

　今気づいたとばかりに、十座は片かた眉まゆを上げて、空っぽになったコップを見る。

「てめぇが人の皿の横に置いとくからだろ」

「置いといたらなんでも飲むのか。てめぇは犬か」

「ああ？　うるせぇな、飲んじまったもんはしょうがねぇだろ。これやるよ」

　そう言いながら、十座が反対側に置いてあったコップを渡す。

「牛乳じゃねぇか！　いらねぇよ！」

「ドロドロしてんだから、同じようなもんだろ」

「どこがだ！　もう一回てめぇが持ってこい」

　万里がそう突っかかった時、横から手が伸のびてきた。

「兄ちゃんをいじめるな、ワンレン！」

　十座をかばうようにして、九門が立ちふさがる。

「ああ？」

「スムージーくらいケチケチするな！」

「俺に突っかかってくるとは、いい度胸してんじゃねぇか。兵頭の弟ってことはケンカもできんだよなぁ？」

　万里が顎あごを引き、九門を下から睨にらみ付けて凄すごんでみせる。

「やるのか!?　かかってこい！」

　九門がファイティングポーズをとると、脅おどすだけのつもりだった万里は眉をピクピクさせた。

「てめぇ──」

「や、やめてください！　九ちゃんに手を出したら、万里さんでも許さないですよ！」

　そう叫さけびながら九門の前に出てきたのは、椋だった。威い勢せいはいいが握にぎり締しめた拳こぶしが震ふるえている。

「は？」

「椋に手上げたら許さねぇぞ」

　万里が呆あつ気けにとられていると、今度は十座が立ち上がった。そのまま九門の肩を引き、前に出る。

「お兄ちゃん壁かべッス！」

「二重とは分厚いな」

　感心したように太一と臣が眺めているのに気づいた万里が、毒気を抜ぬかれた表情で席に着いた。

「……あほらし。付き合ってられっか」

「ほら、さっさと朝ごはん食べろよ。時間なくなるぞ」

「あ、うん！」

　天馬が九門を急せかせば、左京が十座と万里に向かって顎をしゃくる。

「兵頭、摂せつ津つ、お前らもだ」

「っす」

「へいへい」

　そうして、二人もようやく大人しく並んで食べ始めた。




　公演初日、慌ただしい舞ぶ台たい裏うらでいづみは所在なげにしている九門を呼び止めた。

「九門くん、今日は秋組二公演、夏組一公演、明日は夏組二公演、秋組一公演の長丁場だけど、お手伝いよろしくね！」

「っす！」

「さっそくだけど、受付の手伝い行ってくれる？」

　そうたずねると、九門はぴしっと姿勢を正してうなずいた。

　公演が始まると、舞台裏はさらに忙いそがしくなった。衣い装しよう替がえや移動などで役者やスタッフが縦じゆう横おう無む尽じんに駆かけ巡めぐる。

「兵頭弟、これ楽屋まで運んでくれ」

　通路の端はしから端へと駆ける左京が、すれ違ちがいざま九門に小道具を手て渡わたす。

「こっちのは持っていかなくていいっすか？」

「それは片づけといてくれ」

「っす！」

　九門が棚に放られたストールを持ち上げてたずねると、左京は短く答えて舞台上かみ手ての方へと消えていった。

　九門は他のスタッフの邪じや魔まにならないようにして、楽屋と衣装部屋とを行き来する。

　その後も自分にできる仕事はないかと、あちこちに目を配っては声をかけていた。

（九門くん、よく働いてくれてるな）

　断だん片ぺん的てきにではあるものの九門の様子を見ていたいづみが、内心感かん嘆たんする。

（ハキハキしてるし、気配りもできるし、コミュ力が高いからか、あっという間に現場にも馴な染じんでる。周りのこともよく見てるし、演劇に向いてないようには思えないけど……）

　むしろすぐに入団しても問題ないように、いづみには思えた。

　不意に九門が通路の途と中ちゆうで立ち止まった。じっと食い入るようにモニターを見つめている。

　と、舞台の方から十座演じるランスキーのセリフが聞こえてきた。

『待て、ルチアーノ。ここは慎重にだな……』

『おらおら！　大人しくブツを返しな！　死神様のお通りだぜ!!』

『人の話を聞けよ、まったく……』

　万里演じるルチアーノとの小気味いい掛かけ合あいと、迫はく力りよくのあるアクションのシーンが続く。

（九門くん、本当にお兄ちゃんが好きなんだな）

　目をキラキラさせながら十座の芝居を見つめる九門が、いづみには微笑ましかった。




　続く夏組の公演中も九門はあちこち忙せわしなく立ち働き、大だい活かつ躍やくだった。やることがなくなると、いづみを見つけて駆かけ寄よってくる。

「カントク、他にやることありますか!?」

「ううん、もう大丈夫だよ。あとはモニターで舞台の様子見てて」

「っす！」

　九門は肩の力を抜いたように、モニターを見つめた。

　舞台からは、幸演じるシェヘラザードと天馬演じるアリババの会話が聞こえてくる。

『気を付けてね、アリババ。あんた、昔から人の話をちゃんと聞かないっていう致ち命めい的てきな欠点があるから』

『今、なんか言ったか？』

『何も？』

『オレの悪口が聞こえた気がする』

　二人のセリフを聞いていた九門が、不思議そうに首をかしげた。

「……あれ？」

「どうかした？」

「場当たりの時とセリフが違う……？」

「ああ。みんながノってるだけだよ」

　いづみがにっこり笑って説明する。

「今回、旗揚げ公演の再演っていうことで、秋組はアクションシーンの強化、夏組はアドリブの強化を目指したの。初演を観た人にも全然違う印象を与あたえられるくらい、ガンガンアドリブを挟み込むっていうのが、今回の目標」

　その言葉通り、舞台では台本と違うやり取りが軽けい妙みように繰くり広ひろげられていた。

　アドリブについては、劇団ごとに方針は分かれる。絶対に許さないという劇団も存在するが、ＭＡＮＫＡＩカンパニーでは効果的ならどんどん活用するというのが基本方針となっていた。

　アリババと一成演じるアラジンの場面も、いつもと違ったセリフが飛び出す。

『アラジンってお前なのか!?』

『…………違います』

『なんだ、その長い間まと不ふ審しんそうな目は！』

『じゃ、人ひと違ちがいなんで、オレはこれで……』

『絶対お前がアラジンだろ！　もうアラジンってことにしとけ！』

『そんなんでいいの!?』

　二人の掛け合いに、客席から笑いがあふれる。

「すごい……あれも、全部アドリブ……？」

「そうだよ」

「その場で、あんなに変えていけるなんて……」

　九門はモニターに釘くぎ付づけになったまま、呆ぼう然ぜんとつぶやいた。その目は、十座の芝居を見つめていた時と同じくらいキラキラと輝いている。

（ちょっとは夏組の舞台に対する印象も変わったかな……？）

　いづみは九門の様子を見ながら、そっと笑みを漏もらした。




　その夜、ホテルのレストランではささやかな祝しゆく宴えんが開かれた。

「とりま初日お疲つかれ～！」

「お疲れさま～！」

「お疲れでした！」

　一成に続いて、三角と椋が元気よくジュースの入ったグラスを掲かかげる。

「無事、折り返しだな」

「明日の二公演がきつそう……」

　まだ気を緩ゆるめられないといった表情で天馬と幸が明日に思いをはせる。

　と、おずおずと九門が手を挙げた。

「あ、あの──」

「ん？」

　天馬が促うながすと、九門が勢いよく立ち上がり、その場にがばっとひれ伏ふす。

「夏組のコメディのこと、バカにして本当にごめん！」

「お、おい、本気で土下座なんて──」

　慌てて天馬が九門の腕うでを引いて起こすと、九門はにかっと歯を見せて笑った。

「みんな、すげーカッコよかった！　めちゃくちゃ笑ったし、お客さんも爆ばく笑しようしてたけど、能天気なんかじゃなかった！　真剣にコメディやってた！　何もわかんないのに、カッコ悪いなんて言ってごめん……！」

　心の底からの謝罪と賛辞を受けて、天馬がまんざらでもなさそうに鼻を鳴らす。

「わかればいいんだよ」

「くもぴ、ありがと！」

　一成もうれしそうに微笑んだ。

「ったく、だからって、本当に土下座するか？　まっすぐさは兵頭家の血筋か」

　ぶつぶつとつぶやく天馬に、幸がすかさず返す。

「どこかのポンコツとはさっそく差が出たね」

「うるさい」

　九門はまだ興奮が冷めやらない様子で、夏組の芝居について椋や三角に語り始めていた。

　いづみはそんな九門を目を細めて見つめた。

（九門くん、間近で夏組の公演を観て、何か感じるものがあったみたいだな。なんだかんだで、あっという間にみんなとも仲良くなってるし、このまますんなり馴染んじゃいそう）

　そう思っていた時、ふと十座の姿が目に入った。

　何か思おもい詰つめたような表情で、九門を見ている。

（十座くん……？）

　その表情が気にかかったものの、いづみはなんとなく声をかける機会を逸いつしてしまった。
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　予定していた公演を無事に終え、帰りの新幹線に滑り込むと、いづみはほっと息をついた。一気に肩の力が抜けて、座席に身を沈しずめる。

（三日間、あっという間だったな……ぎゅっと詰め込んだ強行スケジュールだったけど、お客さんも喜んでくれたし、大成功だ）

　徐じよ々じよに日が暮れていく外の景色を眺めながら、ぼんやりと今回の地方公演を振り返る。

　後ろの座席からは早くも寝ね息いきが聞こえ始めていた。

　ちらりと振り返ると、三日間を走はしり抜ぬけたメンバーが一様に意識を手放している。

（みんな、お疲れさま。全力でやりきったから、もう体力残ってないよね。九門くんも裏方で大活躍だったし、初めてのことばかりで疲れてるんじゃないかな）

　そう思いながらうつむいて眠る天馬の隣に視線を移すと、九門はじっと窓の外を見つめていた。

（あれ、起きてたんだ）

　九門はいづみの視線にもまったく気づかない様子で、何か考え込んでいるような表情を浮かべていた。




　メンバーがＭＡＮＫＡＩ寮に着いたのは、ちょうど夕飯が終わった頃だった。

　談話室でくつろいでいた留守番組が、メンバーを出で迎むかえる。

「おかえりなさい！」

「おかえり」

「ただいまー」

　笑顔の咲さく也やと千ち景かげに、疲れきった表情の幸が応える。

「どうだった？」

「当然大成功だ」

「満員御おん礼れいでした！」

　わずかに心配そうな綴つづるの質問に、天馬は自信満々に、椋は笑顔で答えた。

「はい、お土産みやげ～」

　一成が差し出した袋を、咲也がうれしそうに受け取る。

「わあ、なんですか!?」

「たこ焼きとお好み焼きセットだよん」

「後で作ろう」

「本場の味ネ！」

　臣が請うけ負おうと、シトロンも喜き色しよく満まん面めんで歓かん声せいをあげた。

「お客さんの反応はこっちと変わりませんでしたか？」

「やっぱり多少違いはあるな」

　紬つむぎの問いかけに、左京が公演の様子を思い返しながら答えると、万里が付け加えた。

「ただ、地方ネタは鉄板だった」

「なるほど……次の地方公演は冬ふゆ組ぐみだし、がんばらないとね」

　後に続かなくてはと冬組メンバーに声をかけると、丞たすくがうなずいた。

「気合い入れて稽古するぞ」

「次はパリでやるというのはどうかね？」

「いきなり海外ッスか!?」

「……遠い。面倒くさい」

　誉ほまれが軽い調子で発案すると、太一が目を丸くし、密ひそかがすぐさま切り捨てた。

　そんな中、九門が思い詰めた様子でいづみに駆け寄る。

「──あ、あの、カントク！」

　どうかしたのかと、いづみが目で促うながすと、九門は意を決したように先を続けた。

「あの、オレ、今回地方公演に一緒に行って、観客として観てた時にはわからなかったことがわかったっす。多くの人と時間を積み重ねて作り上げる舞台の大変さとか、面おも白しろさとか……。夏組と秋組のみんなの芝居への真剣さとか、本気で作り込むことのカッコよさとか、団結力とかすごいと思った。それで、なんか、簡単に入団したいとか、秋組入りたいなんて言ったことが、急に恥はずかしくなったっていうか……」

　自分の軽はずみな行動を反省するかのように、うつむく。

「オレはきっと芝居の才能もないし、舞台のことも全然わからないし、カンパニーに入ったら、みんなに迷めい惑わくをかけるかもしれない……。でも、それでも、みんなと一緒に芝居がしてみたい……舞台を一緒に作り上げてみたい。地方公演に行って、その気持ちが前よりもずっと強くなったっす」

　九門はそこまで言うと、がばっと顔を上げた。

「九門くん……」

「本気でみんなと同じ舞台に立ってみたい。オレもあんな芝居ができるようになりたい。だから、どうか、一度だけチャンスをください！」

　そう言って、勢いよく頭を下げた。

「チャンス？」

「ただで入れてほしいなんて言わない。オレにカンパニーに入る資格があるか、試ためしてほしいんだ。ちゃんと課題をクリアして、資格があるって思ったら、オレをカンパニーに入れてほしい！」

「九門、お前……」

　九門の必死の形ぎよう相そうを見て、十座がわずかに目を見開く。

「……チャンス、やってやってもいいんじゃないか」

　最初に沈ちん黙もくを破ったのは、天馬だった。

「うんうん！　賛成～！」

　一成もすぐさま賛同すると、幸がにやりと笑った。

「最初に来た時よりもいい顔してるじゃん、ブラコンプチ」

「ブラコン……プチ……？」

　九門が首をひねる一方、横で聞いていた至いたるが納なつ得とくしたように十座に目を向ける。

「ブラコンノーマルとブラコンプチか……」

「……なんで俺を見るんすか」

　自分のことを言われていると思っていなかった十座は、居い心ごこ地ち悪そうに視線をさまよわせた。

「で、課題はどうするんだ？」

「簡単な課題じゃ意味がない。こいつの本気をはかるようなものにしてくれ」

　天馬が問いかけると、十座が真剣な表情で言いい募つのる。

　いづみは考え込むように腕を組んだ。

（たしかに、ここまで九門くんが真剣なら、簡単なものよりも難しい課題の方が伸びるかもしれない……）

　しばらく悩なやんだ末、いづみは一つの課題を思い付いた。

「……じゃあ、十分程度の一人ひとり芝しば居いをやってもらうっていうのは？　内容は自由。期限は一週間後」

「一人芝居……」

　九門が課題の難易度を推おし量はかるように、繰くり返かえす。

「一週間なんて、さすがに厳しいんじゃないんですか？」

「経験者でもないしな」

　心配そうに椋が口を挟むと、一人芝居の難しさを知る万里も続ける。

「……やります。オレ、一人芝居やってみせます！」

　九門はごくりとつばを飲み込むと、そう言いきった。

「部活みたいに途中で諦あきらめて辞やめちまうなんて、できねぇぞ」

「──うん」

　十座が釘くぎを刺さしても、怯ひるむことなく真剣な表情でうなずく。

「アンタが最初にチャンスやるって言ったんだから、面倒見なよ」

　幸が天馬に向かって顎をしゃくる。

「は？　オレが？」

「テンテンがいれば、百人力りきだよね！」

「てんまが教えてくれたら大丈夫～」

　とっさに否定しようとするより速く、一成と三角が名案とばかりにパチパチと手を叩たたく。

　すると、単純なもので、天馬は頭を搔かきながら顔を緩めた。

「しょ、しょうがないな。その代わり、甘あまえは許さないからな」

「あざっす！」

「期限までは、夏組の稽古に一緒に参加してもらったらいいんじゃないかな。その方が天馬くんも教えやすいだろうし」

「そうだな……」

　いづみの提案に、天馬がうなずくと、椋が首をかしげた。

「でも、九ちゃん、自宅から通うの大変じゃない？」

　九門の家と学校の位置関係から、かなりの遠回りになることを知る椋が、心配そうな表情を浮かべる。

「よかったら、寮に泊とまる？」

「はい！」

　いづみが問いかけると、一も二もなく九門がうなずいた。

「となると、ベッドが空いてる部屋は一人部屋の三角か、左京さんか、東あずまさんのとこか」

　基本的に寮は二人部屋だが、春夏秋冬、各組一部屋ずつ一人で使用している部屋があった。つい先ごろ春組に新団員の千景が入って、残るは三部屋だ。

「同じ夏組の三角くんがいいんじゃないかな？」

　部屋はみんな同じ組でまとまっていることもあって、いづみが当然のように提案する。

「くもんがお泊まり～！」

　三角がうれしそうに歓かん迎げいするも、天馬と幸が同時に顔を顰しかめた。

「でも、あの部屋は……」

「普ふ通つうの人間ならひくよ」

　二人の言葉を聞いて、いづみが三角の部屋の様子を思い返す。

　三角形の形状をこよなく愛する三角は、三角形の物を集めることをライフワークとしている。おかげで、部屋は雑多な三角形であふれていた。

「そもそも、くもぴが寝るスペースあるかな？」

　一成が考え込むように首をかしげると、九門が不思議そうな表情を浮かべた。

「そんなに狭せまいの？」

「と、とりあえず部屋を見に行こうか！」

　いづみはここで話していても始まらないと、ひとまず九門にありのままの状態を見せることにした。

　三角の部屋を覗き込んだいづみは、予想以上の状態に顔をひきつらせた。

（相変わらずサンカクがひしめいている……）

　三角形のタペストリーがぶら下がり、三角形のクッションや、メトロノーム、空き箱がうず高く積まれている。しかもいづみが以前見た時よりも、増えている気がした。

「……わー」

　隣に立つ九門の口から漏れてきた声を聞いて、いづみが慌てたように手を振る。

「なんだったら他の人の部屋でも──」

「すげー！　サンカクだらけ！　かっけー！」

「かっけー……？」

　予想外にテンションの高い歓声があがって、天馬が思わずぽかんと口を開ける。

「くもんも、さんかく好き？」

「これとか、かっけー！」

　三角に対して、九門がぶんぶんと首を縦に振りながら、三角形のブーメランのようなものを拾い上げる。

「えへへ～！　くもんには、ゴッドさんかくクンあげる！」

　三角はふにゃっとうれしそうに微笑むと、羽のついた三角形のゆるキャラマスコットを差し出す。

「うおー！　マジ!?　めっちゃうれしー！」

　心底喜んでそれを受け取る九門を、いづみと天馬は呆然と見つめた。

「わけのわからない次元で盛り上がってる……」

「サンカクがカッコいいってどういう理り屈くつだ」

　？マークを頭に浮かべている二人に、九門はにかっと笑ってみせた。

「だって、サンカクって尖とがってて、兄ちゃんみたいだし！」

「じゅーざはさんかく！」

「な！」

　九門と三角がうなずき合いながらハイタッチする。

「すみーとくもぴ、ぴったりじゃん！」

「そういえば、九ちゃんって珍めずらしいものとか好きだったかも……」

　一成が太たい鼓こ判ばんを押すと、椋が思い出したようにつぶやく。

「サンカクを理解できる貴重な存在だね……」

「三角星人がもう一人……」

「意外と地球に紛まぎれ込こんでるものだな……」

　いづみと幸と天馬は一様に遠い目をしながら、無事に部屋割が決まったことを喜んだ。
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　その翌日、稽けい古こ場ばには夏なつ組ぐみメンバーの五人に加えて、九く門もんの姿があった。

「それでは、今日の稽古を始めます。今日から九門くんが参加するから、みんなよろしくね」

「は～い！」

「くもぴ、よろピコ！」

　三み角すみが元気よく答え、一かず成なりが九門に笑いかけると、九門は勢いよく頭を下げる。

「よろしくお願いします！」

「九門くんの課題のこともあるし、今日から一週間は一人ひとり芝しば居いの稽古を中心にやっていくね」

　そう言って微ほほ笑えみながらも、いづみの心しん中ちゆうには期待と不安が入り混じっていた。

（初心者の九門くんがついてこられるか、ちょっと心配だけど……十じゆう座ざくんの言葉もあるし、九門くんのやる気にかけてみよう）

「九門くん、まずはお芝居の感覚を摑つかむところから始めてみよう。このセリフで喜き怒ど哀あい楽らくを表現してみてくれる？」

「は、はい！」

　いづみがセリフの書かれた紙を差し出すと、九門は緊きん張ちようした面おも持もちで受け取った。

「がんばってね、九きゆうちゃん！」

「このくらい、楽勝だろ」

　椋むくが両手を握にぎり締しめて応おう援えんすると、天てん馬まがなんてことないようにつぶやく。

（十座くんは演技が苦手だったけど、九門くんはコミュ力高いし、タイプも違ちがうから、素養がある可能性も……）

　いづみがじっと見つめる前で、九門は一呼吸おいて口を開いた。

『今日はいい天気だな！』

『今日はいい天気だな！』

『今日はいい天気だな！』

『今日はいい天気だな！』

　まったく変化のないセリフを四回繰くり返かえす。

　稽古場に不自然な沈ちん黙もくが訪おとずれた。

「……ループ再生したの？」

　幸ゆきが淡たん々たんとたずねると、九門が慌あわてたように首を横に振ふる。

「全部ちゃんと言ったよ！」

　喜怒哀楽を表現したと言いきる九門から椋が遠えん慮りよがちに視線をそらす。

「その、なんていうか、見事に一いつ緒しよだったね」

（確実に十座くんと同じ血をひいている……！）

　いづみも思わず椋の意見に同意した。

「まあ、十座さんと同じようなもんだろ」

　天馬は気を取り直したようにそう告げると、九門に向き直った。

「喜怒哀楽の『喜』はそれでいい。『怒』はケンカ中の相手に無理やり話しかけないといけない状じよう況きようを思おもい浮うかべてみろ。そんなにすんなりと言葉が出てこないはずだ」

「ケンカ中の相手……」

　九門は少し考えた後、むっとした表情で口を開いた。

『今日は、いい天気だな』

　つっけんどんに、いかにも険悪なムードが伝わってくる。天馬はにっと笑った。

「そうだ。よくできたな」

　九門の顔がぱっと明るくなる。

「いいじゃん！　さっきとは表情が変わったよん」

「すごいよ、九ちゃん！」

　一成と椋からもほめられて、九門は照てれ臭くさそうに笑った。

　一方いづみは九門の変化はもとより、天馬のアドバイスに感心していた。

（天馬くん、もともとアドバイスは的確だったけど、ちゃんとほめる指導もできるようになった。最初の夏組オーディションの時、下手くそだってみんなをけなしてたのが、ウソみたいだ。リーダーとして、本当に頼たのもしくなったな）

　ただ苛いら立だちのままにダメ出しを繰り返し、稽古場の雰ふん囲い気きを悪くしていたかつての天馬とは雲うん泥でいの差さだった。

　続けて喜怒哀楽の哀についてもアドバイスを受けた九門が、伏ふし目めがちにセリフを言い直す。

『今日はいい天気だな……』

　つぶやくような声は明らかに悲しみに満ちていた。

「それが『哀』だ」

「なるほど……！」

　芝居のとっかかりを摑んだのがうれしいのか、九門の目がキラキラと輝かがやきだす。

（九門くんも十座くんと同じようにお芝居に対して真しん剣けんだし、素す直なおだから、すぐに演技力も伸のびていきそう）

　いづみは天馬と九門のマンツーマン指導を見守りながら、そっと笑えみを漏もらした。




　午後の稽古を終えて夏組メンバーが談話室に戻もどると、キッチンから夕飯の美お味いしそうな匂においが漂ただよってきた。

「ふう……」

「疲つかれた～」

「おなかすいた～」

　天馬、一成、三角が力ちから尽つきたようにダイニングの椅い子すに座り込むと、スープ皿を手にした臣おみが顔を覗のぞかせる。

「お疲れ。今日はビーフシチューだぞ」

「やったー！　おみみのビーフシチュー、激ウマやばたんだよね！」

　一成が大喜びしているうちに、湯気の立つビーフシチューの皿が次々とテーブルに置かれた。

「いただきまーす」

「いただきます！」

　幸と椋がさっそくスプーンを手にする。

　その時、慌ただしく談話室のドアが開いた。

「──て、ててて、天馬くん！」

　転ころがり込んできたのは、いづみも見覚えのある男だった。よほど急いだのか、スーツがよれている。

「あれ？　あの人……」

「井い川がわじゃん」

　同じように面識のある椋と幸がつぶやくと、一成も声をあげる。

「テンテンのマネージャーだよねん！」

　そこでようやく井川に気づいた天馬が、怪け訝げんそうな表情を浮うかべた。

「井川？　なんでここに──」

「たたたた、大変ですー！」

　井川は天馬を見つけると、足をもつれさせながら駆かけ寄よった。

　話が前後してなかなか要領を得ない井川の説明をまとめると、どうやら天馬にオーディションの話が来たらしい。

「白しら澤さわ監かん督とくの新作のオーディション……!?」

　目を見開いた天馬に、井川がこくこくと何度もうなずく。

「監督からの直じき々じきの指名だそうです」

　井川の興奮した様子の理由を悟さとった一成が、ぱちんと指を鳴らす。

「白澤監督って、海外の映画賞も獲とった巨きよ匠しようじゃん。すっげー、テンテン！」

「──まだ決まったわけじゃない」

　自分を落ち着かせるようにそうつぶやく天馬も、興奮の色が隠かくせない。

「他にも何人か、若手の俳優が候補にあがっているそうですが、オーディションに参加できるだけでもすごいことですよ！　白澤監督のオーディションといえば、呼ばれることすら難しいって有名ですから！」

「絶対にこのチャンスを摑んでやる……」

　天馬は気を引ひき締しめるように、ぐっと拳こぶしを握り締めた。

　子役から長いキャリアがある天馬とはいえ、いつも望む仕事ができるわけではない。タイミングや、監督の方針で門もん戸こすら開かれないこともままある。それだけに、この貴重なチャンスは逃がせないと思ったのだろう。

「それから、今回の新作の主演は皇すめらぎ壱いつ星せいさん──天馬くんのお父様に決まっているそうです」

「親おや父じが……？」

　井川の言葉を聞いて、天馬が表情を変える。喜びよりも、緊張の方が色いろ濃こく表れていた。天馬にとって、皇壱星は父であると同時に厳しい大だい先せん輩ぱいでもある。

「もし天馬さんが受かったら、親子共演ってこと!?」

「すごいね、天馬くん！」

　九門と椋が興奮した様子で声をあげる。

「とうとう海外進出か……ただでさえデカい態度がさらにデカくなりそうだね」

「一言多いぞ」

　幸のつぶやきに、耳ざとく天馬が突つっ込こむ。そして、井川の方へと顔を向けた。

「──井川、オーディションに受かった場合、撮さつ影えいはいつからになる？」

「撮影自体はすぐに始まるそうですが、今回の配役は終しゆう盤ばんに合流する予定なので、三カ月先ですね」

「次の夏組舞ぶ台たいの稽古と本番にはギリギリかぶらないな……」

　考え込むように視線を落とす天馬に、いづみが声をかけた。

「オーディションに向けての稽古も必要なんじゃない？」

「ああ、普ふ段だんの稽古には影えい響きようがないようにする」

「あ！　じゃあ、オレの稽古まで見てたら大変だよね。オレ、一人でやってみる」

　九門がはっとしたように申し出ると、天馬はすぐさま首を横に振った。

「余計な気を回すな。オーディションの練習も、普段の稽古も、お前の面めん倒どうも全部こなせる。このくらい、忙いそがしかった頃ころのスケジュールに比べたら大したことない」

「前は寝ねる暇ひまもないくらいでしたもんね」

　長くマネージャーを務める井川が、しみじみとつぶやく。劇団に入る前の天馬は映画にドラマに取材にと過密スケジュールをこなしていた。

「テンテン、売れっ子だったもんね～」

「仕事なくなって、ちょうどよかったね」

「セーブしてるんだ！」

　一成に続いた幸の言葉を聞いて、天馬が声を荒あららげる。

「え、でも、本当にいいの？」

「問題ない」

　不安そうにたずねる九門に、天馬はあっさりと言い放った。

「本人がそう言ってんだから、気にしなくていいんじゃない。大変なのはポンコツだし」

「おい」

　いちいち刺とげのある幸に、天馬が逐ちく一いち突っ込む。

「ボクにも手伝えることがあったら、言ってね」

「オレも手伝う～！」

　椋と三角が天馬を気き遣づかうように手を挙げた。

「あ、それから、もし、オーディションに受かった場合、ロケで二週間ほどパリに行くことになるそうです。パスポートの期限はまだ大だい丈じよう夫ぶですよね？」

「ああ」

　井川の言葉に天馬がうなずく。

「フランスといえばモンサンミッシェル！」

「モンサンミッシェル？」

　すかさず反応した一成に、三角が首をかしげる。

「サンカクっぽい修道院だよ～」

「さんかく!?　オレも行きたい！」

「ざっくりとした説明だな」

　一成の説明を聞いた天馬があきれる。

「でも、海外は色々と物ぶつ騒そうだから気を付けないとね」

「え？　天馬くん、海外に行くの？」

　いづみが心配になって声をかけると、ちょうどビーフシチューをよそって席に着いた咲さく也やが驚おどろいたように目を丸くした。

「まだ決まってない。オーディションに受かったら、の話だ」

「その時は現地の俺おれの部下、護衛につけようか」

「は!?」

　千ち景かげが横から口を挟はさんでくると、天馬が啞あ然ぜんとした表情を浮かべる。

「芸能人って狙ねらわれたりして危ないだろ」

「いや、部下って……」

「ジャマにはならないと思うから大丈夫だよ。そばにいても気配がないから、絶対気づかない」

「逆に怖こわいだろ!?」

　あくまで真面目に勧すすめてくる千景に、天馬はたまらず突っ込んだ。

「そこまで治安の悪いところには行かないだろうし、スタッフもいるから問題ない」

「そう？　必要ならいつでも言ってよ」

　千景はさわやかに微笑むと、食べ終わった皿をキッチンに片づけに行った。

「あの人何者なんだ、一体……」

「今度のは冗じよう談だんじゃなさそうなところが怖い」

　千景の後うしろ姿すがたを呆ぼう然ぜんと見送る天馬に続いて、幸がぼそっとつぶやいた。




　その夜、バルコニーには椋と十座の姿があった。

　熱をはらんだ生ぬるい風が、柵さくに手をかけて立つ二人の間をすり抜ぬけていく。

　椋は昼間の稽古の様子を思い返すように遠くに視線を投げると、ふわりと笑った。

「……九ちゃん、稽古、一いつ生しよう懸けん命めいがんばってたよ」

「……そうか」

「この調子なら、きっと心配しなくても──」

　椋の言葉を最後まで聞かずに、十座が遮さえぎる。

「……アイツは、オーディションのプレッシャーに勝てると思うか？」

　柵を摑む十座の手に力がこもった。椋の顔からも笑みが消え、眉まゆをひそめる。

　しばらくの間沈黙が流れた。それから、椋がちらりと十座の顔を窺うかがう。

「十じゆうちゃん、九ちゃんの体のこと、夏組のみんなに話さないの？」

「……優やさしい奴やつらだ。必要以上に気を遣つかわせたくねぇ。九門が言わない限り、言わないでおいてくれねぇか」

「……わかった」

　十座の気持ちが伝わったのだろう、椋は反対しなかった。

「……悪いな」

「十ちゃんは九ちゃんの入団にはまだ反対？」

　十座は視線を落とすと、しばらく間まを置いた。その沈黙には、兄としての葛かつ藤とうが表れていた。

「……九門が決めたことだ。もう反対してもしょうがねぇだろ。オーディションに落ちたら、アイツは傷つく。ただ、受かって劇団に入れたとしても、もっと傷つくかもしれない……取り返しがつかないくらい」

　十座の表情が曇くもる。九門を慮おもんぱかる十座の気持ちが、椋にも伝わってきた。

「それでも、自分で決めたことだ、俺にはどうしようもねぇ。その時身内の俺たちができることは、そばにいてやることだけだ」

「……うん。そうだね……」

　椋は十座の決意を受け止めて、静かにうなずいた。
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　平日、学校が終わって集まったメンバーの午後稽古の前に、九門の喜怒哀楽レッスンの成果が披ひ露ろうされた。

『今日はいい天気だな！』

　片手を上げて、潑はつ溂らつとした元気のいい挨あい拶さつ。

『今日はいい天気だな』

　苛立ちを抑おさえられないように、唇くちびるをとがらせる。

『今日はいい天気だな……』

　何か悲しいことでもあったのか、伏し目がちにトーンを落とす。

『今日はいい天気だな～』

　鼻歌交じりにのんびりと歩く。

「よし」

　九門の芝居を見た天馬が満足げにうなずいた。

「最初の時とは雲泥の差だね」

「すごいよ、九ちゃん！　この短期間で上達したね」

「へへ！　天馬さんのおかげ！」

　幸と椋にほめられて、九門は照れ臭そうに頰ほおを搔かいた。

「テンテン、さすが～！」

「てんまは教えるの上手！」

「このくらい当たり前だ」

　一成と三角に持ち上げられて、天馬もまんざらではなさそうな表情を浮かべる。

　いづみも九門の上達ぶりに感心していた。

（九門くん、真面目に稽古に出て、演技力は上がってきてるし、頑張り屋さんだからまだまだ伸びしろがある。ちょっと課題が難しすぎたんじゃないかって心配だったけど、天馬くんのサポートもあるし、問題なさそうだな）

　予想外の成長はいづみにとって、喜ばしい誤算だった。




　夕食時、談話室が一番賑にぎやかな時間帯だ。

　シーフードパエリアの匂いが室内に充じゆう満まんする。

「いただきまーす！」

「いただきます」

　隣となり合あって座すわった九門と十座は、同じタイミングで手を合わせた。

「今日のデザートはシフォンケーキだからな」

「クリームましましで」

　臣の言葉に、十座がすかさず注文を入れる。

「そう言うと思って、十座の分はちゃんと別に用意してある」

　臣がにっと笑うのと対照的に、万ばん里りが大おお仰ぎように顔を顰しかめた。

「よくそんな甘あまいもん大量に食べられるな。腹ぶよぶよになるぞ」

「失礼なこと言うな！　兄ちゃんの腹はかちかちだからな！　見ろ！」

　九門が力強く断言しながら、十座のＴシャツをめくり上げる。

「見せんな！」

「いつ見ても十座サンの腹筋、すげー！」

　万里が嫌いやそうな顔をする一方、太た一いちが感心したように声をあげた。

「食事中に人の腹を出すな」

「あ、ごめん！」

　十座に静かにたしなめられて、九門が慌てて手を離はなす。

「ったく、変なもん見せんな。飯がまずくなる」

「兄ちゃんの筋肉は変じゃないぞ！　大だい胸きよう筋きんだってすごいんだからな！」

　万里がぶつぶつつぶやくと、九門がむっとしたように、また十座のＴシャツをめくり上げた。

「だから、見せるな！」

「お前ら……食事中に騒さわぐな！」

　万里が唸うなると、間かん髪はつ入れずに左さ京きようが雷かみなりを落とす。

　まだ慣れていない九門は、びくっとその場で飛び上がった。

「ほら見ろ、怒おこられた」

「もとはと言えば、お前が──！」

　揶や揄ゆする万里に九門が言い返そうとすると、左京の目が鋭するどく光る。

「黙だまれ」

「……へーい」

　途と端たんに九門は口をつぐみ、万里も大人しく肩かたをすくめた。

　そんなじゃれ合いを、いづみが微笑ましく見守る。

（九門くん、夏組だけじゃなくて他の組のみんなとも打ち解けてるし、すっかり劇団の一員って感じだな。オーディションの結果も期待できそうだし、もう入団はほぼ確定かも）

　無事に新メンバーが決まれば、次の公演の準備もスムーズに進む。いづみは自然とその先のスケジュールに頭を巡めぐらせた。
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　九門が稽古に参加するようになってから数日、九門が夏組メンバーに交じっている光景はすっかりお馴な染じみのものとなっていた。

「明日がオーディション当日だからな。気合い入れてやれよ」

　稽古後、いつものように居残り練習を始めようとした天馬が釘くぎを刺さす。と、九門はどこかぼんやりとした表情を浮かべて突つっ立たっていた。

「九門？」

「え!?　あ、ご、ごめん！」

　呼びかけられて、はっと我に返る。

「九ちゃん、大丈夫？　熱があるんじゃない？　体温計持ってこようか」

「風か邪ぜ？」

　椋に続いて、いづみが九門の顔を覗き込むと、九門は慌てたように両手を振った。

「へ、平気、平気！　最後の稽古がんばるぞー！」

　明らかにカラ元気といった様子で、九門が力こぶを作ってみせる。

　天馬はあきれた表情で九門の頭を軽くぽん、と叩たたいた。

「バカ。体調崩くずしたら元も子もないだろ。今日は早めに切り上げるぞ」

「え、でも……」

「大丈夫だ。お前の実力はちゃんとついてきてる。明日はいつも通りやればいい」

「う、うん」

　天馬が元気付けるが、九門の表情はどこか晴れない。

「一週間根こん詰つめてやってきたし、疲れがたまってるんじゃない」

「今日はゆっくり休むといいよ、くもぴ」

「おやすみも大事～！」

　幸や一成、三角が心配するように続けると、九門はぎこちなく微笑んだ。

「──ありがと、みんな」

　小さく頭を下げて稽古場を出ていった九門の姿を、廊ろう下かの隅すみから十座が気づかわしげな表情でじっと見つめていた。




　夕食後、二階の談話スペースの隅に置かれた椅い子すに、九門が一人ぼんやりと座っていた。いつも誰だれかしらと一緒にいることの多い九門にしては珍めずらしい光景だった。

　一番に気づいた椋がそっと近づいて声をかける。

「九ちゃん、本当に大丈夫？」

「……うん、たぶん、大丈夫だと思うんだけど……」

　九門はうろたえたように視線をさまよわせた。不安そうに瞳ひとみの奥おくが揺ゆれている。

「正直に話して」

　椋は九門の顔を正面から見み据すえると、真剣な表情でそう告げた。途端、九門の顔がぐしゃっと泣きそうにゆがむ。

「……──どうしよう、椋。劇団のみんなと仲良くなればなるほど、天馬さんとか夏組のみんなに助けてもらうほど、劇団に入りたい気持ちが強くなる。その分、明日のオーディション失敗したらどうしようって、不安も大きくなるんだ。こんなに仲良くしてもらったのに、いっぱい助けてもらったのに、失敗したら、みんなの気持ちを台無しにしちゃう。今日もなんか頭がぼーっとして、いつもの感じになってきて──」

　九門がぎゅっと胸の辺りを摑むと、前のめりに体を折る。

「九ちゃん……」

　椋も九門の痛みが伝わってきたかのように顔を顰め、九門の背中にそっと触ふれた。

「やっぱオレ……またダメなのかな」

　弱々しく掠かすれた声が零こぼれ落ちてくる。

「九ちゃん、大丈夫だよ。もし失敗しても、誰も九ちゃんを責めたりしない。そんなこと悩なやまなくていいんだよ。大丈夫、大丈夫だから……」

　椋が優しく背中を撫なでる。

「椋……っ」

　九門が泣きそうな表情で椋を見上げた。

「ボクは九ちゃんと一緒にこの劇団で過ごせたらうれしいなって思ってるよ。みんなもきっと、そう思ってる。でも、だからってうまくやらなきゃいけないって、責任を感じる必要はないんだ。九ちゃんができることをすればいいんだよ」

「……うん」

　言い聞かせるような椋の言葉を聞いて、九門が小さな子どものようにうなずいた。

「今日はもう休んで。大丈夫、明日はちゃんといつも通りに起きられる」

「……ありがとう、椋」

「おやすみ」

「……おやすみ」

　九門は椋に促うながされて、談話スペースを出た。

　九門を部屋まで送ってやりながら、椋は内心十座との約束を思い返していた。言わないと約束した以上、椋の口からみんなに九門のことを話すことはできない。しかし、この状態の九門をそのままにしておくわけにもいかなかった。

　九門がベッドに入るのを見届けた後、椋は他の夏組メンバーを談話室に呼び出した。

「むっくん、どうかしたの？」

「話って何？」

「九ちゃんのことで、ちょっと……」

　一成と幸に問いかけられて、椋が言葉を濁にごす。

「ああ、あいつ、大丈夫か？」

「さっき見たら、すやすや寝てた」

　天馬と三角も気にかかっていたのか、心配そうな表情を浮かべる。

「体調が悪いなら、オーディション延期してもらえば？」

　幸が提案すると、椋がやんわりと否定した。

「ううん、体調っていうか、明日のオーディションのこと、すごくプレッシャーに感じてるみたいなんだ。だから、みんなにお願いがあって……」

　椋はそう切り出すと、さっき考えた作戦を説明した。
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　談話室には奇き妙みような空気が流れていた。さっきから壊こわれた動画のように同じ場面が繰り返されている。

　上うわの空そらといった表情の十座が空からの茶ちや碗わんを片手にテーブルについたと思ったら、はっとしたように立ち上がりキッチンへと向かう。そして、ご飯をよそうのかと思えば、また空の茶碗を持ったままテーブルにつく。

　その回数が七回を超こえた時、たまらずといった様子で万里が声をかけた。

「……おい」

　しかし、十座はまったく気が付かない様子で、また空の茶碗を手にキッチンへ向かおうとする。

「おい！」

　さらにボリュームを上げると、ようやく十座が万里の方を振ふり返かえった。

「……ああ？」

「何回、茶碗持ってキッチンとテーブル往復してんだよ！　さっさと飯よそってこい！」

「別に何回も往復なんて──」

　そう言いながら、キッチンからまた空の茶碗を持って帰ってくる。

「今ので八往復だ！　そわそわしすぎなんだよ！」

　万里に指し摘てきされて、十座はようやく気づいたかのようにバツの悪そうな表情を浮かべた。

「まあ、弟のオーディションだし、気になるのもしょうがないだろ」

「受かるといいッスね」

　臣と太一が十座の心中を慮ってフォローする。

「最初の頃のどっかの誰かと違ってやる気はあるし、大丈夫だろ」

　左京がちくりと旗はた揚あげ公演の頃の万里を指すと、万里は素知らぬ顔で視線をそらした。

「……どっかの誰かって誰っすかね～」

「誰だろうな？」

　十座に対する対たい抗こう意識だけで芝居を始めた万里も、今では大学で真剣に演劇を学ぶほどにのめり込んでいる。左京はそれを揶揄するように口くちの端はをゆがめて笑った。




　その頃、ＭＡＮＫＡＩ劇場の舞台には、オーディションの開始を待つ九門の姿があった。

「……すー、はー。大丈夫……大丈夫……」

　何度も深呼吸しては、手の震ふるえを抑えるようにぎゅっと拳を握にぎる。

　いづみは客席からその様子を心配げに見つめていた。

（九門くん、緊張してるみたいだな。いつもの力が出せるといいけど……）

　開始の掛かけ声ごえのタイミングを計っていた時、不意に舞台袖そでから幸と椋が足早に歩いてきた。

『おーそーいー……』

『ごめーん、待った!?』

『遅おくれるなら、ＬＩＭＥで連れん絡らくしなよ。今日はネイルの予約もしてるんだから』

　イライラと爪つめを見つめる幸に、椋が両手を合わせて小首をかしげる。その仕草は可か愛わいらしく、女の子っぽい。

「!?」

「み、みんな……？」

　いづみと九門が困こん惑わくした表情を浮かべる中、椋も幸もまったく周りを気にせずにお互たがいの会話に夢中になっている。

『ごめんってば！　他のみんなは？』

『来てない』

『え、本当!?』

　きょろきょろと辺りを見回す椋の目に、いづみと九門はまったく入っていない。

（も、もしかして、エチュードが始まってる？）

　いづみがようやく思い至った時、小走りに一成と三角、天馬が現れた。

『ごめーん、待ったー!?』

『遅れちゃった！』

『もう、二人ともおそすぎー！』

　一様に甲かん高だかい裏声で、それぞれなりの女子を演じている。

「！？！？！？」

　九門が目を白黒させているうちにも、エチュードは進んでいく。

『コテがうまく巻けなかったんだよね～。最悪～！』

　三角が器用に、見えない長ちよう髪はつを指に巻き付けて見せると、幸がくるりと踵きびすを返す。

『早く行くよ。みんなで浴衣ゆかた着る時間なくなるからね』

『お祭りテンアゲ～！　カッコいい子いるかな～？』

　一成がスマホを鏡代わりにして自らの前まえ髪がみを直すと、天馬があきれ顔になった。

『一かず子こ、この前の彼かれ氏しは？』

『もう別れちゃった☆』

　小さく舌を出す仕草は、天馬と違って普段とあまりギャップがない。

『早すぎ。そういえば、私、彼氏できたんだ』

　三角がまた見えない長髪を耳にかける仕草をすると、椋が大げさに両手で口を押おさえた。

『ええ!?』

『ウソ！　いついつ!?　どんな人!?』

　一成が一層声を高くして、三角に詰つめ寄よる。

『そういう話は後で！』

　幸は無理やり切り上げると、下手の方へと足早に歩いていった。

『あ～、待って～！』

　幸の後を一成たちが追いかけていく。

　目の前で繰くり広ひろげられた一連の嵐あらしのようなエチュードを、九門は呆あつ気けにとられた表情で見つめていた。

「きゅ、九ちゃん……？」

「おい、大丈夫か──」

　舞台袖から戻ってきた椋と天馬が、焦あせったように九門に声をかける。

　一いつ瞬しゆんの間の後、九門が大きく噴ふき出だした。

「ぷっ、あはははは！　みんな、女役うまい、可愛い……っ」

「そりゃあね」

「経験者だもんね」

　自信満々の幸に、椋が笑いかける。幸は普段から趣しゆ味みで女の子の服も着ている上、公演で何度もこなしているだけに、まったく違い和わ感かんはない。

「オレは初めてだったけど、意外とイケそうな感じ～？」

「楽しかった～！」

「それな～！」

　一成と三角がきゃっきゃっと盛り上がる。

「楽しい……」

「ちょっとは緊張ほぐれたか？」

　天馬に肩を叩かれて、九門がようやくエチュードの意味に気づいたようにはっとした。

「どうせ下手くそなんだから、余計なこと考えずに精せい一いつ杯ぱい堂々とやれ」

「そうそう。最初からできる奴なんていないし」

「できなくて当たり前！」

　天馬に続いて、幸と椋が九門にエールを送る。

「自信もって、くもぴ！」

「ゴッドさんかくクンにぎにぎして～！　はい、これで大丈夫～！」

「──うん！」

　一成と三角からぎゅっと手を握られた九門は、さっきよりも明るい表情で力強くうなずいた。

（みんな、九門くんの緊張をほぐしてあげようとしたんだ……）

　いづみの顔も自然とほころぶ。

「よし、それじゃあ、始めようか！」

「はい！」

　九門は表情を引き締めると、元気よく返事をした。

　九門の作り上げた芝居は、ファンタジーを舞台にした冒ぼう険けんものだった。

『オレの方が兄ちゃんだからな！　ぜーったいにお前を守まもり抜ぬいてやる！』

『ドラゴンなんかに負けない！　この、伝説の剣つるぎさえあれば……！』

　ドラゴンを相手に懸けん命めいに戦う勇者を演じる九門を、いづみはじっと見つめた。

（演技力は当然まだまだ……でも、最初の時よりも演技らしくなってきた。それに何より、お芝居に対して一生懸命だ。お芝居がしたい、お芝居が楽しいっていう気持ちが伝わってくる）

　九門の芝居は大だい胆たんで、曇りがない。ただ芝居をするのが楽しくてしょうがないというのが、全身から伝わってきた。

（目がキラキラしてて……惹ひき付けられる。まるで初めて舞台に立つ咲也くんを見た時みたいだ）

「──以上です！」

　九門が息を切らせながら、舞台の中央で頭を下げる。

「あ、あの……？」

　いづみが黙っていると、九門が不安そうに首をかしげた。

「合格だよ」

　にっこり笑ってそう告げる。

「え!?　ご、合格!?　本当っすか!?」

「うん。これからもよろしくね、九門くん！」

　九門はようやく実感したかのように、両手を大きく掲かかげた。

「やったー！」

　緊張から解放されて、笑え顔がおがあふれる。

「オレが教えてやったんだから当然だ」

「おめでとう、九ちゃん！」

　天馬が満足げにつぶやけば、椋も拍はく手しゆで称たたえる。

「くもぴ、おめ！　ＭＡＮＫＡＩカンパニーへようこそ！」

「くもん、よかったね～！」

「とりあえず第一関門突とつ破ぱだね」

　一成や三角、幸も笑みを浮かべると、九門はうれしそうに手を振った。

「ありがとう、みんな！」

　その様子を見ていたいづみは、ふと客席の端はしに人ひと影かげがあることに気づいた。

（あれ？　十座くん……？）

　十座は舞台の上でみんなと合格を喜び合っている九門をじっと見つめて、目を細めた。

（心配で見に来てたのかな。やっぱり、九門くんが受かって十座くんもうれしいんだ）

　いづみは言葉にしないながらも常に九門のことを気にかけている十座を、微笑ましく思った。




　その夜は九門の歓かん迎げい会かいが行われた。

　テーブルの上にごちそうが並べられると、いづみがグラスを手に立ち上がる。

「改めて、九門くん、入団おめでとう～！　これから、よろしくね！」

「また秋あき組ぐみに大根が生えるのか……」

「ああ？」

　万里のつぶやきを聞きつけて、十座が目を吊つり上あげる。

「えー、それでは、九門くんから一言、入団にあたっての意い気き込ごみなど、どうぞ！」

　いづみが九門を指名すると、九門は恥はずかしそうに立ち上がった。

「え、ええと、まだ演技もヘタクソで、何もわからないけど、がんばるのでよろしくお願いします！　今日のオーディション、緊張でどうなるか心配だったんだけど、夏なつ組ぐみのみんなのおかげで、なんとかいつも通りできました。ずっと天馬さんやみんなに稽古見てもらって、本当に楽しくて、オレ──」

　九門はそこで言葉を切ると、ぎゅっと拳を握り締めて、うつむく。

「オレ……」

　そのまま先が続かなくなってしまった九門を見て、いづみが首をかしげる。

　ややあって、九門が勢いよく顔を上げた。

「──オレ、夏組に入りたい！」

「は？」

「九門……」

　天馬と十座が驚いたようにわずかに目を見開く。

「オーディションの前に夏組のみんながやってくれたお芝居、すごく楽しくて、不安の塊かたまりみたいなのが一気に吹ふき飛とんでいったんだ。笑った瞬しゆん間かん、緊張なんて全部消えちゃってさ、本当にすごいと思った。オレも、あんな風に誰かを笑わせたい。誰かをお芝居ではげまして、元気にしたい！　だから、その……ダメかな？」

　最初の勢いがみるみるしぼんでいって、窺うかがうように天馬を見つめる。

「最初にあんな風にコメディのことバカにしておいて、虫がいいって思われるかもしれないけど……オレ……」

　九門の声が小さくなっていく。天馬はニヤリと笑うと、一つうなずいた。

「気合い入れてきたえてやる」

　その言葉を聞いて、九門の表情がぱっと明るくなる。

「もちろん大だい歓かん迎げいだよ！」

「夏組のオーラ持ってるらしいし、いいんじゃない」

　椋と幸も笑みを浮かべた。

「よろしく、くもぴ！」

「くもんも一緒！」

　一成と三角も九門を歓迎する。九門の入団に反対する者は誰もいなかった。

「それじゃあ、九門くんは夏組に決定だね！」

　いづみが結論付けると、わっと室内が盛り上がる。

「結局夏組か」

　大体予想はついていたのか、万里がやれやれとばかりに小さく鼻を鳴らす。

「あいつにとってはいいんじゃねぇか」

「とか言って、ちょっと寂さびしいんだろ」

　十座のつぶやきを聞いて、万里が混ぜっ返すと、十座はいつになく大人しく黙り込んだ。

「否定しねぇのかよ」

「あいつのブラコンは兄ゆずりだな」

　あきれたように万里と左京が小さく笑った。
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　学校が終わると、九く門もんはいつものようにビロード商店街を通って、寮りようへ向かった。

「へへ～、カズさんにもらった劇団員証、どこに入れよっかな～」

　鼻歌交じりに、昨日もらったばかりの真新しい団員証を眺ながめる。

　と、路地裏の方から剣けん吞のんな声が聞こえてきた。

「──ああ？」

「だから、どうせ名前だけで、大したことねぇんだろって言ってんだよ」

　見ると、近くの中学の制服を着た黒くろ髪かみの少年が、四人のガラの悪い高校生に囲まれている。

「ボンボンの本気見せてみろや」

「……ちっ」

　高校生から挑ちよう発はつされた少年は、怯おびえるでもなく舌打ちをした。

　あまり見ない光景に、九門はおろおろと辺りを見回した。片方は中学生な上、一対四となればケガは免まぬがれない。助けを呼んだ方がいいのではと、近くにいる大人を探す。

　そうこうしているうちに、高校生の一人が少年に殴なぐりかかった。

「おらあ！」

「危ない!!」

　とっさに叫さけんだ九門の目の前で、少年が鮮あざやかな回まわし蹴げりを繰くり出だす。

「──ぐっ」

　こめかみの辺りを蹴られた高校生は、足をふらつかせて、地面に尻しり餅もちをついた。

「て、てめえ──っ」

　カッとなった他の三人が同時に飛びかかる。

「──は！」

　少年はひらりと身をかわすと、一人に足をかけて転ばせ、もう一人の腹に膝ひざ蹴りを食らわせ、残る一人の方へと放る。

「ぐあ！」

「──うぐっ」

「く、くそ……」

　三人はもつれ合うようにして地面に転がった。

「すっげー!!」

　あまりの鮮やかさに、九門が思わず感かん嘆たんの声をあげる。

「──な、何見てんだ、てめぇ!?」

　高校生の一人が九門に凄すごむと、少年もようやく存在に気づいたように九門の方を見た。

「ヤンキー漫まん画がかよ!!　ケンカつえー！」

　興奮しきった様子で、九門が少年に駆かけ寄よる。

「なあなあ、お前、名前は!?　オレの兄ちゃんもケンカ強いんだけどさ、知ってる!?」

「……はぁ」

　少年は毒気を抜ぬかれたようにため息をつくと、さっさとその場から立ち去った。

「あ、待てよ──！」

　慌あわてて追いかけるも、あっという間に少年の姿は雑ざつ踏とうに紛まぎれて、見失ってしまう。




　九門は寮に帰ると、さっそく十じゆう座ざたちにさっきの出来事を話して聞かせた。

「……ってことがあってさー！　でも、結局名前聞けなかったんだよなー。残念」

　肩かたを落として、談話室のソファに沈しずみ込こむ。心底残念そうな九門を、向かいに座った十座が注意深く見つめた。

「お前が絡からまれたワケじゃねぇんだな？」

「違ちがうよ」

「だったら、余計なことに首突つっ込こむな。ケンカなんてろくなもんじゃねぇ」

「えー」

　九門が不満そうに口をとがらせるが、十座の顔は真しん剣けんだった。本意ではないものの、その外見から絡まれることが多くケンカに明け暮れた十座は、九門を荒あら事ごとに巻まき込こみたくはないのだろう。

「ブラコンうぜー。自分は散々ケンカしてたくせに」

　近くで雑誌を読んでいた万ばん里りが、顔を上げて茶々を入れる。

「どっかのバカが勝手にケンカの大安売りしてくるからだろ」

「ああ？　誰だれがバカだ？」

　一度負けて以来しつこく再戦を挑いどみ、劇団までついてきた万里を揶や揄ゆすると、万里が眉まゆを上げる。

「ブラコンはうざくないんだからな！　黙だまれ縮しゆく毛もう矯きよう正せい！」

　すかさず九門が十座に加勢すると、万里がばさっと雑誌を置く。

「誰が縮毛矯正だ!?　悪口だかなんだかわかんねぇのがまたむかつくわ！」

　十座に対する悪態とは違い、九門に対してはどこか刺とげがない。子犬がじゃれてくるような感覚なのだろう。

「……その中学生、どんな奴やつだった？」

　今まで話を聞いている素そ振ぶりも見せなかった左さ京きようが、ふと顔を上げる。

「え？　えーと、身長はオレよりちょっと高くて、髪はちょっと長めの黒髪で──」

「……ったく、あのバカ、何やってんだ」

　左京は眼め鏡がねのブリッジを押おし上あげると、忌いま々いましげにつぶやいた。

　九門が首をかしげるも、左京はそれ以上説明しようとはしない。

「その子、そんなに強かったの？」

「うん！　すっげー動きが早くてさ、パンチとかボクサーみたいで、あっという間に四人倒たおしちゃったんだよ！　それで──」

　興奮気味に椋むくに説明していると、腕うでを大きく振ふり上あげた途と端たん、九門のポケットからキーホルダーが落ちる。

「おい、なんか落ちたぞ」

「なんだこれ？　剣のキーホルダー？」

　十座が指し摘てきして、万里が自分の足元に転がってきたキーホルダーを拾い上げる。

　金色のドラゴンが巻きついた、中世の剣を模したようなキーホルダーだった。

「そ、それは──!!」

　ぎくりと九門が顔をこわばらせた時、椋が懐なつかしそうに声をあげた。

「あ！　久しぶりに見た！　魔ま剣けんディストロイジャーだね、九きゆうちゃん……！」

　にこにこと無む邪じや気きに話しかける椋の言葉を聞いて、万里と十座の動きが止まる。

「魔剣……」

「ディストロイジャー……？」

「そそそそれは！」

　あわあわと否定しようとするも、あまりに動どう揺ようしているせいか、まともな言葉も出ず、ただバタバタと手を振ふり回まわす。

「魔剣ディストロイジャーっていうのはね、かつての英えい霊れいの魂たましいが宿った魔剣なんだよ。手にした人間を人類最強にする代わりに、生気を吸い取るんだ。力を使いすぎると持ち主を死に追いやってしまう呪のろいの剣なんだ！　ね、九ちゃん！」

　したり顔で説明してやる椋に、悪気はまったくない。

「い、いや、ええと、その──」

「九ちゃんは魔剣に生気を吸い取られないように小型化して持ち歩いて、いざという時にだけ実体化させて使うんだよね！」

「あばばばば！」

　かつての黒歴史をあますところなく披ひ露ろうされ、九門は顔を赤くしたり青くしたりしている。

「そうだ、また魔剣の戦いのこと教えて！」

「う、うわあああああ！」

　椋に笑え顔がおを向けられて、たまらず九門は半泣きで談話室を飛び出した。

「逃にげた……」

「中二か……」

「中二だな……」

　十座、万里、左京が同情と憐あわれみの入り混じった目で、見事に討うち死じにした九門の背中を見送る。

「しかも隠かくれ中二属性とは……新しいキャラだな」

　万里のつぶやきを聞きながら、椋は不思議そうに首をかしげていた。
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　九門が正式に入団してから数週間、寮での生活や稽けい古こに慣れてきた頃ころ、いづみは午前稽古を早めに切り上げて、メンバーを集合させた。

「さてと、今日の稽古はこれくらいにして、この後の時間はミーティングにあてたいと思います。九門くんもだいぶ稽古に慣れてきたし、そろそろ次の公演の準備を始めたいと思って……ここからは、綴つづるくんにも参加してもらうね」

「っす」

　いづみが稽古場の入口を振ふり返かえると、待機していた綴が入ってきた。

「春組の時は新入団員の千ち景かげさんを主演にしたから、今回の夏組もそうしたらいいんじゃないかと思うんだけど……どうかな？」

「九門が主演か」

「えええ!?　オ、オレ!?」

　あらかじめ予想していた天てん馬まが平然とつぶやくも、当の九門は大きく目を見開く。

「最初から演技力のあった千景さんと九門じゃ、ちょっと状じよう況きようが違うけど、雄ゆう三ぞうさんもその方がいいんじゃないかって」

「主演を一回やると、飛ひ躍やく的てきに伸のびるからね」

　すでに話をしていた綴といづみが、そう説明する。

「もしそうなるなら、全力でサポートする」

「いいんじゃない。春組の旗はた揚あげ公演だって、ほぼ素しろ人うとの咲さく也やが主演だったでしょ」

「さんせ～い！」

「うんうん。新人ちゃんだし、なるべく目立った方がお客さんに覚えてもらえると思う！」

　天馬に続いて、幸ゆきや三み角すみ、一かず成なりがそれぞれ賛同する。

　ただ一人、椋だけが心配そうに顔を曇くもらせた。

「でも、ちょっと、荷が重すぎないかな……？　最初から主演なんて……」

「それは、そうなんだよね。だから、最終的には九門くんの気持ち次し第だいかな。主演じゃなくても舞ぶ台たいに立つのはいい経験になるし、後から主演をやるチャンスはいくらでもあるから、素す直なおな意見を聞かせて？」

　いづみは椋の意見にあっさりうなずくと、九門にたずねた。

　九門は真剣な表情で考え込む。

「どうなんだ？」

「オレ──ちょっと考えてみる」

　天馬に問いかけられ、慎しん重ちように答える。

「うん。それがいいと思う」

　主演という重責を考えれば、そう簡単に答えの出ることではない。九門が公演についてきちんと受け止めている証しよう拠こだと、いづみは思った。

　ただ椋だけはじっと心配そうに九門を見つめていた。




　その夜、九門は廊ろう下かで十座の姿を認めて駆け寄った。

「兄ちゃん」

「？　どうした」

　振り返った十座は片手にバスタオルと着き替がえを持っていた。

「これからお風ふ呂ろ？」

「ああ」

「……久しぶりに一いつ緒しよに入ってもいい？」

　おずおずとたずねると、十座がわずかに微ほほ笑えんでうなずく。

「いいぞ。先に行ってるから、早く着替え持ってこい」

「うん」

　九門はうれしそうにうなずき、自室の方へと駆けだした。

　風呂場には他の団員の姿はなく、二人っきりだった。

　湯船は十座たちの実家の風呂よりはるかに大きく、二人で入ると空間を持て余すくらいだ。

　湯につかり、しばらくの間沈ちん黙もくが流れる。

　ちらちらと十座の様子を窺うかがいながら口火を切ったのは九門の方だった。

「……あ、あのさ」

「……なんだ」

「なんか、兄ちゃんとこうして二人っきりで話すの、久しぶりだね」

「……そうだな」

　言われて初めて気が付いたように、十座がわずかに視線を上げる。

「寮ではみんな一緒だし、最近は兄ちゃんが実家に帰ってくることもあんまりなかったし……」

「……ああ」

　寮を出る前は毎日一緒にいただけに、九門としては寂さびしかったというのが言げん外がいに伝わってくる。

「……あのさ、劇団に入ったこと、怒おこってる？」

　おずおずとたずねられて、十座が笑えみを漏もらす。

「……ふっ、入っちまったモンはしょうがねぇだろ。けど、入ったからには最後までやりきる覚かく悟ごを持て」

　真剣な表情で九門を見み据すえる。十座自身が演劇に真剣に取り組んでいるからこその言葉だった。兄弟という枠わくを超こえて、同じ劇団員として、苦言を呈ていする。

　その意志が伝わったのか、九門がごくりとつばを飲み込んだ。

「次の夏組公演、出るんだろ？」

「──うん」

　九門を見つめる十座の表情がわずかに和やわらぐ。

「俺おれは、お前がやり遂とげてくれたらうれしいし、お前ならやり遂げられるって思ってる。でも──」

　言葉を切った十座の顔を、九門が不思議そうに見返す。

「無理はすんなよ」

　そう言いながら軽く九門の頭を叩たたく。さっきの厳しさとは打って変わって、九門を心配する兄の顔だった。

　九門の顔が一いつ瞬しゆん泣きだしそうに、くしゃっと崩くずれる。けれど、すぐにごしごしと顔をぬぐうと、その目に何かを決意したかのような光が宿った。

「オレ、がんばるよ。今度こそ、絶対にやり遂げてみせる」

「おう」

　十座がにっと笑うと、九門も顔をほころばせる。

「へへ、兄ちゃん大好き！　もっと頭ぽんぽんして！」

「ああ？　こうか？」

　十座がさっきのように頭を軽く叩くと、九門がくすぐったそうに笑った。

「うん！」

「何が楽しいんだこんなもん」

「えへへ」

　九門がうれしそうに笑うのを、十座が不思議そうに、それでいて優やさしげに見守っていた。

　そんな二人の様子を、脱だつ衣い所じよから窺っているメンバーがいた。

「ふふ……九ちゃん、元気が出て良かったね」

「ねぇ、まだ？」

　微笑ましそうに目を細める椋に、幸がうんざりした様子でたずねる。風呂に入ろうとしたところを、中の二人に気づいた椋に足止めされたのだ。

「もう少し！　今、兄弟水入らずの大事なところだから」

「……はぁ。何それ」

　幸があきれ顔でため息をつく中、浴室からは楽しげな笑い声が聞こえてきた。





[image: ]






　数日後の稽古前、いづみは改めてミーティングの時間を設けた。

「九門くん、答えは出た？」

　そうたずねると、表情を引ひき締しめた九門がしっかりとうなずく。

「……うん。迷めい惑わくをかけるかもしれないけど、オレ、主演やってみたい！」

「九ちゃん……」

　迷いなく言いきった九門を、椋が眩まぶしそうに見つめる。

「よし。しごいてやる」

「がんばれ、くもぴ！」

「決まりだね」

　天馬がにっと笑い、一成といづみがエールを送るように九門の肩を叩く。

「じゃあ、九門に合わせてネタ考えないとな」

「こいつはバカ正直で、基本的に何かを演じるのが苦手なタイプだ。あて書きがいいだろ」

　綴の言葉に天馬が続ける。

「そうだな。千景さんもあて書きだし」

「九門くんのあて書きでやりやすいテーマっていうと……」

　いづみが考え込むと、一成が一番に声をあげた。

「学園モノとか？」

「学園モノっていうと、ラブコメか、部活モノか……」

　綴の言葉で、いづみがふと思い出す。

「そういえば、九門くん、野球部だったんだっけ」

「あ、野球モノとかいいんじゃない？」

「そういや、スポ根コメディは今までやったことなかったし、面おも白しろいかも」

　一成と綴も名案とばかりにうなずいた。

「野球楽しそう～！　さんかくホームベース！」

「そこかよ！　っていうか、サンカクの判断基準甘あまくなってないか？」

　相変わらずブレない三角に、すかさず天馬が突っ込む。

「きれいなさんかくの、特製ホームベースにする！」

　三角は目をきらきら輝かがやかせながら、両手で大きな三角形を作った。

「野球部だと甲こう子し園えん目指すっていうのがわかりやすくていいね」

　幸も評価する中、九門は一人顔をこわばらせていた。

「野球……」

「九ちゃん、大だい丈じよう夫ぶ？」

「たぶん、大丈夫」

　椋から気づかわしげに声をかけられて、九門がぎこちなくうなずく。

　いづみはそのやり取りを見て、首をかしげた。

　と、すぐに九門が笑顔を浮うかべる。

「──オレ、野球のことならわかるし、演技もしやすいと思う。野球部ネタでやりたい！」

「っし、じゃあ、野球部ネタでさっそくプロット考えてみる」

　いづみはすっかりいつもの調子に戻もどった九門の顔を見ながら、さっきの違い和わ感かんについて考えていた。

（九門くんさっき、野球っていうテーマにちょっと戸と惑まどってたように見えたけど、気のせいかな？）

　綴と野球部の話をし始める九門からは、もうさっきのぎこちなさは消きえ失うせていた。




　バルコニーに軽いタイピング音が響ひびく。

　夜もそれほど気温が下がることはなくなり、柔やわらかな風が吹ふき抜ぬけるバルコニーは、綴にとって快適な仕事場になっていた。

「……うーん。ここの展開がいまいち……」

　ぎしりと椅い子すを軋きしませて、綴が背せ伸のびをした時、バルコニーの扉とびらが開いた。

「──綴さん」

　現れたのは十座だった。どこか思おもい詰つめたような表情を浮かべている。

「ん？」

「次の夏の公演、野球テーマでやるんすよね？」

　ちらりとテーブルの上に置かれたノートパソコンを見やる。

「ああ。九門、野球やってたんだろ？　演技しやすいんじゃないかって話になってさ。今、ちょうどあらすじ考えてたとこ」

　そう言って、テキストエディタを開いたままのノートパソコンを示すと、十座が視線を落とした。

「どうかしたのか？」

　十座の様子がいつもと違うことに気づいた綴が、わずかに表情を硬かたくしてたずねる。

「頼たのみがあるんすけど……」

「頼み？」

　十座はしばらくためらった後に、口を開いた。
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　夕暮れに染まり始めた河原にカウントの声が延々と続いていた。

　あちこち泥どろで汚よごれたユニフォーム姿の九門が、ひたすら素す振ぶりを繰くり返かえす。

「百二十五──百二十六──百、二十七──！」

「おい、九門」

　動きを止めて声のした方を見ると、土手の上から制服姿の十座が下りてきた。

「あ、兄ちゃん！」

　九門がぱっと顔を輝かせて駆け寄る。

「また、ここで練習か。夕飯できたって、母さんが呼んでる」

「あれ!?　もうそんな時間!?」

　きょろきょろと辺りを見回して、日が暮れかけているのに気づいたのか、驚おどろきの声をあげる。

「ほら、帰るぞ」

「うん！　お腹なかすいた～！　今日のごはん、何？」

　十座に促うながされて、近くに放り出していた通学カバンを拾い上げ、土手の上へと上がっていく。

「ハンバーグだってよ」

「やった～！　ハンバーグ大好き！」

　うきうきと飛とび跳はねる九門からは、ハードな部活に続けて自主練までしていた疲ひ労ろうは一いつ切さい見えない。

「毎日練習もいいけど、暗くなる前に帰ってこいよ」

「えへへ、素振りしてると、何時かわかんなくなっちゃってさ」

「お前は、本当に野球好きだな」

「うん！」

　ためらいなくうなずく九門を見つめる十座の目は、誇ほこらしげで優しい。

「次の試合いつだ？」

「今度の日曜日！　兄ちゃん、見に来てくれる？」

「あぁ」

「やったー！　オレ、高校生になったら、ぜってー兄ちゃんを甲子園に連れてくからな！」

「楽しみにしてる」

　子どもっぽい宣言だったが、十座は九門にそれだけの実力があることも知っていた。子どもの頃から続けてきた野球チームでも中学の部活動でも、九門はエースの証あかしである四番を任されている。

　色眼鏡で見られがちな自分を一心に慕したってくれる弟を見つめる十座の目が、眩しそうに細められた。
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　綴の脚きやく本ほんの完成を待つ間、稽古は基き礎そをメインに丁てい寧ねいに進められていた。

　九門の芝しば居いを、いづみがじっと見つめる。

（うん、稽古は九門くん中心のメニューにしたこともあって、だいぶ演技力が上がってきたな。この調子なら、公演までに間に合いそう……）

　素直な性質のおかげで、九門は吸収が速い。いづみや天馬のアドバイスを受けて、どんどん上達していった。

　また旗揚げ公演の頃に比べると、周りの経験値も上がり、フォローが手厚いということもあって、主演も難しくはないようにいづみには思えた。

　そろそろ休きゆう憩けいを入れようかと思っていた時、静かに稽古場のドアが開いた。

「……う、う」

　うめき声と共に、綴がよろよろと歩いてくる。

「だ、大丈夫!?」

　慌てたように九門が声をあげるも、他の夏組メンバーは淡たん々たんと綴の周りに集まった。

「大丈夫、いつものことだから」

「おい、受取準備しとけ」

　幸に続いて、天馬が三角と一成に合図を出す。

「は～い！」

「オッケー！」

　三角が綴の右側に位置し、一成が反対の左側に陣じん取どる。天馬は綴の正面に立った。

「受取、準備？」

　九門が首をかしげた瞬しゆん間かん、ぐらりと綴の体が大きく傾かたむいた。

「……で……き……バタ」

　自ら効果音をつけながら、綴の体が地面に倒れる直前、三角と一成、そして天馬が三人で綴の体を支えた。

「つづる、とれた～！」

「ナイスキャッチ～！」

「いつものこととはいえ、心配になるね」

　椋は、綴が無事に地面への衝しよう突とつを免れたことに、ほっと息をつきながらも眉を下げる。

「綴くん、お疲つかれさま。ゆっくり休んで。綴くんが起きたら、さっそく脚本を読ませてもらおう」

　前半は綴に向けて、後半は天馬たちに向けていづみが告げた。

　小一時間後、さっきよりも顔色の良くなった綴から脚本が配られた。

『初はつ恋こい甲子園』と題された脚本に目を通す。

　相談して決めた通り、高校の野球部を舞台にした物語だった。部員一人の弱小野球部を立て直して甲子園を目指すという筋書きだ。

（なんだか、新生春組の旗揚げ公演の時を思い出すな）

　いづみは団員が咲也一人の状態で始まった頃を思い返して、思わず口元を緩ゆるめる。

　主演の秋あき山やまはプレッシャーに弱くて、本番で結果を出せないピッチャー。準主演は秋山と少年野球でバッテリーを組んでいたものの、確かく執しつがあり、秋山に厳しくあたる井いの上うえ。それに、野球部を導いていく気の強いマネージャー、鷲宮わしみや光ひかるの三人が中心となって物語は進んでいく。

「九門、天馬、幸についてはあて書きにした。その方がやりやすいだろ」

「やっぱり。三人ともぴったりだね」

　綴の言葉を聞いて、いづみが軽く手を打つ。

「つづるん、おつピコ！　今回のもすっげー面白い！」

「うんうん！　みんなでわいわい楽しそう～！」

　一成と三角が絶賛する中、九門の表情が固まっていた。

「これ……」

　椋もどう言ったらいいかわからないといった複雑な表情を浮かべている。

「二人とも、どうかした？」

「え、ええと……」

　椋がおろおろと九門といづみの顔を見比べる。

「なんでもないっす」

「九ちゃん……」

　きっぱりと言いきった九門に、椋が気づかわしげに声をかける。

「ただ、絶対、がんばらなきゃって思って。これ、やり遂げられたら、オレ、きっと……」

　九門は思い詰めた表情で脚本を握にぎり締しめる手に力を込めた。

（この脚本の内容に何かあったのかな……）

　そう思いながらも、はっきりと聞くのは憚はばかられるような雰囲気だった。

「──さっそく稽古お願いします！」

「──そうだね。それじゃあ、読み合わせから始めよう！」

　気合いの入った表情の九門にそう告げられ、いづみは何も聞くことなくうなずいた。
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　いづみがそろそろ寝ねようと自室に向かっていた時、中庭に面した窓に影かげが映った。

　中庭を覗のぞくと、天てん馬まが真しん剣けんな表情で台本を片手に立っている。

『──俺おれはあんたの道具なんかじゃない』

　怒ど気きをはらんだ声で言い捨てた後、わずかに首をひねる。

『──俺はあんたの道具なんかじゃない！』

　今度は怒いかりをぶちまけるような激しい芝しば居いだった。

「……ここは、もう少し変えるか」

　考え込みながら、台本に何やら書き込む。

（オーディションの稽けい古こ中ちゆうかな。夜食でも持っていってあげよう）

　いづみはそう考えると、踵きびすを返して談話室の方へと向かった。

　キッチンでサンドイッチを作って、中庭に戻もどる。

「天馬くん、お疲つかれさま」

　セリフが途切れたところで声をかけると、天馬がはっとしたように顔を上げた。よほど集中していたのだろう。いづみが来たことにはまったく気づいていなかったらしい。

「少し休きゆう憩けいしない？」

　にっこり微ほほ笑えむと、天馬が肩かたの力を抜ぬく。

「──助かる。ちょうど小腹が空すいたところだった」

「よかった」

　天馬がベンチに座り込むと、いづみもその隣となりに腰こしを下ろす。

「オーディション、もうすぐだね。稽古は順調？」

　サンドイッチを頰ほお張ばる天馬にたずねると、天馬はわずかに視線を落とした。

「わからない。いくらやっても納なつ得とくがいかないっていうか、もっとやれるんじゃないかって思って……」

　いづみの脳のう裏りに何度も同じセリフを繰くり返かえしていた天馬の姿が思い浮かぶ。

「熱が入るね」

　天馬はサンドイッチを飲み込むと、少し間を置いた。そして、視線を遠くに投げる。

「白しら澤さわ監かん督とくは、オレがこの仕事を始めた頃ころから憧あこがれてる監督なんだ」

「何かきっかけでもあるの？」

「昔、親おや父じに監督の撮さつ影えい現場に連れていってもらったことがあって……。監督の指示一つで、役者の動きが、現場の空気が変わるんだ。同じシーンがまったく違ちがったものになる。鳥とり肌はだが立った」

　膝ひざの上に置いた両手を組んで、ぎゅっと力を込める。

「いつか、絶対監督の作品に出たい。そう思って、ずっとこの仕事をしてきた」

「目標だったんだ」

　天馬の強い思いが伝わってきて、いづみの表情が和やわらぐ。

「ああ。いつか、役者として親父を超こえるためにも、監督の作品に出て経験を積むことは、絶対に必要なステップだと思う。ようやく摑つかんだチャンスなんだ。絶対に合格する……絶対に」

　天馬は自分に言い聞かせるように、そうつぶやいた。その目はまっすぐに前を見据えている。熱がこもっているからこそ、どこか危あやうい。

（思い入れが強い分、気負いがあるのがちょっと心配だけど……いい結果が出るといいな）

　いづみは祈いのるような気持ちで、天馬を見つめた。




　翌朝、玄げん関かんには天馬を始めとする夏なつ組ぐみメンバーが集まっていた。

「天馬くん、そろそろ時間ですよ」

　井い川がわに促うながされて、天馬がうなずく。

「……じゃあ、行ってくる」

「天馬さん、がんばって！」

「ああ」

　九門の声せい援えんに応えながらも、天馬はどこか上うわの空そらといった様子で靴くつを履はいていた。

「って、そのサンダルで行く気？」

「!?」

　幸ゆきの指し摘てきで足元を見た天馬が目を見開く。無意識に履いていたのは、支配人が散歩に使っているサンダルだ。慌あわてて履き直す。

「テンテン、落ち着いて～！」

「てんま、このさんかく、お守りに持っていくといいよ～」

　一かず成なりがなだめ、三み角すみがとっておきの宝物を天馬に手て渡わたす。

「あ、ああ、悪いな。ありがたくもらっていく」

　天馬は渡されたものを確かく認にんすることなく受け取ると、そのまま出ていこうとした。

「ま、待って、天馬くん！　その『止まれ』の道路標識持っていくの!?」

　天馬は自分が赤い三角形の標識を大事そうに抱かかえていたことに気づいて、目をむく。

「緊きん張ちようしすぎでしょ」

「大事なオーディションの前だからね……仕方ないよ」

　幸があきれた表情を浮うかべれば、椋むくが同情するように微笑む。

「行ってくる！」

　天馬は真っ赤な顔で標識を三角に突つっ返かえすと、足音高く出ていった。その後を井川が小さくお辞じ儀ぎをして追っていく。

（だ、大だい丈じよう夫ぶかな……）

　いづみの思いは、他のメンバーも同じだったらしく、一成や幸、椋も不安そうな表情で玄関を見つめる。

「あんなテンテン、珍めずらしいね」

「久々にポンコツＭＡＸなとこ見た」

「うまくいくといいね……」

「天馬さん、ファイトー！」

　遠ざかっていく車の音に向かって、九く門もんが応おう援えん団だんのように叫さけんだ。




　オーディションの控ひかえ室しつとして指定されたのは、小さなレッスン室だった。大がかりなオーディションに比べるとこじんまりとしていたが、集まったのが天馬を含ふくめて五人となると、それでも持て余すほどの広さだった。

　集合時間になると、スタッフがやってきて隣の部屋に案内する。

「それでは、オーディションを受けられる皆みなさん、どうぞお入りください」

　中のスタッフの声が聞こえた途と端たん、参加者の一人が声をあげた。

「五人一緒にやるんですか？」

「はい」

「失礼します」

　一番に天馬が頭を下げて会場に入ると、他の四人も後に続く。

「よろしくお願いします」

「お願いします」

「失礼します！」

　いずれも今話題の実力派若手俳優ばかりだった。オーディションの経験もそれなりにあるだろうに、今回は別格なのか一様に緊張した面おも持もちだった。

「では、お名前をお呼びしましたら、あらかじめお渡ししていた課題のセリフをお願いします」

　真ん中に座すわった監督である白澤は一言も発さず、その隣のスタッフの男が進行する。男はちらりと手元の紙を見ると、天馬に視線を移した。

「まずは──皇すめらぎ天馬さん、お願いします」

「はい」

　天馬は張りのある声で返事をすると、すっと一歩前に進み出た。
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　夕食後、寮りようの玄関には朝と同じメンバーが勢せい揃ぞろいしていた。

　天馬から連れん絡らくを受けたいづみと夏組メンバーが、天馬を出で迎むかえるために集まったのだ。

「そろそろ天馬さん、帰ってくるよね」

「クラッカー持ってきたよん！」

「さんかく、いっぱい～！」

　クラッカーを両手に抱えた一成と三角が、今か今かと待ち構える。

「っていうか、まだ受かったかどうかわからないでしょ」

「天馬くんなら絶対大丈夫だよ」

「うん……」

　幸が冷静につぶやくと、椋が励はげますように告げ、いづみもうなずく。

　と、玄関のドアが開いた。

「……ただいま」

　ごくごく普ふ通つうに、学校から帰宅するのと同じ調子で天馬が帰ってくる。

「帰ってきた～！」

　三角がすかさずクラッカーを構えるも、天馬からそれ以上の言葉はない。

「それじゃあ、私はこれで帰ります」

「ああ、お疲れ」

　後ろについていた井川が頭を下げると、天馬は軽く労ねぎらった。

「お疲れさまでした」

　井川が去っていくと、改めて椋や九門が天馬に声をかける。

「お帰り、天馬くん！」

「天馬さん、お帰りっす！」

「なんだよ、みんなして」

　居い心ごこ地ち悪そうに、勢揃いした夏組メンバーといづみの顔を見回す。

「みんなでテンテンのこと待ってたんだよん」

「なんか、表情明るいね。つまんないの」

「どういう意味だ」

　一成が天馬の表情を読み取って明るく告げると、幸も軽い調子でからかう。

「オーディションの結果って、もうわかったの？」

「ああ。その場で発表された」

　いづみの問いかけに、天馬があっさりとうなずく。その表情はどこかスッキリとしていた。

「じゃあ──」

「メインキャストには他の俳優が選ばれた」

「ええ!?」

　思いがけない結果を聞いて、九門が驚おどろきの声をあげる。他の面々も一様に目を見開いていた。

「ってことは、不合格……？」

「そ、そんな……」

　一成と椋が言葉を失う。天馬は小さくため息をついて軽く肩をすくめてみせると、出迎えメンバーの横をすり抜けた。

「……ふう。じゃあ、オレ、着き替がえてくるから」

　そう言って自室に戻っていく天馬の様子は、いつも通りでとても落ち込んでいるようには見えなかった。

「……まさか、不合格だったとは」

「てんま、大丈夫かな～？　さんかくできなかったね」

　幸が意外そうにつぶやけば、三角が心配そうに眉まゆを下げる。

「表情が明るかったから、てっきり合格したのかと……」

「今はそっとしといた方がいいかな？」

　いづみも椋も天馬の気持ちを慮おもんぱかって表情を曇くもらせた。

（天馬くん、あんなに気合いが入ってたから、きっとショックだったと思うんだけど……なんだか、そういう表情でもなかったよね……ちょっと気になるな）

　いづみは時間をおいて話を聞いてみようと心に決めた。




　その夜、いづみは天馬の姿が見えないことが気になって、ＭＡＮＫＡＩ劇場へと足を向けた。

　ロビーの照明がついているのを見て、半ば確信を持って客席の扉とびらを開ける。

「天馬くん？」

　舞ぶ台たいの端はしに腰こし掛かけた天馬が、はっとしたようにいづみを見た。

「監督か」

「なんとなく、ここにいるような気がして」

　いづみはそう微笑みながら歩み寄った。

　天馬の表情は帰ってきた時と変わらず、落ち込んだ様子は見られない。

「座れよ」

　天馬に促されて、隣に腰掛ける。天馬の膝の上には、夏組公演の台本があった。

「台本読んでたんだ？」

「ああ。これからはこっちに集中しないとな」

　そう言いながら指先で軽く台本を叩たたく。

「あいつらみんな、オレが落ち込んでないか心配してただろ」

　にやっと笑われて、いづみが素す直なおにうなずく。

「みんな、てっきり合格したと思ってたからね」

「たしかに不合格はショックだったけど、納得できる結果だった。だから、不思議とすっきりしてる」

　そう言いながら、天馬は前方に視線を投げた。

「何か、失敗したとか？」

「いや、オレ自身の演技は、練習通りにできた」

「じゃあ、どうして……」

　いづみがたずねると、天馬は自らの手のひらを見下ろした。

「今回のオーディションは五人一緒にやったんだ。選ばれたのはオレより二つ年上の俳優で、その人の演技を見た時、オレにも結果がわかった。役への作り込みがオレたち他の役者と全然違ったんだ。たったＡ４一枚の台本から、役の背景が、人生が見えた。オレの作り込みは、つくづく浅いって思った。貫かん禄ろくも深みも違う。悔くやしいけど、オレにはまだ、あの凄すごみは出せない」

　天馬はそう言いきると、口元をゆがめて笑った。

「監督にもはっきり言われたよ。オレにこの役はまだ早いって。薄うす々うすわかってたけど、テクニックでどうにかしようとしてたんだ。小手先の技術でなんとかしようとするなんて、役にちゃんと向き合ってない証しよう拠こだよな」

　ぐっと両手を握にぎり締しめる。

「ただ、監督の映画に出ることだけが目標になってて、大事なことを見失ってた。それを簡単に見破られたよ。次はもっと違うキミの演技を見せてくれ、って言われた」

「そっか……」

　天馬の無念さや、後こう悔かい、完敗した相手を称たたえる気持ちが伝わってくる。

「オレの芝居はまだまだだ。でも、その分、これからもっと上を目指せる。次にチャンスをもらえたら、その時こそ、絶対に監督を満足させる演技をしてみせる」

　天馬は顔を上げると、前を見据えた。その目は未来をしっかりととらえている。

「それで、親父を超えてやる。今は無理でも、いつか、必ず──」

「燃えてるね」

「ああ。そのためにも、まずは、夏組の第四回公演だ」

　いづみはそう言って微笑む天馬の姿を、眩まぶしく思った。

（天馬くんはちゃんと、これから先の未来を見てる。今よりもずっとはるか上を目指してる。きっとこれからもっとすごい役者になる。その時どんな演技をしてくれるのか──見るのが楽しみだな）

　ただ悔くやむのではなく、反省して、次に活いかそうとしている。それは、天馬の強さだ。

　この先も天馬は成長を止めることはないだろう。どこまでも貪どん欲よくに高みを目指していくはずだ。それがいづみにはとても誇ほこらしかった。
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　昼下がりの談話室、ダイニングテーブルの上には、ところ狭しと写真が並べられていた。

「──夏組公演でまとめるなら、これもそうじゃないか？」

「あ、ほんとだ！　おみみ、あり～」

　臣おみが一枚拾い上げると、一成がニコッと笑ってそれを受け取る。一成の手元には小さな冊子のようなものが広げられていた。

　いづみが気になって覗き込む。

「二人で何作ってるの？」

　問いかけると、一成が冊子をぱらぱらとめくって見せた。

「ミニアルバムだよん。マイリトルシスターが今週末誕生日でさ、誕プレにするんだ～」

「へえ～。劇団員の写真？」

　どのページの写真にも劇団員が写っている。場面は稽古中やプライベート、公演の合間など様々だ。

「前に作った劇団のアルバム用の写真を焼き増ししたんだ」

「おかげでまとめるの助かっちゃった。さすが、おみみ！」

　一成が臣をほめていると、咲さく也やや千ち景かげも寄ってきた。

「わあ、可か愛わいいですね～！」

「気合い入れてデコっちゃったよん♪」

　シールや羽根の装そう飾しよくでキラキラ光るアルバムの表紙を見て、咲也が声をあげる。

「妹さんもそんな感じなの？」

「そんな感じって～？」

　千景の問いかけに一成が首をかしげる。

「♪とか☆とか飛ばしてる感じ？」

　穏おだやかな笑え顔がおを浮かべる千景から、悪気は一いつ切さい感じられず、純じゆん粋すいな興味が伝わってくる。

「ん～、オレとはあんまり似てないかな？　大人しくてシャイなんだけど、すっげー可愛いの！」

「へえ～！」

　一成が答えると、咲也は意外そうな表情を浮かべた。

「あれ？　天馬くんの写真が多いね」

　ふと、写っているメンバーに偏かたよりがあることに気づいて、いづみがつぶやく。

「テンテンの大ファンなんだよね～。お兄ちゃんが一番って言ってくれないところが、ちょっと複雑。ま、気持ちはわかるけどさ！」

　一成がそう言って笑うと、ソファに座っていた幸がぼそりとつぶやいた。

「顔だけはいいからね」

「おい」

　近くにいた天馬が耳ざとく聞きつける。

「いつも夏組の公演、こっそり観みに来てくれるんだよ」

「え？　そうだったの？」

　いづみが思わず目を見開く。劇団員の家族ともなると楽屋を訪おとずれるため、公演に来ていたら、いづみも挨あい拶さつを済ませていることがほとんどだ。

「テンテンからサインもらってあげるって言っても、恥はずかしがって帰っちゃうんだよね～」

「なんだ、そのくらい、いつでも言えばいいのに」

　天馬にとってサインを頼たのまれることは日にち常じよう茶さ飯はん事じな上、一成の妹となれば断るはずもない。

「妹さんによろしくね。今度はぜひ楽屋に遊びに来てって伝えて」

　一成とあまり似ていないという人ひと柄がらが見える気がして、いづみは微笑みながらそう告げた。

「オッケ～！　週末実家に帰るから、言っとくね～」

　一成はそう言って、またアルバム作りに戻った。

「いいなぁ。ボクも久しぶりに実家に帰ろうかな」

　一成の様子を見ていた椋がうらやましそうにつぶやく。

「そういや、俺も五番目の弟の誕生日がもうすぐだっけ」

「兄弟がいっぱいいると、毎月誕生日なんじゃないの」

　綴つづるの言葉に、千景が返す。

「まさにそれっす。プレゼント考えるのも苦労するんだよな～。楽しいけど」

「わかる、わかる！　気合い入っちゃうよね～」

　写真をまた一枚星形に切って貼はり付つけながら、一成が笑った。

「二人とも、いいお兄ちゃんだね」

　面倒そうな素そ振ぶりが一切ない二人を見て、いづみは顔をほころばせた。




　一成の実家はビロードウェイから少し離はなれた閑かん静せいな住宅街にあった。ゆったりとしたつくりの一戸建てで、一成が家を出た今は両親と妹の三人で暮らしている。

　久しぶりに家族四人が揃ったということもあって、広いリビングには笑い声があふれていた。昼食を終え、ホールのショートケーキを前に、それぞれのプレゼントが披ひ露ろうされる。

「ふたば、誕生日おめでとう」

　父から渡されたのは、本人のリクエストでもある財さい布ふだった。ふたばが大事そうに真新しい財布を受け取る。

「おめ～！　これ、オレからの誕プレ～」

「ありがとう、お兄ちゃん」

　一成が作り込んだアルバムを手渡す。

「劇団員のアルバム。テンテンのプライベートショット満まん載さいだよ」

「わあ……！」

　ふたばはパラパラとアルバムをめくりながら、歓かん声せいをあげた。その頰ほおがほんのりと赤らむ。

「テンテンって、ふたばの好きな俳優の──ええと、なんだっけか」

　首をひねった父の言葉の先を母が代わりに続ける。

「皇天馬くんでしょ」

「ああ、そうだった」

　ふたばは二人の会話も耳に入っていない様子で、アルバムに見入っていた。

「アルバム可愛い。見たことない写真がいっぱい……」

「気に入った？」

「うん。すごく、うれしい！」

　ふたばが満面の笑顔になると、一成もうれしそうに微笑んだ。

「よかった。おみみにいっぱい写真焼き増ししてもらったんだよん」

「一成は劇団、楽しそうね」

　二人のやり取りを見て、母親が目を細める。

「毎日刺し激げきがあって、飽あきないよ」

「一成ももう大学三年か。卒業したら、どうするつもりなんだ？」

　そろそろ進路を決めなくてはいけない時期だ。父の問いかけに、母も重ねてたずねる。

「俳優を目指すの？　それともデザイナーさん？」

「え？」

「画家は？」

　ふたばがケーキを頰ほお張ばりながら無む邪じや気きに続けると、父親がうなずいた。

「ああ、そういう道もあるな」

「え、えーっと……」

　一成だけが戸と惑まどった表情で、視線をさまよわせる。

「まぁ、まだ考える時間はあるだろ。選せん択たく肢しが多いのはいいことだ」

「そうね。ゆっくり考えたらいいわ」

　決めかねている様子の一成を見ながら、父親と母親が笑えみを漏もらす。

「……将来、か」

　小さなつぶやきは、賑にぎやかな団らんの中に消えていった。
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　立たち稽げい古こに入りしばらく経たった頃、幸が両手いっぱいの布を抱えて稽古場にやってきた。

「衣い装しようできたよ」

「え!?　早いね！」

　いつもより数週間は仕上がりが早い。公演の稽古も忙いそがしいことを考えると、驚きよう異い的てきだ。

「今回簡単であんまり作りがいがなかった」

　そう告げながらお披ひ露ろ目めされたのは、ブレザーの学生服と野球のユニフォームだった。

「学生服とユニフォームの二種類か」

「簡単って、これ幸が作ったの!?」

　天馬に続き、初めて幸の衣装を間近に見た九門が目を見開く。

「幸くん、すごいね！　既き製せい品ひんみたい！」

　ブレザーもユニフォームも普通に売られているものと遜そん色しよくがない。

　ただユニフォームは舞台映ばえするように、鮮あざやかなピンクとグリーンの色が特とく徴ちようとなっていて、高校名であるＳＡＫＵＲＡの文字が印刷されていた。

「早く着てみよ～！」

　さっそく三角がズボンに足を通そうとした時、九門が野球用のストッキングを摑つかんで差し出した。

「あ、ズボンの前にこっちはかないと」

「え？　これ？」

「こう？」

　三角と椋が首をかしげながら、靴くつ下したの上にストッキングをはく。

「あ、ズボンはく前に、裾すそを上げるんだ」

「裾を??」

「難しいな」

　三角と天馬が同時に首をひねる。

「じゃあ、見ながら着てみて！」

　九門はそう告げると、手早くズボンを裏返す。

「これをこうして……」

　説明しながら、裏返したズボンの裾から足を通すと、裾を膝まで上げ、ストッキングと靴下を折り返し、最後にズボンを引き上げる。

「よいしょ、よいしょ……」

「こんな感じ？」

　三角と椋が見み様よう見み真ま似ねでユニフォームを身につけ、どうにかそれらしくなる。

　一方、どうにも締しまらない天馬の姿を見て、幸が首を横に振ふった。

「それ、違う」

「む……」

　天馬はむっとしながらも、しかたなくもう一度脱ぬいでやり直し始めた。野球に縁えんのない人間にとっては、完成形しか見たことがないだけに、その構造は難解だった。

「──これで、よし、と！」

　しばらく悪あく戦せん苦く闘とうした後、九門が天馬の手直しをしてやり、ようやく全員のユニフォーム姿が揃う。

「できたー！」

　苦労した分喜びもひとしおで、三角が笑顔で両手を上げる。

「いいね！」

　年ねん齢れいが若いメンバーが揃っているのもあって、違い和わ感かんがない。いづみがほめると、幸も満足げにうなずいた。

「すっかり野球部の部室だね」

「たしかに」

　衣装が揃えば、フライヤー用の撮影も進められる。いづみは自然と一成に視線を向けた。

「今回、フライヤーはどんなのにするの？」

　一成は衣装を着ていたものの、上の空といった様子でぼーっとしている。

「一成くん？」

「え!?」

　呼びかけられて、はっと我に返る。

「あ、えーと……アハ、どんなのにしよっかな～」

　一成は取とり繕つくろうように笑ったが、どこか心ここにあらずといった様子だ。

　いつもなら、幸の衣装にインスパイアされて、あれこれとイメージを語るだけに、いづみの胸に違和感が残った。いつからだろうと考えて、ふと思い至る。

（なんだか、週末帰省してから、様子がおかしいような……？）

　いづみは一成のことが気にかかりながらも、その場は自分の中に留とどめた。

『オレ、やっぱり、あの頃が一番楽しかったよ』

　九門が隣に立つ天馬に向かってぽつりとつぶやく。

　鷲わし宮みやの手しゆ腕わんによって野球部に復活の兆きざしが見え、九門演じる秋あき山やまと天馬演じる井いの上うえがお互たがいの気持ちをわずかに吐と露ろする前半の重要な場面だった。

『俺だって……』

『え？』

『……なんでもない』

　天馬が振ふり払はらうようにそっぽを向く。直後、考え込むように芝居を止めた。

「悪い。このシーン、もう一回やらせてくれ」

「うん」

　九門がうなずくと、同じ場面が繰り返される。

『あいつ、あんななりして、練習メニューはまともだな』

　他の部員たちをスパルタ指導する鷲宮を眺ながめながら、天馬がぽつりとつぶやく。

『なんかさ、少年野球の頃思い出すな。懐なつかしくない？』

『……別に』

　天馬は親しげに話しかけられたのが気まずい様子で、視線をそらす。

『オレ、やっぱり、あの頃が一番楽しかったよ』

『俺だって……』

『え？』

『……なんでもない』

　天馬はさっきよりも反発を抑おさえ、自分の中に留めるように小さくつぶやいた。

「……こっちの方がいいな」

「気合い入ってるね」

　細部まで余念のない天馬を見て、いづみがにっこり笑う。

「自分の未熟さを痛感したからな」

「めずらしー」

　天馬の殊しゆ勝しようさを幸が混ぜっ返す。

「お前も、さっきのシーンのセリフ、もうちょっと考えた方がいいぞ」

「……はいはい」

　いつもは反発ばかりの幸も、芝居については天馬を信しん頼らいしていた。口答えすることなくうなずく。

「オーディションがいい刺激になったみたいだね」

　いづみがそう告げると、天馬がうなずいた。

「ああ。もう小手先の技術に頼たよったりしない。これからは、とことん芝居に、自分の役に向き合うつもりだ。今回はダメでも、いつか必ずオレは白澤監督の作品に出てみせる」

「天馬さん、かっけー！」

　九門が目を輝かがやかせて手を叩く。

「天馬くんなら、きっとできるよ」

「がんばってね、天馬くん」

　椋といづみがエールを送る中、幸はにやりと笑った。

「無む駄だに室温上げなくていいよ」

「お前な──」

　わざとらしく顔を扇あおぐ幸に天馬が突っかかって、笑いが起こる。

　そんな中、一成は一人真面目な表情で考え込んでいた。
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　一成と万ばん里りが通う天鵞絨びろうど美術大学は絵画系の学科のみならず、デザイン、演劇、映像と多た岐きにわたる芸術系の学科が揃っている。それだけに、学内の雰ふん囲い気きも独特で、他の大学とは一味違う。芸術家肌はだの学生たちには、その空気を好ましいと思う者も多かった。

　緑が多く広い構内のベンチに、一成が座っていた。ぼんやりとスマホをいじっていた一成の頭上に影が落ちる。

「おつかれー」

　連絡を取っていた相手である万里が現れて、一成がスマホをしまう。

「おつピコー」

　そう言って立ち上がると、連れ立って正門の方へ歩き始めた。

「昼どうする？」

　万里にたずねられて、一成はわずかに首をかしげる。

「ん～、今日は中ちゆう華かって感じ」

「オケ」

　ジャンルが決まれば、自然と行く店が決まる。大学周辺にある学生御ご用よう達たしの店は限られていた。

「セッツァー、授業どう？」

「座学が多くて退たい屈くつ。でも実技は楽しいな。身しん体たい表現について基き礎そから学ぶと、やっぱ、なるほどって感じだし。自分の芝居の引き出しも増やせてる気がして、面おも白しろい」

「へえ～」

　何に対してもやる気のなかった頃とは違い、そう語る万里の目は楽しげだ。

「変なことばっかやらされっけどなー。ったく、お遊ゆう戯ぎ会かいかよって……」

　悪態をつく万里を見ていた一成が、ふと気まずそうに視線をそらした。

「……セッツァーは、すごいね。テンテンと一緒だ」

「あ？　なんか言ったか？」

　微かすかな声が聞きとれなかったのか、万里が眉を上げる。

「なんでもないよん。お腹なかすいちゃった。早く行こ！」

　一成は笑顔でごまかすと、万里を急せかして歩くスピードを速めた。




　公演のための書類を揃えていたいづみは、一枚一枚注意深く確認すると詰つめていた息を吐はいた。

　毎回面めん倒どうな事務作業だが、これも大事な仕事だ。

「……よし、発注関係はこのくらいでいいかな」

　いづみは書類をまとめると、クリアファイルに収めた。

　集中していたら、あっという間に時間は夜の九時を回っている。

（そういえば、支配人がそろそろチラシを入にゆう稿こうしないといけない時期だって言ってたっけ……いつもなら、一成くんがラフを見せてくれる頃なんだけど）

　最近様子のおかしい一成のことを思い浮かべていた時、控ひかえ目めなノックの音が聞こえてきた。

「はーい」

　ドアを開けると、立っていたのは椋だった。

「椋くん、どうしたの？」

「……あの、カズくんのことでちょっと」

　ためらいがちに口を開く。

「一成くん？」

　聞き返すと、椋は心配げな表情でうなずいた。

「カズくん、最近、ちょっとおかしいんです。ぼんやりしてることが多いし、パソコンとかクロッキー帳に向かってるのに、ずっと手が止まってたり……チラシのデザインも進んでないみたいで……」

「そう……」

　いづみとしても、デザインの進行が気にかかっていたところだっただけに、椋の言葉も意外ではなかった。

（たしかに、稽古中も様子がおかしかったな……）

「私も少し気になってたから、ちょっと話をしてみるね」

「──お願いします」

　いづみが微笑むと、椋は少しほっとした表情で小さく頭を下げた。




　翌日、いづみは一成をカフェに呼び出した。

　午前中で授業が終わったという一成は、いづみを見つけるなり、うれしそうに向かいの席に着いた。

「カントクちゃんの方からデート誘さそってくれるなんて、レアだよね～！　今日はオールで遊んじゃう？」

　にこにこしながらメニューを選ぶ一成の表情に陰かげりはまったくない。

（こうやって見ると、普通なんだけど……）

　いづみがじっと一成を見つめると、一成はバツが悪そうに表情を変えた。

「……って、ごめん。心配かけてるよね。なるべくみんなの前では、いつも通りにしようと思ってるんだけどさ、つい考えごとしちゃって……」

「一成くん……」

（様子がおかしいって気づかれてるの、わかってたんだ）

　周囲の気持ちに人一番敏びん感かんな一成だからこそ、他のメンバーが自分を気にかけてくれていることにも気づいたのだろう。それでも隠かくしきれないほどに、心に重くのしかかっていることがあるのだといづみも察する。

「デザインの作業も手につかなくて、チラデザ全然進んでないんだ。こんなの初めてで、どうしていいかわかんないだよね。ラフもいいのが全然浮かんでこないし、焦あせってばっかで手が動かなくて……本当にごめん」

　力無い笑みを浮かべる。

「ううん。何に悩なやんでるの？」

　いづみは労いたわりの気持ちを込めて、優やさしくたずねた。

　一成はわずかにためらった後、口を開いた。

「……進路のこと。前に、なんで日本画専せん攻こうに入ったか話したの、覚えてる？」

　たずねられて、以前一成から聞いた話を思い出す。

「うん。絵を描かくのが好きだし、手間がかかる上に、難しくて奥おくが深いから、極きわめたくなっちゃったんでしょ？」

「そーそ。前にも言ったけど、なんだかんだ勉強すんの好きだからさ、オレ。勉強しがいがあると、メラっちゃうってゆーか……結局中学の頃のガリ勉グセが抜けないの」

　器用だからこそ、骨の折れることの方がやりがいがあるという一成の言葉はいづみにもなんとなく理解できた。

「勉強熱心なんだよね」

「そういうと聞こえはいーけどさ……」

　一成はわずかに顔をゆがめて笑った。

「絵を描くことが一番やりたいことだったはずなのにね。グラフィックデザインもＷｅｂ制作も～って、美大入ってから興味があっちこっちいっちゃって……。あげく、役者までやっちゃってるでしょ」

「おかげで大だい活かつ躍やくだもんね。すごく助かってるよ」

「うん……」

　多才な一成はどれも平均以上の成果を上げている。自じ慢まんに思ってもいい部分だが、本人はどこか不本意そうだった。

「前にも、テンテンに痛いとこつかれたことあったよね……八方美人だって。オレが今、色んなことに手を出してるのは、みんなに好かれたいっていう気持ちがあったからかもしれない」

　旗はた揚あげ公演の稽古中、天馬が一成に言い放った言葉をいづみも思い返す。

　相手の顔色ばかりを窺うかがい本音を言い合える友達ができなかった一成にとって、夏組のみんなに自分を出すきっかけになった出来事だった。

「そのおかげで劇団のみんなと出会えたし、演劇の面白さも知ったし、後悔はしてないんだよ。でも、この前、パピーに卒業後のことを聞かれてさ、急にどうしたらいいかわかんなくなっちゃったんだよね」

　思考を整理するように、緩ゆるく頭を振る。

「一つに選べないのってさ、本当の意味での自分の選せん択たくじゃなかったからなのかな。ただ、周りにいい顔したくて選んだことだったのかな、今やってること全部、オレが本当にやりたかったわけじゃなくて……。そう思ったらさ、自分の描くもの、作るものが全部ウソっぽく見えてきちゃったんだよね」

　一成がうつむき、その顔に影が落ちる。いつも明るく振ふる舞まっている一成の暗い表情は、いつもよりも一成を大人っぽく見せた。

（最近稽古にも身が入ってなかったのは、そういうことだったんだ……）

　いづみが気づかわしげに一成を見つめる。

「……一成くんは、やりたいことがないから迷ってるんじゃないよね。きっと、全部やりたいことで、一つも手放したくないから迷ってるんじゃない？」

「……え？」

　一成が顔を上げる。

「そうじゃなかったら、もっと勉強したいとか、極めたいなんて思わないよ。今、日本画も、グラフィックデザインも、役者も、どれも楽しくて充じゆう実じつしているから、選べないんじゃないかな。どれか一つを選んだ未来が想像できないんだと思う」

　すべて嫌いや々いややっているというネガティブな感情とは違う。一成はそれぞれの分野に対して懸けん命めいに好こう奇き心しんを持って取り組んでいる。それは決して悪いこととは思えなかった。

「全部やりたいから……」

　いづみの言葉を嚙かみ締しめるように、一成が繰り返す。

「今まだ選べないなら、全部やり続けてみたらどうかな？　納得するまで全部勉強して、極めてみたらいいよ。『今』と『将来』なんて、きっぱり分けられることじゃないし、分けなくていいと思う。『今』やってることが、そのまま『将来』に続いていくものなんじゃないかな」

　それぞれの点が途と切ぎれているのではなく、遠く広がっていく平面の中に点がある。いづみはそんなイメージを一成に伝えたかった。

「今やってることを全部……そっか……」

　考え込むようにうつむく一成の表情が徐じよ々じよに明るくなっていく。

「……ウルトラマルチクリエイター」

「え？」

　不意に聞こえてきた耳慣れない言葉に、いづみが思わず聞き返す。

「ＵＭＣ!!　ＵＭＣになる！　オレ！」

「ゆ、ＵＭＣ？」

　ぱっと顔を輝かせて、一成が宣言した。

「すっげー、オレ、未来見えちゃった！　カントクちゃん！　ＵＭＣ、やばたん！」

「う、うん、わかったから、ちょっと静かに……！」

　周囲の客が何事かと、ちらちら、いづみたちの方に視線を向けてくる。

（ＵＭＣってなんだろう……ＵユＭーＡマみたいなもの……？）

　いづみには肝かん心じんなところがわからなかったが、一成の中で迷いが吹ふっ切きれたことだけは間ま違ちがいなさそうだった。

「やべー、オレ、進路決まっちゃった！」

「そ、そう？」

（なんだかわからないけど、吹っ切れたのかな……？）

　一成の表情を認めて、いづみがほっと胸を撫なで下おろす。

（色んな才能に恵めぐまれてるっていうのも、悩みの種になるんだ。一成くんがどんな風に進んでいくにしろ、これからもどんどん活かつ躍やくしてくれたらうれしい……）

　何やらアイデアが湧わいたのか、デザインの構想をメモ帳に描き始める一成の姿を、いづみが優しく見守る。未来を見据える一成の姿が天馬の姿に重なった。

（一成くんにしろ、天馬くんにしろ、きちんと未来に向かって自分で考えて歩き始めてる。なんだか頼もしいし、眩まぶしく感じるな）

　迷いながら、壁かべに阻はばまれながらも成長して、一歩一歩前進していく。そんな彼かれらを近くで見ていられるのは、いづみにとって何よりの幸せだった。




　それから間もなく、一成はデザイン画を何枚も持って稽古場に現れた。

「じゃじゃーん！」

「わあ！　チラシのラフできたんだ!?」

「すげー！　全部かっけー！」

　椋と九門が感激したように声をあげる。

「これがポップ寄り、こっちがクール系、こっちは日本画テイスト、こっちがキュンキュン系、これが三角系──」

「さんかく～！」

　一成が一枚一枚説明しだし、最後の三角系で三角が喜ぶ。

「出しすぎだろ」

「選ぶのめんどい……」

「アイディアの泉が止まらなくてさー！」

　天馬と幸があきれ気味につぶやくと、一成が笑顔で頰を搔かく。

（一成くん、完全復活だな！）

　いづみはどれも完成度の高いデザイン画と一成の明るい表情を見て微笑むと、ぱんと一つ手を打った。

「それじゃあ、この中から、みんなで一つ選ぼうか！」

　それから一時間ほどミーティングの時間を設け、あれこれ相談しながらラフを選出した。

「じゃあ、今回のラフはこれで決まりね」

　話し合いの結果、フライヤーは新聞記事を模したデザインに決まった。

「オッケー！　さっそく進めるよん」

　一成が笑顔で請うけ負おうと、幸が一枚のラフを拾い上げる。

「選ばれなかったけど、この日本画テイストって珍しいよね」

「よくできてるな」

「カズくんの専門だもんね」

　天馬と椋がほめると、一成がうんうんとうなずく。

「そうそう。こういう活かし方もあるんだよね。いっぱい欲張っててよかったー！」

「これからも期待してるよ、一成くん！」

　今の一成は手広くあれこれとスキルを磨みがくことを、ポジティブに捉とらえている。いづみにはそれがうれしかった。




　その夜、静かなバルコニーに一成がいた。柵さくにもたれて、携けい帯たいを耳に押し付けている。

　微かな呼び出し音の後、父の声が聞こえてきた。

『……もしもし？　一成か？』

「──あ、うん」

『どうした？』

　用件をたずねられて、一成の顔が少し緊張する。

「あ、あのさ……この間ちょっぴり話した卒業後のことなんだけどさ……」

『ああ』

「今、興味があってがんばってることは、どれも大切で、一つに選べないんだ。だから、何か一つの職業の型にとらわれないで、卒業しても全部やり遂とげたい！」

　力強く言いきると、電話口の父が少し戸惑ったような沈ちん黙もくが落ちる。

『全部、続けるのか？』

「ウルトラマルチクリエイターになる！」

『ウル……？』

「ＵＭＣ！」

『ゆ、Ｕ……そうか……』

　いづみと同じように、父も戸惑いながら一成の決意を認める。

『普通の型にはまらない、というのは、なかなか厳しい道のりだぞ』

「うん」

　父の心配げな言葉に、一成は覚かく悟ごを決めた表情でうなずいた。

　それきり、しばらく沈黙が流れる。

「パ、パピー？」

　たまりかねて一成が呼びかけると、父が小さく笑った。

『中学の頃のお前は、きっといい高校と大学に進学して、立派な企き業ぎように就職して……そんな進路を進むんだと思っていた。それを疑っていなかったし、安心もしていた』

「ごめ……」

　期待を裏切ってしまったことが申し訳なく、一成の眉が下がる。が、最後まで言いきる前に、父親は一成の謝罪を遮さえぎった。

『でも、こんな風に結果がわからない息むす子この未来を想像するのも、楽しみなものだな』

　笑い交じりの声が聞こえてきて、一成がわずかに目を見開く。

『どんな選択をしても、パパもママも一成の将来が楽しみで仕方ないんだよ。もちろん、心配もあるがな。でも、私たちはお前の才能と努力を信じてる』

　一成の相そう好ごうが安あん堵どと喜びでくしゃっと崩くずれた。

「──うん、楽しみにしてて。パピーもマミーもふたばも仰ぎよう天てんする、サプライズな未来見せてあげるから！」

『ああ。楽しみにしてるよ。そう思わせてくれてありがとう。がんばりなさい。お前のやりたいようにやるといい』

「うん！」

　父親からの力強いエールを受け、一成は決意を込めてうなずいた。
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　静かな住宅街に、今時珍しいくらい古めかしい日本家屋があった。高い塀へいに囲まれ、中の様子が容易にはうかがえないその屋や敷しきは、ひときわ異い彩さいを放っており、近所でも有名だった。辺り一帯を仕切る銀ぎん泉せん会かい会長、泉いずみ田だの屋敷だ。

　その一室から派手な物音が響ひびき渡わたった。

「──くそじじい！」

　頰を殴なぐられて畳たたみの上に転がった黒くろ髪かみの少年が、ギリギリと歯ぎしりしながら、壮そう年ねんの男──泉田に飛びかかろうとする。

　その少年を周りの男たちが慌てて止めた。

「おい、坊ぼつちゃん──」

「落ち着け、あざみ！」

　莇あざみの腕うでを摑んだ一人は、ＭＡＮＫＡＩカンパニーにアンサンブルメンバーとしても参加したことのある槙まき田たで、もう一人は迫さこ田だだ。

「離せ！」

　莇と呼ばれた少年は、狂きよう犬けんのように歯をむき出して、男に向かっていこうとする。

「ほっとけ！　女みてぇな趣しゆ味みしやがって！　そんな腰こし抜ぬけ野や郎ろう、もう跡あと取とりでもなんでもねぇ！」

「──っ。出てってやる！　二度とこんな家戻るか！」

　莇はカッとなった様子で言い返すと、迫田たちの腕を振り払って駆かけだした。

「ちょ、あざみ！」

　迫田が止める間もなく、少し離れたところから玄関の扉が閉まる大きな音が聞こえてくる。

「迫田、見張ってろ。どうせ、すぐ帰ってくるだろうがな」

「──へい！」

　迫田は男に頭を下げると、急いで莇の後を追った。

　バイクの迫田が莇に追いついたのは、駅近くの路地裏だった。

「あざみ！」

　逃にげようとする莇の腕を摑んで止める。

「どこ行くつもりだよ!?」

　そう問いただすと、莇はふいっと視線をそらして答えた。

「──あの家以外のとこ」

「行くとこなんてねぇだろ！」

　迫田の指摘に、莇は何も答えられなかった。身長は高くとも、まだ中学生だ。頼る親しん戚せきもなく、一人で生きていける年齢ではない。

「なあ、ちょっと落ち着けって」

　迫田がなだめるように莇の肩に手を置くと、莇の顔がゆがんだ。

「……ケンさん、助けて。俺、もう、あの家戻りたくねぇ」

「いや、そりゃあなぁ、助けてやりてぇのはやまやまだが、おれんとこ、四よ畳じよう半はんだしなぁ……」

　心底弱った様子で迫田が天を仰あおぐ。

　ややあって、閃ひらめいたように迫田が口を開けた。

「……そうだ！　あざみ、アニキと仲直りできるか？」




　それから迫田がその足で莇を連れて向かったのは、兄貴分である左さ京きようが暮らすＭＡＮＫＡＩ寮だった。

　普ふ段だんなら賑やかな談話室が静まり返る。どす黒いオーラが左京の体から放出され、室内にいる誰だれもが居い心ごこ地ち悪そうに視線をさまよわせた。

　一方、真正面に座る莇はまったく気にした様子もなくそっぽを向いている。

（く、空気が重い……九門くんが来た時の再現みたいだな……）

　いづみがついこの間の出来事を思い返すが、左京と莇の雰囲気はあの時とは比べ物にならないくらい険悪だ。

「……おい、迫田」

　地じ獄ごくの底から響ひびいてくるような左京の声に、迫田が座ったままびくりと飛び上がる。

「へ、へい、アニキ！」

「……これは、なんのつもりだ」

　莇の方に顎あごをしゃくる。

「え!?　ええと……」

　どぎまぎと迫田が左京と莇の顔を見比べると、莇が忌いま々いましそうに舌打ちした。

「……ちっ、えらそうに」

「……ああ？　何、舌打ちしてやがる」

　前かがみになり、下から睨にらみ付けるように莇を見る。誰もが泣いて逃げ出しそうな視線の鋭するどさだ。

（未いまだかつてないほどに左京さんのガラが悪い……！）

　いづみが思わず目をむいてのけぞった時、横から万里が口を挟はさんできた。

「で、誰なんすか、そいつ」

　常つね日ひ頃ごろから左京の脅おどしには慣れているだけに、立ち直りが早いらしく、興味深そうに莇を見つめている。

「あ、こいつは銀泉会会長の一人息子で、あざみっす」

　答える気のない左京に代わって、迫田が説明した。

「銀泉会っつーことは……」

「『任にん俠きよう伝でん』の時に来てくれた、会長さんの……」

（あの会長さんの息子さん!?）

　面識のある十座といづみが目を見開く。

　秋組メンバーは左京が主演を務めた秋組第三回公演『任俠伝・流ながれ者もの銀ぎん二じ』の打ち上げで、屋敷に招待されたことがあった。

　左京は若い頃に会長の泉田に拾われ、長らく手足として働いている。自じ暴ぼう自じ棄きだった自分を救ってくれた恩義を感じて、父親のように慕したっていた。

「さっさと帰れ、坊ぼん」

　信頼する泉田の息子とはいえ、左京から見れば一回り以上年下の、うっかりすれば息子とも言える年齢の子供だ。突つき放はなすような、それでいて諭さとすような口調で告げた。

「坊って呼ぶな、クソ左京」

　間かん髪はつ入れずに莇が嚙かみ付く。左京に対する恐おそれは一切なかった。

「左京にぃをクソ呼ばわりッス……！」

「命知らずだな」

「さすが跡取り」

　太一が口をあんぐり開けると、臣と万里が感心したように莇を見つめる。

　と、そこで談話室に入ってきた九門が、莇の姿に気づいて素すっ頓とん狂きような声をあげた。

「──あれ!?　お前、いつかのスーパーケンカ強つえぇ中学生！」

「は？」

　莇が怪け訝げんそうに眉をひそめる。

「ほら、ガラの悪い奴やつらに囲まれて、一いつ瞬しゆんで転がしてただろ！　あの時、声かけたの、覚えてねえ？」

　遠えん慮りよなくぐいぐいと詰つめ寄よってくる九門の勢いに気け圧おされながら、莇がようやく思い出したように小さくうなずく。

「……ああ」

「やっぱり坊のことか……」

　左京が納得したようにつぶやくと、莇はバツが悪そうにそっぽを向く。

「何、何!?　お前も劇団入んの!?」

　九門が空気を読まずに身を乗り出すと、莇がさっと立ち上がった。

「……ケンさん、他行こ。こいつと住むとか無理だし」

　左京に向かって顎をしゃくり、迫田を促す。

「他ってどこ行く気だ」

「……別に。関係ねーだろ」

　莇が明確に答えられないと、左京は小さく鼻を鳴らした。

「どうせ行くとこねぇくせに」

「ダチんとこ行く」

「何日も居い座すわる気か。迷惑かけんな」

　正論で返され、莇がむっとした表情で口をつぐむ。

「な、なあ、アニキ、頼むよ。ちょっとの間だけでもさ──」

　迫田が言いい募つのると、左京は一つ息をついた後に口を開いた。

「……寮に居い候そうろうすんなら条件がある。俺の部屋に住め」

「はぁ？　なんで──」

　露ろ骨こつに嫌そうな顔をする莇の言葉を、左京が途と中ちゆうで遮る。

「身内の尻しりぬぐいを他人にさせるわけにはいかねぇ」

「誰が、クソ左京と同室なんて──！」

　反発して出ていこうとする莇を、迫田が必死で引き留めた。

「あざみ、いいから、ここに居候させてもらえって！　ここなら、会長にもあれこれ言われねぇし、おれも安心だし」

　迫田が莇のことを思って言っているというのは、その場の誰もがわかった。頭に血が上った莇も、さすがに突っぱねることはできなかったのか、動きを止める。

「な!?」

　迫田に強く促されて、莇は不ふ承しよう不ぶ承しよううなずいた。

「ケンさんがそこまで言うなら……」

「よし！」

　ほっとしたように、にかっと笑う。

（迫田さんの言うことは聞くんだな。なんだか新しん鮮せんな構図だ……）

　いつもいづみたちが見ている迫田は、左京にまとわりついては適当にあしらわれてばかりだ。

「……おい」

　不意に左京に声をかけられて、いづみが首をかしげる。

「悪いが、しばらくこいつを預かる。俺の監かん視し下かに置けば人様にも迷惑かけねぇし、そのうち出ていくだろう」

　総そう監かん督とくという立場のいづみに律りち儀ぎに断りを入れる。

「それは構いませんけど……」

　どこだかわからない場所に行かれるよりは安心だという迫田の気持ちはよくわかる。いづみに反対する気はなかった。

「元々ホームレスとか色々囲かこい込こんでるからな、今いま更さらだろ」

「人聞きが悪い……！」

　万里の言葉には、思わず目をむく。

（でも否定できない……）

　夏組の三角に冬組の御み影かげ密と同じような前例がすでに二人もいるだけに、いづみに反論の余地はなかった。




　その後、左京は迫田と莇を連れて自室に戻った。

　莇に寝ね間ま着き代わりの着き替がえと、寝しん具ぐを用意してやる。その間、二人は一切口を利きかず、迫田を介かいしてしか会話が成り立たなかった。

　支し度たくを終えると、一〇六号室にさっきの談話室以上に重苦しい空気が流れる。莇も左京もお互いを見ようとせず、その間で迫田は冷ひや汗あせを流していた。

「え、えーと、それじゃ、おれは帰るから。あざみ、アニキにあんまり迷惑かけんなよ」

　頭を搔きながら迫田が切り出すと、莇がわずかに不満そうな表情を浮かべた。

「ケンさん、もう帰んのかよ？」

「迫田にも仕事があんだよ」

　これ以上面倒かけるなとばかりに左京が告げると、莇が眉をひそめる。

「──うるせぇ、てめぇには聞いてねぇ」

「ああ？」

　あくまで反はん抗こう的てきな態度を貫つらぬく莇に、左京の目も険けんを帯びる。

「あああ、もう、二人ともあんまりケンカしないでっすよ!?　明日も様子見に来るっす！」

　迫田は二人をなだめるようにそう言い置くと、部屋を出ていった。

　再び重苦しい沈黙がその場に流れる。

「……中三にもなって親父さんに迷惑かけて、恥ずかしいと思わねぇのか」

　小さくため息をつく左京に、莇が鼻を鳴らす。

「……てめぇに言われる筋合いねぇんだよ」

「ああ？　さっきから何をいちいち突っかかって──」

「……自分だけ好き勝手やりたいことやりやがって」

　ぽつりとつぶやかれた言葉を聞いて、左京がわずかに目を見開く。

「……俺はお前なんて絶対認めねぇ」

　莇がそう続けると、左京は何も答えずに照明のスイッチに手をかけた。

「……電気消すぞ」

　返事を待たずに室内が暗くなる。

　無言のまま布ふ団とんに潜もぐり込こんだ莇の方をちらりと見やり、左京は苦々しげな表情を浮かべた。

　幼い頃は左京に懐なついてくれていた。でなければ、泉田も左京に世話係を任せなかっただろう。少なくとも左京が劇団に入るまではこんな険悪な関係ではなかった。

　左京はそれを思い返し、また一つため息をついた。
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　朝の光があふれる稽けい古こ場ばに、今日も夏なつ組ぐみメンバーの声が響ひびく。

『頼たのむよ！　このままだと野球部がなくなるんだ！』

　必死の形ぎよう相そうで九く門もんが天てん馬まにすがり付く。

『どうせ、全戦全敗の弱小野球部だろ。この間なんかコールド負けしたって聞いたぞ。いっそなくした方がいいんじゃないか』

　天馬は素そっ気けなく言いきる。

『そんなこと言うなよ！　野球部がなくなったら、オレはどうやって野球を続ければ──』

　天馬はうつむく九門をじっと見つめた後、口を開いた。

『……わかった』

『入ってくれるのか!?』

　九門の顔がぱっと輝かがやく。

『言っとくが、あくまでも代わりが見つかるまでの間だからな。俺おれは、もうお前とバッテリー組む気はない』

『井いの上うえ……』

　天馬に冷たく言いきられ、九門はショックを受けたように動きを止めた。

（九門くん、最初の頃ころよりぎこちなさもなくなってきたし、だいぶ良くなってきたな。本番に間に合うかどうかは、まだちょっと心配だけど……）

　いづみは二人の芝しば居いを見届けて、少し間を空けてから手を打った。

「はい、このくらいで少し休きゆう憩けいにしようか」

「は～い！」

「疲つかれた」

　三み角すみがすかさずさんかく探しのために窓の外を覗のぞきに行けば、幸ゆきはどっかりと椅い子すに座すわり込こむ。

　思い思いの時間を過ごす中で、九門は一人落ち込んだ表情でため息をついた。

「くもぴ、どうしたの？」

　一番に気づいた一かず成なりが軽く肩かたを叩たたくと、九門が視線を落とした。

「オレ、みんなに比べてすごい下へ手ただよね。こんなんで主演なんて、大だい丈じよう夫ぶなのかなぁ……」

「九きゆうちゃん、最初の頃よりもうまくなったよ」

「うんうん、心配いらないって」

「大丈夫」

　自然と九門の周りに集まってきた椋むくの言葉に一成がうなずき、三角もにっこり笑う。

「本当!?」

「まあ、まだマシって程度だけど」

「だよね……」

　わかりやすく浮ふ上じようした九門に、幸が冷静に釘くぎを刺さす。

「なんのためにあて書きにしたと思ってるんだ。お前自身が野球をやってた頃のことを思い返してみろ。それが役に自然に入り込むための近道だ」

「野球をやってた頃のこと……」

　天馬が具体的なアドバイスをすると、九門は考え込むように黙だまった。その表情が見る間まに暗く沈しずむ。

「どうかした？」

　いづみが違い和わ感かんを覚えてたずねると、はっとしたように首を横に振ふる。

「え？　あ、ううん！　ただ、最近野球やってないなあと思って！」

（なんだか暗い表情だった気がしたけど、気のせいかな）

　いづみが首をひねっていると、一成が声をあげた。

「そーだ！　この前、知り合いから野球観戦のチケットもらったんだった。誰だれか興味ある友達にあげようと思ってたんだけどさ、みんなで一いつ緒しよに行かない？」

「いいんじゃないか。今回の芝居のヒントになりそうだし」

「賛成～！」

　天馬と三角がすぐに賛同する。

「どこのチームの試合？」

　九門が興きよう味み津しん々しんといった様子でたずねると、一成はスマホをいじってメッセージを確かく認にんした。

「え～とね、クープ対ティガーズだって」

「すっげー!!　まじで!?　オレ、ティガーズ好きなんだ！　行きたい！」

「じゃあ、今度の日曜は野球観戦に決まり！　みんな、予定あけといてね～！　よろピコ！」

　九門が飛び上がって喜ぶと、一成がにこっと笑った。




　突とつ如じよ野球観戦に行くことが決まった日曜日は、見事な晴天に恵めぐまれた。スタジアムは太陽の熱と観戦客の熱気でどんどん温度が高まっていく。

「かっとばせー！　とーりやまー！」

　熱のこもった応おう援えんがあちこちから飛ぶ。

「……すごい熱気だな」

「野球場ってこんな風になってるんだ」

「ボクも初めて来た」

　初めて観戦する天馬と幸、椋が圧あつ倒とうされたかのように周りを見回す。

「オレは、前に一回じいちゃんに連れてきてもらったことあるよ」

「オレも友達と一緒に来たくらいかな～」

　三角と一成がそう告げる横で、九門も周囲に負けじと声を張り上げた。

「ゴーゴーレッツゴー！　チャンスだ！　かっとばせー！」

「九門くん、応援に熱が入ってるね」

　いづみも雰ふん囲い気きを楽しみながら試合の様子を眺ながめた。

　と、小気味いい音と共にボールがアーチを描えがく。

「来た！」

　九門の上ずった声と同時に外野席にボールが消えていき、観客席がわっと沸わき立たつ。

「ホームランだ！」

「わあ！　すごい！」

　一成と椋も興奮したように歓かん声せいをあげた。




　試合は一点差のまま九回に突とつ入にゆうし、激戦を繰くり広ひろげた結果、九門たちが応援するチームが勝利を収めた。

　熱気がまだ冷めきらない中、スタジアムを後にする。

「いい試合だったね～」

　いづみが満足感と共につぶやくと、天馬や椋、三角がすかさず同意する。

「接戦だったから、最後まで目が離はなせなかったな」

「はらはらしたね！」

「楽しかった～！」

　九門はしみじみと名残なごりを惜おしむようにグラウンドを振ふり返かえった。

「はぁ、やっぱ野球は最高だな～」

「応援も気合い入ってたもんね」

「……野球、やりてーなぁ」

　懐なつかしむような、切なげな表情を浮かべる九門を、いづみがじっと見つめる。

（九門くん、本当は野球辞やめたくなかったのかな……）

　まだ未練があるような、それでいて戻もどりたいのとも違ちがうそんな雰囲気だった。

「──そうだ！」

　ふいに九門が思い付いたような声をあげる。

「今、劇団員って二十二人だよね！　チーム分かれて野球できんじゃね!?」

「野球？」

「まあ、人数は揃そろってるね」

「いいじゃん！　実際にやった方が、演技の勉強になるかも！」

　いづみが首をかしげると、幸がうなずき、一成が指を鳴らす。

「野球やる～！　オレ、さんかく投げる！」

「そんなもの、打てないだろ！」

　三角の発言に、すかさず天馬が突つっ込こんだ。

「じゃあ、他の組のみんなにも声かけてみよう」

　いづみがにっこり笑うと、幸が首をかしげた。

「っていうか、あず姉とか絶対やらないでしょ」

「じゃあ、アザミン誘さそおうよ！」

　一成が居い候そうろう中の莇あざみの名前を出す。

「ちなみに、オレもマネージャー役だからやらない」

「はあ？」

　幸が手を挙げて宣言すると、天馬が顔を顰しかめた。

「それじゃあ、支配人に頼んでみたらどうかな」

　いづみがそう提案するも、天馬が難色を示す。

「おい幸、わかってるか。これは役作りの一いつ環かんだぞ。お前、ちゃんと選手の代わりにマネージャーの役目は果たすんだろうな」

「大丈夫。カレー星人とカポリの粉でうっすいスポドリ作るから」

「うすいのやだー！」

「そこはリアルにしなくていいだろ！」

　一成が異を唱え、天馬も突っ込みを入れた。

「えへへ、楽しみだな～！」

　九門がうれしそうに顔をほころばせるのを見て、いづみは微ほほ笑えましく思った。

（九門くん、本当に野球が好きなんだな）

　改めてそう感じるのと同時に、疑問が湧わいてくる。

（どうして、野球辞めたんだろう……何か事情があったのかな）

　自然と、脚きやく本ほんを受け取った時の何か思おもい詰つめた様子を思い返す。単純に、辞めてしまった野球というテーマに向き合うのが辛つらいのかと思っていたが、今の九門の表情を見ているとそれも否定できる。

（野球ができるってことは、椋くんみたいにケガが原因で辞めたっていうわけでもないんだよね……）

　陸上部をケガのせいで辞め、演劇を始めた椋のことを考えていると、当の椋が心配そうに九門に声をかけた。

「……九ちゃん、本当に大丈夫？」

「うん、野球めっちゃやりてー！　あ、椋は足のことあるから、スライディングはしちゃダメだぞ！」

「う、うん、ボクは大丈夫だけど……」

　椋は何か言いかけて、そのまま口を閉とざす。

　そのやり取りを見て、いづみは九門にはまだ何か自分の知らない事情があるのだろうと察した。

（野球自体が嫌きらいになったわけじゃないなら、演技にはあまり影えい響きようはないのかもしれないけど……野球を辞めた理由については気になるし、今度機会があったら聞いてみよう）

　プライベートなことだが、脚本のテーマがテーマだけに芝居に影響が出ないとも限らない。必要があれば、といづみはそっと頭の片かた隅すみに置いた。





[image: ]






　九門発案の組対抗野球大会は、たまたま奇き跡せき的てきにメンバーの予定が合ったおかげですぐに実現した。

　公共施し設せつのグラウンドを借りきって、春はる組ぐみと秋あき組ぐみ、夏組と冬ふゆ組ぐみのチームに分かれて試合を始める。

　先せん攻こうチームのバッターは莇、ピッチャーは九門だ。

「かっとばせー！　あーざーみ！　ゴーゴーレッツゴー！」

　マネージャーとして参加するいづみは、声の限り応おう援えんした。

「……俺、サッカー派なんだけど」

　莇はそうつぶやきながらも、バッターボックスに立つ。

　九門が腕うでを振ふり上あげ、ボールを投げた。

「速はや……！」

　いづみが声をあげた時には、気持ちのいい音を立てて、天馬の構えるキャッチャーミットにボールが収まった。
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「ストライーーク！」

　支配人の声が高らかに響く。

「……へえ、やるな」

　見送ることしかできなかった莇の目が、興味深そうに細められる。

「やっぱ、腕鈍にぶったなー……」

　部活をやっていた時期はもっと速かったのか、九門は調子が出ないといった様子で腕を振ると、二球目を投げた。

「──させるか！」

　莇のバットがボールに掠かすって、ボールが高く飛び上がる。

「当たった!!」

　太た一いちが歓声をあげると、ボールはファウルラインの外に落ちた。

「ファウルボール！」

「……やるなぁ、莇」

　九門が楽しげに微笑む。

「……次は飛ばす」

　莇もやる気が出たように九門を見み据すえた。

　三球目が投げられる。

　莇のバットが正確にボールを捕とらえた。

　打球は大きく伸のびなかったものの、二に塁るいと三さん塁るいの間を抜ぬけて転がっていく。

「ヒットだ！」

「走れ、走れ！」

　咲さく也やと綴つづるが興奮したように声をあげる。

「すごいね、莇くん！」

　いづみも手を叩たたくと、左さ京きようが小さく鼻を鳴らした。

「ふん、俺はサッカーしかやらないとか散さん々ざん言ってたくせに」

「へぇ。じゃあ、サッカー部に勧かん誘ゆうしますかね」

　劇団内でサッカー部を結成している丞たすくが興味を持つと、左京が眉まゆを上げた。

「反はん抗こう期きだから手を焼くぞ」

「じゃあ、左京さんも一緒にどうですか」

　誘われた左京が露ろ骨こつに顔を顰める。

「……今さら球たま蹴けって遊ぶ歳としでもねぇだろ」

「野球はいいんですか？」

「仕方ねぇだろ。人数足りねぇんだから」

　肩をすくめる左京を見て、丞が笑えみを漏もらした。

「なんだかんだ、付き合いいいですよね。運動は健康にいいし、体力つきますよ」

「年寄り扱あつかいすんな」

「さっき、自分で歳って言ってませんでしたっけ」

　見事にやり込められて、左京は忌いま々いましげに舌打ちをした。

　その頃、ベンチでは次のバッターの千ち景かげが立ち上がるところだった。

「次は俺かな」

「がんばってください！」

　咲也が声援を送る一方、綴が心配げにバッターボックスに立つ千景を見つめる。

「千景さん、野球やったことないらしいけど、大丈夫っすかね」

「え!?　そうなの!?」

「一応ルールは説明した」

　いづみが目を丸くすると、至いたるが淡たん々たんと告げる。

「バットを振って走るネ！」

「簡単すぎでしょ！」

　シトロンの説明に綴が突っ込むと、いづみも心配になって千景に視線を向けた。

「大丈夫かな……」

　千景は見み様よう見み真ま似ねでバットを構えると、九門を見据えた。

　あくまで表情はいつも通り穏おだやかだったが、対たい峙じする九門が苦々しげに口元をゆがめる。

「……うわ、すげぇ、プレッシャー」

　一つ息を吐はいてから、腕を振り上げる。

　さっき以上のスピードの投球を、千景が軽い動作で打ち返す。

「打った！」

「伸びてるぞ」

　咲也が歓声をあげ、至もわずかに目を見開く。

　打球は大きく伸びていく。

「ホームランダヨ！」

「すっげー、千景さん！」

　シトロンと綴が喜びに沸いていると、千景が淡々とベンチの方へ戻ってきた。

「打ったよ」

「って、戻ってきちゃダメでしょ！　走って、走って！　ベース回って！」

　綴が慌あわてて千景を追い返す。

「ああ、あの白いベースを回ればいいのかな」

「え、えぇっと……オレが付き添いますか!?」

　咲也があわあわと申し出ると、千景が朗ほがらかに笑い声を漏らした。

「はは、冗じよう談だんだって。それくらいは知ってたよ」

　そう言いながら、軽い足取りで一いち塁るい二塁と回って莇に続いてホームベースに戻ってくる。

（野球初めてなのにホームランって、千景さんの身しん体たい能力恐おそるべし……）

　いづみが感心していると、天馬が厳しい表情を浮うかべた。

「一気に二点か……」

「へへっ、ちょっと本気出さねーと」

　九門は不安というよりはわくわくした様子で、ロジンバッグを拾い上げた。

　それからは九門の一人舞台だった。

「ストライク！　バッターアウト！」

「くっそー！　全然打てなかったッス！」

　支配人が高らかに叫さけぶと、悔くやしげに太一がバッターボックスを後にする。

「勘かんが戻ってきたみたいだな」

「すごいね、九門くん」

　天馬がにやりと微笑むと、いづみも感かん嘆たんの声を漏らした。

「あいつ、てっきり野球に何か引っかかりがあるのかと思ったら、そうでもなさそうだな」

　天馬のつぶやきに、いづみがはっとする。

（天馬くんも気になってたんだ……）

「野球は好きみたいだね。なんでやめちゃったんだろう……」

　いづみも天馬も考え込むように、マウンドで生き生きとしている九門に視線を投げた。

「ストライク！」

「っし！」

　九門が小さくガッツポーズをとる。莇と千景の二点以降、失点はゼロに抑えられていた。

　ベンチからうれしそうな九門を見て、椋が目を細める。

「九ちゃん、まるで水を得た魚だね」

「アイツは昔から筋すじ金がね入りの野球バカだからな」

　しみじみと懐かしむような十じゆう座ざの目も優やさしげだった。

「そうだったね……」

「稽古の方はどうだ？」

「問題なく進んでるよ。九ちゃんも、最初の頃よりもずっと演技がうまくなった」

「……そうか」

「きっと、大丈夫だよ」

　十座が視線を落とすと、椋が励はげますように告げる。

　十座はしばらく沈ちん黙もくして、自らの両手を握にぎり締しめた。

「……椋、頼みがある」

「ん？」

「今度の夏組公演の台本をコピーさせてくれないか」

　思いがけない頼みに、椋が目をぱちくりさせる。

「台本を？」

「ああ」

「それはもちろんいいけど……どうして？」

「……保険、みたいなもんだ」

　考え込むようにそれきり黙ってしまう十座を、椋が不思議そうに見つめた。




「ゲームセット！」

　二時間半の激げき闘とうを終えて、支配人の声が響く。

　その途と端たん、天馬たちの陣じん営えいが沸き立った。

「七対二で夏冬チームの勝ちだ！」

「やったー！」

「すっげー！　圧勝！」

　天馬の宣言に、椋と九門が飛び上がる。

「勝ったー！」

「おめ～！」

　三角と一成もきゃっきゃと手を叩き合って喜んだ。

「当然だね」

「ふう、いい汗あせかいたな」

　誉ほまれは満足げにうなずき、丞もすっきりした顔で微笑んだ。

　片づけをしていると、ゆっくりと日が暮れ始めた。

「みんな、そろそろ帰るよ～」

「はーい！」

　いづみの呼びかけで三角を始めとしたメンバーが、ぞろぞろとグラウンドを後にする。

　と、途と中ちゆうで九門が足を止めた。

「あ！　オレ、ベンチに帽ぼう子し忘れてきた！」

「あ、ボクも忘れ物──」

　椋も続いて口に手を当てる。

「待ってるから、取っておいで」

　いづみも止まって、二人を促うながす。

「っす！」

「すみません！」

　九門と椋は慌てたように駆かけだした。

　座っていたベンチまで戻って、きょろきょろと見回す。

「えーと……」

「あ、あったよ！」

　椋が地面に落ちていた帽子とハンカチを拾い上げた。

　と、次にグラウンドを使う野球部らしき少年たちが近づいてきた。

「あれ？　あいつ……」

「ん？」

　九門の姿を認めて足を止めると、九門も相手に気づいて動きを止める。

「あ……」

　わずかな沈黙の後、九門がぎこちない笑え顔がおを浮かべながら軽く手を上げた。

「ひ、久しぶり……。これから、使うの？」

「ああ、そうだけど……」

「九門、お前なんでこんなとこいるんだよ」

　少年たちは明らかに刺とげのある雰囲気で九門の姿をじろじろ眺めた。

「えっと、さっきまでグラウンド使ってて……」

「野球やめたんじゃなかったのか？」

　一人のがっしりとした少年の問いかけに、九門が言葉を失う。

「え、えっと、ジャマになったら悪いから、行こう。九ちゃん」

「……う、うん。それじゃ」

　椋が気き遣づかうように九門の背中を押すと、九門は少年たちから逃げるように踵きびすを返した。

「……逃げた奴やつがお遊びで野球やんじゃねぇよ」

　九門の背中に、少年の声が突つき刺ささる。

「九ちゃんは逃げたわけじゃ──」

　椋がとっさに言い返そうとすると、九門が椋の腕を引いて歩き始めた。

「……いいよ。行こ」

　九門は決して振り返らなかったが、その手は微かすかに震ふるえていた。

　だいぶ距きよ離りが離れたところで、椋が心配そうに九門に声をかける。

「さっきの、九ちゃんがいた野球部の人たち？」

「……うん。逃げたって言ってたのは、一年バッテリー組んでた相あい方かたの山やま口ぐち」

「そっか……」

　椋は九門の気持ちを慮おもんぱかるように、視線を落とした。

「九ちゃん、高校の野球部やめちゃったのって、やっぱり……」

「……うん、椋には話しとこーかな」

　九門はそうつぶやくと、ぽつりぽつりと話し始めた。
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　試合終しゆう了りようが告げられると、山口が笑顔で九門に駆かけ寄よる。

「すげー！　九門！　お前、マジでプロ目指せよ！」

　練習試合とはいえ、完かん封ぷうを成なし遂とげた九門は英えい雄ゆうだ。山口が絶賛すると、九門は照れたように笑った。

「えへへ。ほめすぎ。プロなんて無理、無理」

「お前ならやれるって！　お前がいれば、甲こう子し園えん目指せるな！」

　山口が九門の背中を叩き、九門が思わずむせる。

「三年の先せん輩ぱい引退したら、どうなるか心配だったんだけどさ、お前がいてくれたら安心だ。うちの野球部入ってくれてありがとうな！　一緒に甲子園目指そうぜ！」

「──う、うん！」

　九門がぎこちないながらも、笑顔でうなずく。

「その前に、まずは今度の練習試合か。絶対勝とうな」

　山口はそう言ってガッツポーズをとった。




　熱でもうろうとする意識の中、ドアの向こうから母親の電話をする声が漏れ聞こえてくる。

「すみません。はい、はい──」

　電話の相手は野球部の顧こ問もんだ。電話をやめさせたいのに、頭も体も鉛なまりのように重たく、起き上がれない。

「やめて、お母さん。オレは……」

「今、念のため病院に連れていくところで──ええ──よろしくお願いします」

　試合に行かなくちゃいけないのに、という九門の心の声は、音にならずに消える。つばを飲み込むだけで、喉のどには焼けたような痛みが走った。

「はい、それじゃあ──」

　電話を終えて、母親が部屋に入ってくる。

　体を起こそうとしている九門を見て、母親が目を見開いた。

「──ダメよ、九門。あなた、四十度近い熱があるんだから」

「でも、試合が──っ」

　無理やりベッドから体を引きはがす。

「──九門！」

　母親の悲鳴と同時に、世界が回った。どすんと鈍い痛みが全身に走る。床ゆかに落ちたのだと気づいた時には、すでに意識は遠のいていた。




　夕方、熱は微び熱ねつまで下がっていた。体のだるさは抜けないものの、もうろうとする感じは薄うすれている。

「九門、熱が下がったからって無理しないのよ。ちゃんと寝ねてなさいね」

　母親に言い聞かせられて、大人しくうなずく。

「ちょっと買い物に行ってくるから。留守番、よろしくね」

　そう言い残して母親が出かけた数分後、インターホンが鳴った。

　のろのろと体を起こし、廊ろう下かに出ると、応答ボタンを押す。

「……はい」

「あ、あの、俺、九門くんと同じ野球部の山口です」

　聞こえてきた声に、九門は目を見開いた。

「あ──待って、今、開ける」

　そう言って急いでドアを開けると、ユニフォーム姿の山口が立っていた。

「あの、試合は──」

「負けた」

　おずおずとたずねる九門に、山口があっさり答える。

「ごめん……オレ……」

「熱じゃ、しょうがねぇよ。もう大丈夫なのか？」

　九門が申し訳なさそうにすると、山口は眉を下げて笑った。

「うん……」

「そっか、ならいいや。ちょっと心配になって、様子見に来た。次の試合は絶対一緒に出ような！」

　山口は笑って手を振ると、すぐに踵を返して帰っていった。

　その姿を見送る九門の目が不安げに揺ゆれた。
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『お前、まだそれ治ってなかったのかよ』

　天てん馬まの目が信じられないものを見るように見開かれる。

『ごめん、オレ──』

　うろたえた九く門もんが謝あやまるも、天馬は首を振ふって背を向けた。

『やってらんねえ。俺おれはやめる』

『待てよ、井いの上うえ！　せっかく勝ったのに──』

『これ以上やっても意味がない。次は強きよう豪ごう東ひがし高こうだ。どうせ負ける』

『そんなのやってみなきゃわからないだろ』

　九門が言いい募つのると、天馬は顔をゆがめて九門を振り返った。

『俺が野球に興味なくなった理由、教えてやろうか。毎回毎回、お前の情けない姿見せられるのがうんざりしたからだよ』

『井上……』

　泣きそうな表情で九門が立ちすくむ。その芝しば居いからは秋あき山やまの無力感と絶望が伝わってくる。

　ここぞというところで毎回腹を壊こわしてトイレに駆かけ込こむ秋山。その癖くせがきっかけで、かつて名コンビだった井上とのバッテリーは解消された。再び同じ癖でチームを窮きゆう地ちに立たせた秋山を井上が見限る場面だ。

「九門くん、このシーン、すごく良くなったね！」

「前とは全然違ちがうな。やりやすい。何か心境の変化でもあったのか？」

　いづみが絶賛すると、天馬も感心したようにたずねる。

「この主人公の気持ちさ……オレ、なんか、すげーよくわかるんだ。そう思いながら、セリフ言ってみたんだけど……」

　九門が考え考え答えると、天馬がうなずく。

「役に共感することで、自然にセリフを言えるようになったってことか」

「そうかも……？」

　首をかしげる九門は、ほめられたことが素す直なおにうれしい様子で微ほほ笑えんだ。

（野球部にいた時に、何かあったのかな……ちょっと気になるけど、いい方向に向かってて良かった）

　芝居に悪あく影えい響きようがないかといういづみの考えは杞き憂ゆうだったようだ。ほっとしながら、時計を確かく認にんする。

「それじゃあ、少し休きゆう憩けいに──」

　そう言いかけた時、慌あわただしく稽けい古こ場ばのドアが開いた。

「失礼します！」

「井い川がわさん？」

　慌てた様子で駆け込んできたのは、天馬のマネージャーの井川だ。

「なんだお前、いきなり──」

　井川は困こん惑わくした表情の天馬を見つけると、興奮した面おも持もちで駆け寄った。

「天馬くん、大変です！　白しら澤さわ監かん督とくの指名で、天馬くんに出演オファーが来ました……！」

「……何？」

　天馬が怪け訝げんそうに眉まゆをひそめると、幸ゆきが首をかしげる。

「オーディションは落ちたんじゃなかったっけ？」

「ああ、そのはずだ」

　悠ゆう長ちような会話をする天馬に焦じれたのか、井川がぶんぶんと手を振った。

「なんでも出演者の急病によりシナリオが一部変へん更こうになったとかで、新しいキャストが必要だそうです！　出演するシーンは少ないですが、天馬くんのお父様と絡からむ重要な役やく柄がらで、イメージにぴったりだから天馬くんに頼たのみたいと！」

　ようやく事の重大さが理解できたのか、天馬の目が見開かれる。

「すっげー！　テンテン！　一発逆転って感じじゃん」

「良かったね！」

「てんま、映画に出られるね～！」

　反応の薄うすい天馬に代わって、一かず成なりや椋むく、三み角すみが飛び上がって喜ぶ。

「スケジュールは？」

　天馬が冷静にたずねると、井川がわずかに表情を曇くもらせた。

「それが……追加シーンの撮さつ影えいは、進行上の都合で、来週すぐにでも行いたいそうなんです。今週中にはパリに出発して、最低一週間は帰ってこられないかと……」

「……一週間、稽古に出られないってことか」

　天馬が静かに目を伏ふせる。稽古が大おお詰づめを迎むかえた今の状じよう況きようで、準主演の天馬が稽古に穴を開けるのは、あまり望ましくはない。

「それと、お父様から伝言を預かっています。『監督はああ言ってるが、お前程度の俳優なんていくらでもいる。気にせず舞ぶ台たいにはげんでおけ』だそうです」

「え、ええ!?」

「そんな言い方しなくても……」

　伝言を聞いて、一成と椋が目をむく。

「さすがポンコツの父親」

「多分、天馬くんのお父さんは、天馬くんが舞台を大切にしたいことをわかってるから、あえて言ってるんじゃないかな」

　幸が妙みような感心の仕方をすると、いづみはフォローするように口を挟んだ。

　旗はた揚あげ公演の頃ころ反対していたことを思えば、今はそれだけ天馬の舞台の活動を認めているということだ。

「……あの親おや父じらしい」

　天馬はふっと笑えみを漏もらすと、夏なつ組ぐみメンバーに向き直った。

「安心しろ。お前らを置いてパリになんか行かない。今、大事なのは夏組公演の成功だからな」

「え!?　じゃあ、オファーは……」

「断っといてくれ」

　慌てる井川にそう言いきると、天馬はタオルを手に取って稽古場を出ていった。

「そんな、天馬くん、ちょっと待ってください──！」

　天馬の後を井川が追いかける。

　いづみは真面目な表情で二人を見送った。

「テンテン、ちょっと無理してるよね……」

　一成がぽつりとつぶやくと、いづみもうなずく。

「オーディションの時、あれだけがんばってたもんね」

「……ボクたちが頼たよりないから、心配で置いていけないんだよね。稽古中も天馬くんに引っ張ってもらってるし……。ボクがふにゃふにゃの煮に崩くずれた大根で、鍋なべの底の溶とけかかったじゃがいもで、冷蔵庫の中でしおれた水菜だから……」

「ど、どれも美お味いしいよ」

　急にネガティブモードに入る椋をいづみがなだめる。

「そんなこと言ったら、オレの方がいっぱい迷めい惑わくかけてるし、主演なのに下へ手たくそだし……」

　椋の隣となりではどんよりとした表情で、九門がうつむく。その落ち込み方は、見事にシンクロしていた。

「ああ、もう、ネガティブ遺伝子振りまくな！　単純に、アイツも舞台の稽古妥だ協きようしたくないだけでしょ！」

　幸が空気を入れ替えるように手で扇あおぐ。

「でもさ、テンテン、絶対白澤監督の映画出たいと思う」

「てんま、素直じゃないから、自分の気持ち、全部ちゃんと言わないよね～」

　いづみも一成と三角と同じ意見だった。

（たしかに、オーディションに落ちた時も、いつか絶対出てやるって燃えてたし……まさか、こんなに早くチャンスが巡めぐってくるとは思ってなかっただろうけど、出られるものなら出たいはず）

「夏組の舞台を大事にしたいっていう気持ちも本物だろうし、天馬くん自身、迷ってるのかもしれないね」

　いづみが天馬の気持ちを想像しながら告げると、幸が大きくため息をついた。

「……はぁ。まったく、世話が焼けるリーダーだよね」

　その声はあきれが混じっていたが、優やさしい。




　幸が二〇一号室に戻もどると、天馬は傍かたわらに台本を置いて本読みの最中だった。

『どうせ、全戦全敗の弱小野球部だろ』

　肩かたをすくめる天馬を、幸はじっと観察しながら椅い子すに座すわり込んだ。

『この間なんかコールド負けしたって聞いたぞ。いっそなくした方がいいんじゃないか』

「……じー」

　わざわざ声に出してじっと見つめるも、天馬は集中を切らさない。

『……わかった』

『言っとくが、あくまでも代わりが見つかるまでの間だからな。俺はもうお前とバッテリー組む気はない』

「……じー」

　ひたすら見つめ続けると、さすがに居い心ごこ地ちが悪くなったのか、天馬がたじろぎながら芝居を止めた。

「な、なんだよ？　じっと見られてると集中できないだろ」

「集中できないのは見られてるからじゃないでしょ」

　天馬の心の内を見み透すかすように告げる。

「何？」

「映画のこと忘れたくて、夏組の稽古に逃げてるのバレバレ」

　図星だったのか、天馬がびくりと肩を震ふるわせる。

「なっ──別に、オレは夏組の公演を大事にしたいだけで！」

「そのために夢のチャンス諦あきらめんの？　オレたちを諦める理由にするわけ」

「そんなつもりじゃない！」

　わざとらしく幸が嫌いや味みを言うと、天馬は真しん剣けんな表情で否定する。

「ホントは自信がないんじゃないの？　行ったところで、またオーディションの時みたいにうまくできないかもしれないって」

「なんだと!?」

　かっとなる天馬に対して、幸はあくまでも冷静だ。淡たん々たんと天馬を追おい詰つめていく。

「そうじゃないなら、素直に行きたいって言えばいいでしょ」

「別に行きたいなんて思ってない！」

「ウソだ」

　幸が天馬を見み据すえると、天馬はムキになったようにさらに声を荒あららげた。

「ウソじゃない！」

「じゃあ、なんで絶好のチャンスを無駄にするわけ」

「それは──」

「結局怖おじ気けづいてるだけでしょ」

　言葉を詰つまらせた天馬に、幸がすかさず追い打ちをかける。

「違う！」

「夏組の稽古もオーディションも全部こなしてやるとか言ってたのに、いざとなるとやっぱりポンコツだよね」

「誰だれがポンコツだ!?」

　天馬のボルテージがどんどん上がっていったところで、部屋のドアが開かれた。

「ちょ、ちょっと、二人とも!?」

「天馬くんも幸くんも、落ち着いて！」

　いづみと椋に続いて、夏組メンバーが慌てて部屋に駆け込んでくる。

「ケンカはだめ～！」

「どうしたんだよ!?」

　三角と九門が幸と天馬の顔を見比べながら、間に割って入った。

「そういうところがポンコツだって言ってんの！」

「何!?」

「ああ、ゆっきー、落ち着いて……」

　一成もなだめようとするが、幸はさらに先を続けた。

「夏組全員、天馬の背中押したいと思ってんだよ。そんなこともわかんないの？」

　天馬がはっとした表情で口をつぐんだ。

「なんだ、そのことでケンカしてたんだ」

　いづみはほっと胸を撫なで下おろす。

「ったく、面めん倒どうくさい……」

　幸がため息をつくと、天馬もようやく幸の真意がわかったのか、バツが悪そうに視線を落とした。

　そんな天馬の肩を、一成が軽く叩たたく。

「テンテン、映画の撮影行っといで～。心配しなくても、オレたち大だい丈じよう夫ぶだよん」

「そうだよ。天馬くんが夢に向かってがんばるのは、ボクたちもうれしいよ」

　椋も励はげますように、天馬の背中に触ふれる。

「天馬さん、オレ、天馬さんが戻ってくるまで、ちゃんと芝居がんばるから！」

「てんま、みんなてんまのこと応おう援えんしてるよ～」

　九門と三角もぐっと両手を握にぎり締しめて見せた。

「お前たち……」

　天馬が夏組メンバー一人一人の顔を見つめる。一様に天馬のことを心配し、応援してくれている。その気持ちが伝わったのか、天馬の瞳ひとみが揺ゆれる。

「天馬くん。稽古のことは心配しないで。映画出演で、何かを得て帰ってきてくれたら、夏組の公演のためにもなるから──いってらっしゃい」

　いづみが優しく微笑むと、天馬の目に、決意の光が宿った。




　出発を翌日に控ひかえた夜、いづみは中庭に天馬の姿を見つけた。

「天馬くん、準備は終わったの？」

　ベンチで映画の台本を読む天馬に声をかけると、天馬が顔を上げる。

「ああ。大して荷物もないしな」

「世界中の主演男優賞、総ナメにするんでしょ。第一歩だね」

　いづみが微笑むと、天馬は口元をゆがめた。

「目標にはまだまだ程ほど遠とおいけどな」

　そして、手のひらを遠くに小さく浮かぶ三日月へと伸のばす。

「今はまだ、この手の届かない、見上げるしかない高みに、オレは焦こがれてる。今回の映画出演も、そのための一つのステップだ。夏組の公演も──」

　天馬は何かを摑つかみとるように、ぐっと拳こぶしを握り締めて、自らの胸にあてた。

「あいつらとの芝居も、ずっと先まで進んでいくための必要なステップなんだ。だから、絶対に中ちゆう途と半はん端ぱになんかしない」

　その目には、絶対に夏組メンバーの信しん頼らいを裏切ったりはしないという固い決意がこもっていた。

「うん。天馬くんなら、映画も舞台もちゃんとやり遂とげられるよ」

「──当然だ」

　いづみが目を細めると、天馬はいつもの自信にあふれた笑えみを浮うかべた。




　それから間もなく、談話室では、ささやかな壮そう行こう会かいが行われた。

「いよいよ明日出発か～」

　椋が祝福と寂さびしさが入り混じった表情を浮かべる。

「テンテン、おみやげ、よろろん！」

「遊びに行くんじゃないからな」

　椋とは対照的にちゃっかりしている一成に、天馬が釘くぎを刺さした。

　いづみが全員に飲み物が行き渡わたったのを見て、グラスを持ち上げる。

「それじゃあ、天馬くんの撮影の成功を祈いのって乾かん杯ぱい！」

「乾杯」

「かんぱ～い！」

　幸と三角がグラスを鳴らしていると、一成が背後からごそごそと紙かみ袋ぶくろを取り出した。

「はい、テンテン」

「なんだこれ？」

　手渡された紙袋の中を、不思議そうに覗のぞき込む。

「餞せん別べつのおかゆとうどんだよん。向こうで日本食が恋こいしくなったら、これ食べるといーよ」

「意外と実用的だな……」

　海外旅行経験者ならではといったチョイスに、天馬は複雑な表情を浮かべながらもありがたく受け取る。

「オレからはこれ」

　幸が手渡したのは可か愛わいらしいメモ用紙だった。

「なんだ、これ……」

　何やらびっしりと細かい文字が並んでいる。

「向こうで色々古着と生き地じ見てきて」

「買い物リストかよ……！」

　天馬は一いつ瞬しゆん投げ返そうとするも、不ふ承しよう不ぶ承しようポケットにしまい込んだ。

「ボクと九きゆうちゃんからは……これ！」

「がんばれ、天馬さん！」

　椋と九門が手渡したのは、革のパスポートケースだった。

「……パスポートケースか。ありがとうな」

　箱を開けて確かめた天馬が微笑む。

「はい、寂しがりのてんまが寂しくないように、スペシャルさんかくクン～」

　最後に三角が取り出したのは、巨きよ大だいな三角形のぬいぐるみだった。

「誰が寂しがりだ！　しかも、なんだこの巨大なぬいぐるみは！　こんなもんスーツケースに入るか！」

　突つっ込こみながらも、天馬は突つき返かえすことはせずに傍らに抱かかえ込こむ。

「抱だっこして飛行機に乗るといいよ～」

「オレは幼よう稚ち園えん児じか！」

　すかさず天馬が突っ込んでいると、幸が思い出したように声をあげた。

「あ、忘れてた。これも」

「また買い物か？　いい加減に──」

　嫌いやそうに顔を顰しかめる天馬の目前に、幸が小さなアクセサリーのようなものをぶら下げた。

「はい」

「これ……」

　手渡されたのは手作りらしいキーホルダーだった。

「キーホルダー。今回の衣い装しようの端は切ぎれで作った」

「……野球ボールか。まあ、せっかくだから、もらっといてやる」

　きれいな丸いボールには、細かく丁てい寧ねいな縫ぬい目めがついている。

「たまには見せてよ。ポンコツじゃないとこ」

　幸がにやりと笑うと、天馬が小さく鼻を鳴らした。

「天馬がいない間に、オレたちで夏組の絆きずな深めとくから」

「な、何!?」

　仲間外れと言わんばかりの幸の言葉を聞いて、天馬がぎょっとする。

「テンテン、焦あせりすぎ～」

「てんま、やっぱり、寂しがり～」

「う、うるさい！」

　一成と三角がにこにことからかうと、天馬の耳が赤く染まった。

「大丈夫。一週間いない間に、オレたちはオレたちでちゃんと、見み違ちがえるように成長しとくし」

　幸がふと真面目な口調になる。天馬に頼ってばかりだった頃とは違う。だから任せてほしいと言外に告げる。

「……楽しみにしてる」

　天馬は幸の気持ちを受け取って、にやりと笑った。
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　世界で最も美しい通りと言われるパリのシャンゼリゼ通り──の一本隣の道を天馬が一人歩いていた。シャンゼリゼ通りに比べるとはるかに道みち幅はばは狭せまく、静かな通りだ。

　天馬は十字路で足を止めると、辺りを見回す。

「あれ？　おかしいな……シャンゼリゼ通りってここだろ？　えーと、ＡＶＥＮＵＥ……ＤＥＳ　ＣＨＡＭ……」

　慣れないフランス語の標識を読み取ろうと四苦八苦していると、後ろから日本語が聞こえてきた。

「天馬くーん、こっちですー！」

　振り返ると、タクシーの窓から、井川が手を振っていた。

　タクシーに乗り込んで、ほっと一息つく。

「待ち合わせ場所ってあの通りだよな？」

　天馬がたずねると、井川がぶんぶんと首を横に振った。

「いいえ、あそこを曲がったところがシャンゼリゼ通りです。念のため捜さがしに来て良かったです」

「紛まぎらわしい……」

　自分が方向音おん痴ちということは棚たなに上げて、天馬は肩をすくめる。

「ここからは車で現場へ移動するので、大丈夫ですよ」

　車窓を流れていくパリの街並みにちらりと目をやった後、ポケットに入れた財さい布ふを取り出す。その拍ひよう子しに、キーホルダーの野球ボールが揺ゆれた。

「もらったキーホルダー、財布につけたんですね」

　隣の井川が目を細める。

「あのぬいぐるみは持ち歩けないしな」

「さすがの天馬くんでも、緊きん張ちようしますか？」

　じっとキーホルダーを見つめる天馬に、井川がたずねる。

「……いや。あいつらからの餞別見てると、落ち着く。親父に、今回のキャスティングにオレ以上の役者なんていないって思い知らせてやる」

　天馬の表情に不安はない。井川はほっとしたように微笑んだ。

「──ふふ、楽しみですね」

「ああ」

　井川にうなずくと、天馬は再びキーホルダーに視線を落とす。

「……そっちは任せたぞ、幸」

　自分を送り出してくれた夏組メンバーに向けて、そっとつぶやいた。
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　パリから遠く離はなれた日本のＭＡＮＫＡＩ寮りようでは、今日も午後の稽古が始まろうとしていた。

　ただ、いつもと違うのはリーダーの天馬が不在ということだけだ。メンバーで話し合って、リーダーは持ち回りで担当することになった。

「じゃあ、今日はオレがリーダー役やるよ～」

　のんびりとした口調で三角が手を挙げる。

「よろしくっす！」

　九門が気合いを入れるように応えると、三角はかくんと首をかしげた。

「まずはね～……何から始めようか？」

「ん～、発声練習しとく？」

「準備運動とかどうかな」

　悩なやみ始める三角に、一成と椋が提案する。

「えっとね～、じゃあ、みんなでさんかく探す～？」

「ええ!?」

　三角が笑え顔がおで告げると、九門は目を丸くして、幸は大きくため息をついた。




　結局、その日の稽古はさんかく探しに終始して、翌日──。

『次も勝つからね』

　井上が去り、意い気き消しよう沈ちんするメンバーに幸演じる鷲わし宮みやが発破をかける。

『でも、もう井上は……』

『選手が足りない』

　九門演じる秋山と、三角演じる上原がうつむく。

『代わりに私が出る』

『えええ!?』

　鷲宮が、さっとキャッチャーマスクをかぶって九門の目の前に顔を出すと、九門がひっくり返る。

『こうなったら、しょうがないでしょ』

　身につけた防具はぶかぶかで、どう見てもギャグにしか見えない。

「……このシーンって、もっとシリアスにした方がいいのかな」

　幸は芝居を止めると、ぽつりとつぶやいた。

「うーん……」

　九門も幸の隣で首をひねる。

「でも、それだと性格がちょっと違って見えちゃうような気もする」

「軽くした方が楽しいと思う～」

　椋と三角が意見を出す中で、幸は一成の方を見た。

「リーダーはどう思う？」

「え？」

「今日のリーダーはアンタでしょ」

　幸に促うながされて、一成が口を開ける。

「あ、そうだよね。う～ん、どっちもメリット・デメリットあるし、とりま両方試ためしてみよ。それで、全体がしっくりくる方に決めたらいいと思うよん」

　一成の言葉を聞いて、幸が沈ちん黙もくする。

「あ、あれ？　ダメ？」

　焦ったように首をかしげると、幸はなんとも言えない表情を浮かべた。

「……別にいいけど、なんかすぱっと決まんないなと思っただけ」

「あ～、一部を見ての良よし悪あしはわかるんだけどさ、全体通してってなると、判断難しくてさ～」

　芝居の経験が豊富な天馬なら、見み極きわめは早く、その分試し行こう錯さく誤ごする時間を省くことができる。ただ、天馬以外のメンバーはそうはいかない。一成だけでなく、メンバー全員経験不足は否いなめなかった。

　幸は歯がゆさを感じたように、視線を落とした。




　翌日のリーダー担当は椋だった。一日の稽古メニューをなんとかこなして、まとめに入る。

「そ、それじゃあ、今日のミーティングを始めたいと思います。ええと、今日の問題点としては……色々あったと思うけど、明日からがんばろうね」

「いや、その改善案を出していくんでしょ」

　ふんわりとまとめようとする椋に、幸がすかさず突っ込む。

「あ、そ、そっか！」

「ちゃんと仕切ってよ、リーダー」

「う、うん、ごめん」

　椋はバツが悪そうにうつむいた。

　その様子を、いづみはじっと見つめていた。

　いづみも要所要所で声かけはするものの、稽古が進んでくるとメンバー間の話し合いで芝居を作っていく場面が多くなってくる。細かいところで、リーダー不在の影えい響きようが出てきていた。

（みんな、それぞれに座長や準主演の経験はあるけど、リーダーとしてまとめるっていうのはなかなか難しいみたいだな）

　その都度、的確なアドバイスや指針を出す天馬がいないと、なかなか稽古場の空気が締しまらない。芝居の面でも、天馬の技術や熱が他のメンバーを引っ張っていくことが多かった。

（改めて、天馬くんの存在感を思い知る感じだ）

　いづみは遠くでがんばっている天馬に思いをはせた。




　その夜、幸が稽古場で自主練していると、スマホの着信音が鳴った。

「……もしもし？」

『オレだ』

　表示されていた名前から相手はわかっていたが、眉をひそめる。

「……詐さ欺ぎ電話？」

『違う！　名前出てるだろ！』

　いつも通りの突っ込みが来て、幸はわずかに表情を緩ゆるめる。

「何、どうかした？」

『稽古の様子はどうかと思ってな。そっちは夜か？』

「夜の十時」

　ちらりと時計を確認して答える。

『こっちは昼の三時、ちょうど今日の撮影が終わったところだ』

「……オレたちのことより自分の方はどうなの」

『毎日しごかれてるけど、楽しい』

　電話口から聞こえてくる天馬の声は明るい。幸は自然と視線を落とした。

「……あっそ。こっちのことは心配しないで、自分の撮影に集中しなよ」

『お前らの成長も、楽しみにしてるぞ』
















「……国際電話高いでしょ。切るから」

『おい、ちょっと、待──！』

　わざと途と中ちゆうで電話を切る。幸の表情は見る間に曇った。

「ダメだ、このままじゃ……」

　切せつ羽ぱ詰つまったつぶやきが、がらんとした稽古場に響ひびく。

　幸は自主練を終えた後、中庭に足を向けた。

　火ほ照てった体に夜風が気持ちいい。けれどその表情は一向に晴れなかった。

「明日はオレがリーダーか……。あんな自信満々に送り出しといて、全然ダメじゃん」

　ベンチに座り込んで、首を垂れる。

　と、中庭の扉とびらが開いた。

「──あれ？　幸、何してんの？」

　顔を覗のぞかせたのは九門だった。

「……そっちこそ」

　こんな遅おそい時間に、と暗あんに告げると、九門はニコッと笑って持っていたものを掲かかげた。

「オレはこれ」

「バット？」

　九門の持っていた木製バットを見て、わずかに目を見開く。

「そ！　久々に素す振ぶりしに来た！」

「……なんで、こんな時間にわざわざ素振りなんて」

「なんか、色々芝居のこと考えてたら眠ねむれなくてさ。素振りしてる間は無心になれるんだよね」

「ふーん」

　幸は親近感が湧わいた様子で、静かにうなずいた。

「幸もやってみなよ。はい！」

　ぐいっとバットを幸に向かって突き出す。

「いい」

「いいから、いいから。試しにやってみなよ！」

「だから、やらないって──」

　嫌そうな顔をする幸の手に、九門がバットを握にぎらせる。

「握り方はこうで、このまま思いっきり振ってみて」

「……はぁ。人の話聞きなよ」

　幸が大きくため息をつくが、九門は一向に気にせず幸を引っ張って立たせる。

「ほらほら、早く！」

「わかったよ──！」

　幸が投げやりにバットを振ると、耳元で短い風切り音がした。

「おー！　シャープでいいスイング！」

　九門がほめると、幸が顔を顰める。

「んなことほめられても、うれしくないから」

「ちょっとそのまま振ってみなよ！　スッキリするから！」

「……もういい。疲つかれた」

　そう言って、九門にバットをつき返す。

「え～!?」

　不満そうに口をとがらせる九門を、幸がじっと見つめた。

「……芝居のことって、何考えてたの」

「え？」

「さっき、眠れなかったって言ったでしょ」

「あー、うん……なんか、オレ、進歩ないなーって思っちゃってさ。毎日の稽古で、全然うまくなってる実感が湧わかないっていうか」

　九門がぎこちなく笑いながら、頭を搔かく。

「最近、天馬さんがいないから、稽古中の雰ふん囲い気きもちょっと違うよな。このままで大丈夫かなって、不安になるっていうか、焦るっていうか……そんな感じ」

「……んなことわかってるよ」

　幸も嫌というほどわかっていた。だからこそ、入ったばかりの九門にこんな心配をさせずに、自分がなんとかしなければという思いがあった。何もできていない自分が歯がゆく苛いら立だつ。

　九門は幸の葛かつ藤とうに気づかない様子で、首をひねった。

「野球だと、バッティングとか捕ほ球きゆうとかピッチングとか、それぞれ絞しぼって練習できるけど、芝居だとそうもいかないし。なんか一個だけでもうまくなって、天馬さん驚おどろかせてーんだけどなー」

「一個だけ……」

　幸がはっとする。

「そっか。一個だけでいいんだ。見違えるように変わらないとって、気負いすぎてた」

　不意に表情が明るくなった幸を見て、九門が不思議そうに首をかしげる。

「素振り役に立ったかも」

「マジ!?　やっぱりな！」

　幸がにやりと笑うと、九門が満面の笑みを浮かべた。




　翌朝、幸は稽古前にメンバーを集めた。

「稽古始める前に、ちょっといい？」

「どうかしたの？」

「何、何～？」

　一成や三角が幸に歩み寄る。

　幸は真剣な表情で、メンバーたちの顔を見回した。

「あのポンコツが日本に戻ってくるまで、あと四日。今のところ、オレたちの芝居で良くなったところなんて、一つもないと思う。アイツが帰ってきても、行く前と同じ演技しかできない。それって悔くやしくない？」

　幸が静かに問いかけると、九門も椋も視線を落とす。

「オレ、天馬さんに稽古がんばるって言ったのに……」

「ボクも、大丈夫だよって言って送り出したのに……」

　それぞれに、成長していないという自覚はあったのだろう。見る間に落ち込んでいく。

「ん～、てんまに『やっぱり、オレがいないとダメだな！』って言われるかも～」

「すみー、似てる！」

　三角の見事な声真ま似ねを、一成が絶賛する。

　幸はメンバーたちの反応を確認すると、先を続けた。

「それぞれ天馬に稽古で指し摘てきされたところはどこか。四日間、そこだけ集中稽古しよう。アイツに見違えるようになっとくって宣言したから、芝しば居い全部を良くしなきゃって気負ってたけど……。よく考えたらアイツなしでそこまで変えることなんて絶対無理だよね」

　そう言いきる幸の表情はすっきりしていた。

「アイツが欠けた状態で、夏組の芝居は成り立たないし……。芝居へのイチャモンが細かすぎるアイツがいないと、もっと良くしていくことなんてできない。だから、全部を良くするのは諦めて、何か一つだけ目標達成するようにがんばろう。それで、あのポンコツ役者を驚かせる」

　サプライズパーティーの相談でもするかのような幸の言葉に、一成や九門がすぐさま反応した。

「いいと思うよん！」

「うん！　オレ、がんばる！」

　椋と三角の表情にもやる気が満ちてくる。

「一つだけなら……ボクもなんとかできると思う！」

「がんばろ～！」

「監督も注意して見ててくれない？」

「もちろん！」

　幸に声をかけられて、いづみは一も二もなくうなずいた。

（自分たちでちゃんと自主的に短期の目標を立てて、がんばろうとしてる……今までになかった変化だ。私も一いつ生しよう懸けん命めいサポートしよう！）

　いづみは幸の声かけで、メンバーの雰囲気が一変したのを感じていた。
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　パリの街角で映画の撮影が行われていた。助じよ監かん督とくの男が慌ただしく動き回り、準備をしていた天馬と、天馬の父である皇すめらぎ壱いつ星せいに声をかける。

「本番お願いします！」

　天馬と壱星の顔が引ひき締しまった。

「……足引っ張るなよ」

　壱星がにやりと笑うと、天馬も笑い返した。その表情は親子だけあって、よく似ている。

「……そっちこそ。オレに食われないようにな」

「いい度胸だ。実力の差を見せてやるよ」

「よーい、アクション！」

　白澤監督の声と同時に、カチンコの音が高らかに響いた。
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　パリに出発してから十日後、ほんの少し日焼けした顔で天てん馬まが帰ってきた。

「ただいま」

　連れん絡らくを受けて待ち構えていた夏なつ組ぐみメンバーが迎むかえる。

「てんま、おかえり～！」

「テンテン、おつピコ～！」

　三み角すみと一かず成なりが、天馬の荷物を受け取った。

「おかえり！」

「天馬さん、おつかれ！」

　椋むくと九く門もんも久しぶりの再会に笑え顔がおを浮うかべる。

「どうだった？」

「映画の封ふう切きりを楽しみにしてろ」

　幸ゆきの問いかけに、天馬は自信にあふれた表情で答えた。

（天馬くん、いい表情してる。きっと今度は納なつ得とくいく演技ができたんだ……！）

　いづみも自然と顔をほころばせた。

　天馬は帰宅後、午後からさっそく稽けい古こに戻もどることになった。

「帰国早々で疲つかれてると思うから、今日は早めに終わらせよう」

　いづみが気き遣づかうも、天馬は頭を振ふる。

「問題ない。遅おくれてる分を取り戻さないといけないからな。まあ、お前らがどれくらい進んだか、にもよるが」

　天馬の言葉を聞いて、びくりと九門の肩かたが跳はねる。

「え、ええと、それは……」

　椋もおどおどと視線をさまよわせた。

「ひとまず、通してみようか！」

　どんよりと沈しずみ込こみそうになる稽古場の空気を変えるように、いづみが明るく声をかけて、通し稽古が始まった。

　舞ぶ台たいは過去を回想する秋山のモノローグから始まる。

『九回裏、ツーアウト満まん塁るい、あと一つストライクを取ればリーグ優勝』

『その場面でピッチャーを任されたオレは、その時……トイレに駆かけ込んでいた』

　便器のセットに腰こし掛かけた状態で、苦く悶もんの表情を浮かべる九門。

　間もなく場面は現在へと切きり替かわる。

『頼たのむよ！　このままだと野球部がなくなるんだ！』

　主演の九門を始め、他の夏組メンバーも変化はわずかだったが、確実に変わっていた。

（うん、この四日間集中的に稽古した成果が出てる。それぞれに課題を克こく服ふくしてる）

　いづみは五人の成長を見て取って、口元を緩ゆるめた。

　天馬も通し稽古を終えるなり、にやりと笑う。

「……お前ら、やるじゃん」

　お世辞なしの賛辞だ。緊きん張ちようした面おも持もちで天馬の反応を待っていた椋と九門が、ぴょんと飛び上がる。

「やった！」

「っし」

「すごいでしょ～！」

「オレら、がんばっちゃったからね！」

　三角と一成が誇ほこらしげに胸を張れば、幸も顎あごを上げて鼻を鳴らす。

「……ふふん」

「この調子で弱点を潰つぶしていければ、公演までには間に合いそうだな」

　天馬が満足げにうなずく。

「そうだね……あとは、舞ぶ台たい慣れしてない九門くんに人前で演技することに慣れてもらおうか」

　いづみの提案で、ピンと来たように天馬が視線を窓の外に移す。

「ってことは……」

「アレやるの？」

「アレだよね？」

　幸がわずかに嫌そうな顔をすれば、一成はワクワクした表情を浮かべる。

「アレ？」

　なんのことか、まったく見当のつかない九門が一人首をかしげた。




　それから三十分後、いづみと夏組メンバーは球場近くの広場にいた。

「ストリートＡＣＴっていうから、いつものビロードウェイでやるのかと思った」

　幸が意外そうにつぶやくと、いづみがにっこり笑う。

「野球をテーマにしたストリートＡＣＴをするなら、こっちの方が注目を集められるかなと思って」

　広場には出店も出ていて、ナイターの時間を待っているらしい野球帽ぼうをかぶった人々が多くいた。

「うううう、オレ、こんな人前でお芝居なんてできるのかな……」

　九門がガクガクと足を震ふるわせると、天馬が背中を叩たたいた。

「何言ってんだ。本番はもっと大人数の前でやるんだぞ」

「主演でしょ。しっかりしなよ」

　反対側から幸が九門の背中を叩く。

「うう……」

　九門が衝しよう撃げきでよろめくと、三角と一成がエールを送る。

「がんばれ～、くもん！」

「ちょっとずつ慣れていけばいいよん」

「が、がんばる！」

　ぐっと拳こぶしを握にぎり締しめる九門を、椋が心配そうに見つめた。

「……九きゆうちゃん、大だい丈じよう夫ぶ？」

「う、うん……！」

　九門がうなずくのを見て、天馬が前に進み出た。

「よし、始めるぞ」

　直後、天馬が笛を吹ふくような仕草をした。

『全員集合！　ランニング始めるぞー』

　天馬の声かけで、さっとメンバーが動きだす。天馬を先頭に三角、一成と列を作り走りだす。

『１、２、１２３４！』

『１、２、１２３４！』

　大きな声につられて、視線が集まり始める。

「何、何？」

「ストリートＡＣＴじゃん？」

「こんなところでやってるんだ」

「面おも白しろそう！」

　物もの珍めずらしそうに、人々が足を止める。

（うん、お客さんの感かん触しよくもいい感じ！）

　天馬をキャプテンとした野球部のストリートＡＣＴはそれから、ランニング、素す振ぶりと続く。

『もっとやる気出せ！　俺おれたちは、甲こう子し園えん目指して──』

　と、そこで九門が苦しげにうずくまった。

『おい？』

　天馬が心配そうに顔を覗のぞき込むと、九門ははっとしたように視線をさまよわせる。

「あ──」

　完全に芝居を忘れた表情だった。

『熱ねつ中ちゆう症しようか。その辺で座すわって休んでろ』

　天馬がうまく間をつなぎ、日ひ影かげを指さす。

『……う、うん』

　九門はぎこちなくうなずくと、その場を離はなれた。

「……はぁ」

　がっくりとうつむいてため息をつく九門に、いづみが駆かけ寄よる。

「九門くん、大丈夫？」

「すみません……」

「ううん、最初だからしょうがないよ。今日は早めに切り上げよう」

　いづみは、申し訳なさそうな九門を励はげますように告げた。

　間もなく、ストリートＡＣＴを終えた天馬たちに拍はく手しゆが送られる。

「ＭＡＮＫＡＩカンパニー夏組第四回公演『初はつ恋こい甲子園』よろしくお願いします！」

「よろしく～！」

　天馬が頭を下げると、一成がすかさず笑顔でフライヤーを配る。

「面白かった～！」

「公演、観に行くよ！」

　観客たちがフライヤーを受け取って、去っていく。その様子を、九門はどこかぼんやりとした表情で見つめていた。

「おい、大丈夫か？」

「あ、う、うん……」

　天馬に声をかけられて、九門がおどおどとうなずく。

「体調悪いの？」

「ううん、なんか緊張しちゃって……みんな、ごめん……」

　幸の問いかけに首を横に振るも、九門の顔色はさえない。

「緊張するのはしょうがないって～。みんな、最初はそんなもんだし」

「大丈夫、大丈夫～！」

　励ますように一成と三角が九門の肩を叩くも、九門は顔をうつむかせた。

「……やっぱり、オレ……」

　小さなつぶやきが地面に落ちる。

「九ちゃん……」

　椋が心配そうに九門を呼ぶが、九門は何も応えなかった。

「とりあえず、今日はこの辺で撤てつ収しゆうしよう」

「ういうい！」

　いづみの声かけに、一成が明るく応える。

　帰き途とについても、九門の表情は晴れないままだった。

（九門くん、落ち込んでるな……場慣れすることで少しずつ緊張は和やわらいでくと思うけど……）

「九門、本当に大丈夫なのか？」

「調子悪いんじゃない？」

　天馬に続いて、一成も心配そうに九門の様子をうかがう。

「九ちゃん、熱は──」

　椋が気づかわしげに九門の額に手を伸のばすと、九門は両手を振って、それを避よけた。

「だ、大丈夫だって！　あ、そうだ！　オ、オレ、ちょっと寄るところあるから！」

　そう言って、踵きびすを返す。

「あ、九門くん──」

　いづみが止める間もなく、九門の姿が遠ざかっていった。




　広場に背を向けて、しばらく走ると球場の裏手にたどり着く。

「はぁ、はぁ、はぁ……」

　九門は苦しげな呼吸を繰くり返かえし、足を止めた。

「やばい、やっぱ、熱上がってるかも……」

　手のひらで目元を覆おおいながら、その場にうずくまる。

　九門の脳のう裏りに、かつての仲間たちの声がよみがえってきた。
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「また、あいつ休み？」

「っていうか、試合の時いっつも熱出して休むよな。絶対仮け病びようだろ」

「試合出ないなら、野球なんてやめればいいのに」

「なー」

　部員たちの嘲ちよう笑しようが部室から聞こえてきて、たまらずに逃げ出した。

「検査の結果は問題ありませんね。おそらく精神的な問題でしょう。こちらでは、なんとも……」

　病院にはいくつもかかった。色々検査をしても原因は不明で、なかなか病名ははっきりしなかった。

「発熱は強いストレスによる自律神経の乱れが原因かもしれません。ストレスの元を取り除くことが、一番の薬です。一度部活を休まれてはどうですか？」

　本当は野球を続けたかった。でも、チームメイトの目が気になり、部活にもいづらくなって、結局休部届を出した。

「お前は精神的に弱すぎるんだよ。そんなことじゃ、この先やっていけないぞ。なんでもかんでも逃げてばっかりでどうする。もっとメンタルを鍛きたえろ」

　顧こ問もんの先生の言葉が、胸に突つき刺ささる。

「はぁ。お前には期待していたんだけどな」

　何も答えられず、ただ頭を下げて、部室を飛び出した。
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　過去の出来事が思い起こされて、胸が苦しくなる。九門はぎゅっと胸むな元もとを摑つかんで目を閉じた。

　やっぱり自分はまたダメなのだろうか。自分が弱いから、また同じことになるのだろうか。そんな思いにとらわれる。

　どうして、自分だけダメなのか。みんなができることが、どうして自分だけできないのか。どうして自分はこんなに弱いのだろう。無力感と絶望感に苛さいなまれて、目の前が真っ暗になる。

　九門はしばらくの間、そこから一歩も動けなかった。

「……おい」

　不意に呼びかけられて、顔を上げる。

　と、そこに立っていたのは、かつてのチームメイトである山やま口ぐちだった。

「あ……」

「顔貸せよ」

　山口はそう言って、顎をしゃくった。

　のろのろと立ち上がり、無言のまま山口について歩く。

　しばらくすると、人ひと気けのない路地裏についた。そこでようやく、山口が足を止める。

　よく日に焼けた山口は、一いつ緒しよに野球をしていた頃ころよりもさらにがっしりして見えた。

「さっき、野球の芝居だかなんだかしてたよな、お前……」

「あ、うん……今、オレ、劇団に入ってて──」

　九門がぎこちなく答えると、山口が途と中ちゆうで遮さえぎった。

「ふざけんなよ──何が劇団だ。何が芝居だよ。『甲子園目指す』だ？　真しん剣けんに野球して、甲子園目指してる俺らのこと、おちょくってんのか！」

　山口の目には怒いかりと、傷ついたような色が浮かんでいた。

　それに気づいた九門がはっとして口をつぐむ。

「なんとか言えよ！」

　山口が苛いら立だったように近くの壁かべを叩き、びくりと九門が肩を震わせる。

「テメー、何してんだ」

　不意に莇あざみの声がしたかと思うと、山口の腕うでがひねり上げられた。

「──痛っ」

「莇ダメ!!　こいつ、野球やってるから、腕は──!!」

　九門が慌あわてて止める。

「先に手出したのはあっちだろ」

　莇が淡たん々たんと告げると、九門が莇の手を摑んだ。

「でも、ダメだ！」

　必死に言いい募つのると、莇が舌打ちをしながら山口を解放する。

「部活辞やめて、劇団入って、今度は不良とつるんでんのかよ……！」

　山口が悔くやし気につぶやくと、莇が冷静に言い返す。

「……どっちが不良だ」

　山口はバツが悪そうな表情で踵を返すと、足早に去っていった。

「……逃げたか」

「……莇、ありがとう」

　バカにしたように鼻を鳴らす莇に、九門が頭を下げる。

「何、絡からまれてんだよ。オメー、物ぶつ騒そうな顔のアニキいんじゃねーか。あの人に助けてもらえば、一いつ瞬しゆんだろ」

「……兄ちゃんにカッコ悪いとこ、見られたくない」

　九門がぽつりとつぶやくと、莇は小さくため息をついた。

「……ま、そういう相手もいるわな」

　すんなりと納得されて、九門が意外そうに莇を見つめる。

「莇もいるのか？　カッコ悪いとこ見られたくない相手」

「……さぁな」

　莇は肩をすくめてごまかすと、顎をしゃくった。

「……寮りよう、帰るんだろ。置いてくぞ。また絡まれても知らないからな」

「あ、待って──！」

　さっさと歩きだす莇を、慌てて九門が追いかける。

　ビロードウェイに着く頃には、すっかり日が暮れていた。ソワレの時間を待つ人々で、通りは賑にぎわっている。そんな中を莇と九門は無言で歩いていた。

　やがて、ぽつりぽつりと九門が語り始める。

「……オレさ、子供の頃から、兄ちゃんにはいっぱい助けてもらったんだ。兄ちゃんは自分のことより、オレのことばっかり優先してさ……いつもオレの心配してた」

「……あんな顔してんのにな」

　歩いているだけでケンカを売っているのと間ま違ちがわれる十じゆう座ざの顔は、基本的に普ふ通つうにしていても怒おこっているように見える。莇が思わず告げると、九門がぶんぶんと首を横に振った。

「兄ちゃん、すげー優やさしいんだよ。だから、もう心配いらないって、オレはもう大丈夫だって、今度の舞台をやり遂とげて証明したいんだ」

「……あっそ」

　莇が興味なさそうに相あい槌づちを打つ。

「……絶対にやり遂げなくちゃ。絶対に……」

　九門は思い詰めた表情で、自らの拳を握り締めた。




「ただいまー」

　莇と共に九門が寮に帰り着くと、椋がぱたぱたと玄げん関かんに駆かけてきた。

「あ、九ちゃん！　良かった！　今、探しに行こうかと思ってたんだ。なかなか、帰ってこないから心配してたんだよ」

「あー、ごめんごめん！」

　九門が笑いながら、頭を搔かく。

「九ちゃん、具合は──」

　心配そうな椋に、九門はぶんぶんと腕を振ってみせた。

「大丈夫、大丈夫！　──あ、オレ、シャワー浴びてくる！」

「九ちゃん──」

　逃げるように去ってしまう九門の背中を、椋が不安そうに見送る。

　莇は無言のまま、その横をすり抜ぬけた。

「莇くん、九ちゃんと一緒だったんだね」

「……野球のユニフォーム着た奴やつに絡まれてた。知り合いだったみたいだけど」

「え、本当!?」

　椋が驚おどろいたように目を見開く。

「もしかして、莇くんが助けてくれたの？　ありがとう」

「……あいつ、能天気そうに見えっけど、なんか無茶苦茶思い詰つめてるぞ」

　莇がさっきの様子を思い返すようにそう告げると、椋がはっとした表情を浮うかべた。

「九ちゃん……」

　九門が消えた方向を見つめる椋の顔が、見る間まに曇くもった。




　夕食後、いづみは談話室のソファで稽古の計画を立てていた。公演が近づいてくると、稽古も大おお詰づめとなり、一日も無む駄だにはできない。

（えーと、明日の稽古の準備は……）

　スケジュール帳とにらめっこしていると、不意に椋に声をかけられた。

「カントクさん」

「ん？」

「あの、千せん秋しゆう楽らくの招待チケットってまだ余ってますか？」

「うん、まだ大丈夫だと思う。誰だれか追加で誘さそいたい人がいるの？」

　いづみがたずねると、椋はわずかに首をかしげた。

「来てくれないかもしれないんですけど……でも、ボクは舞台上の姿を見てもらうことで、救われたから」

（誰か、大事な人に渡したいのかな……）

　椋の真剣な表情を見て、何かを感じ取る。

「ちょっと待っててね」

　いづみは椋を待たせて自室に戻ると、チケットを取ってきた。

「──はい。来てくれるといいね」

「ありがとうございます」

　頭を下げる椋に、いづみはうまくいくように祈いのりながら微ほほ笑えんだ。
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　その日は、朝からＭＡＮＫＡＩ劇場で通し稽げい古こが行われた。衣い装しようを着て、本番さながらの状態で最後まで通す。

『次も勝つからね』

　幸ゆき演じる鷲わし宮みやが、秋あき山やまたちに発はつ破ぱをかける。

『でも、もう井いの上うえは……』

『選手が足りない』

『代わりに私が出る』

『えええ!?』

　どすこいと言わんばかりに幸がキャッチャーの真ま似ねをすると、九く門もんが腰こしを抜ぬかす。この場面は結局コミカル仕様でまとめられていた。

『こうなったら、しょうがないでしょ』

『無理無理無理無理！』

『ばれたら失格だよ!?』

　一かず成なり演じる榎えの本もとと椋むく演じる大おお野のも悲鳴をあげる。

（いよいよ今週末は公演初日……みんな、順調に仕上がってきていい感じだ）

　いづみはテンポのいい芝しば居いを見つめながら、満足げにうなずいた。

『だったら諦あきらめるの？　甲こう子し園えん行くんじゃなかったの？』

　幸の問いかけに、九門が一いつ瞬しゆん黙だまる。

『……ごめん。頼たのむよ、鷲宮さん』

　そう頭を下げると、幸がキャッチャーマスクを持ち上げてにやりと笑った。

『死ぬ気で投げないと承知しないからね』

『うん』

　九門がうなずいた。その顔には疲つかれが見みえ隠かくれする。

　それを見て取ったいづみの表情がわずかに曇くもった。

（ただ、通し稽古をすると、九門くんが後半息が上がってくるのが心配だな。汗あせもかなりかいてるみたいだし……この前の野球の試合を見てると、体力がないわけじゃないと思うんだけど……どこか、お芝居で無理がかかってるなら、早めに調整しないとな）

　いづみがそう考えていた時、九門の体が大きくふらついた。

　倒たおれはしなかったものの、その場にうずくまる。

「九きゆうちゃん！」

「大だい丈じよう夫ぶ!?」

　椋といづみが慌あわてて九門に駆かけ寄よる。

「はぁ、はぁ、すみません……」

　息が上がったまま、九門はよろよろと立ち上がった。

「えっと、次のセリフは──」

「無理しないで休んでて。今日はここまでにしよう」

　いづみがそう声をかけるも、九門は頑かたくなに首を横に振ふる。

「まだ、やれます──！」

　息巻く九門の肩かたを、天てん馬まが軽く叩たたいた。

「本番までコンディションを整えるのも役者の仕事だ。今日はゆっくり休みをとれ。いいな」

「そういうこと。素す直なおに休みな」

　幸も天馬に続く。

「ムリしない、ムリしな～い」

「そそ。休むのも大事だよん」

　三み角すみと一成が微ほほ笑えむと、九門はようやく肩の力を抜いた。

「……わかった」

　大人しくうなずく九門の表情は、どこか悲しげだった。




　自室に戻もどって、ベッドにもぐり込んだ九門の顔を、椋が覗のぞき込む。

「はい、体温計──」

　ピッという音と共に起動した体温計を、九門に手て渡わたす。

「熱があったら、ちゃんと言うんだよ」

　小さな子供に言って聞かせるような口調で椋が告げると、九門が眉まゆを下げて笑う。

「わかってるって。もう大丈夫だから」

「うん……じゃあ、何かあったら呼んでね」

　椋は名残なごり惜おしそうな表情で言い残すと、部屋を出ていった。

　しばらくして、体温計の測定終しゆう了りようを知らせる電子音が響ひびく。表示された数字を確かく認にんした九門の表情が固まった。

「どうだった～？」

　三角が顔を覗かせると、素す早ばやく体温計を終了させる。

「熱はなかったみたい！」

　ぎこちなく笑って九門が答えると、三角はぐいっと顔を近づけた。

「──おでこ、ごちーん」

「──って」

　頭ず突つきのような勢いで、おでこをぶつけられて、九門が眉をひそめる。

「ウソはダメ。おでこ、熱いもん」

　三角は間近にある九門の目をまっすぐに見つめながら、そう告げた。

　九門の顔がくしゃっと泣きそうにゆがむ。

「……すみーさん、お願い。みんなには言わないで……」

　震ふるえる声で懇こん願がんすると、三角がすんなりうなずく。

「……わかった。今はみんなには言わない」

「……良かった」

　九門は心底ほっとしたように息をついた。

「でも、むくは呼んでくる」

　そう告げる三角を、とっさに九門が止めようとすると、三角は静かに続けた。

「むくと約束、したでしょ？」

「……うん」

　いつもとは違ちがう大人っぽい表情で、嚙かんで含ふくめるような口調だった。九門も大人しくうなずく。

　それから間もなく、心配そうな顔の椋がやってきた。

「九ちゃん……やっぱり、熱が出てたんだね。もっと早く言ってくれたら良かったのに……」

「大丈夫だよ。いつものことだし、ちょっとだけだから」

　そう微笑んで見せるも、椋の表情は晴れない。

「熱のこと、カントクや十じゆうちゃんにも話そう」

「やだ……！」

　九門が怯おびえた様子で首を横に振る。

「でも、このままじゃ……」

「……オレ、また迷めい惑わく、かけちゃうかな」

　泣きそうな表情で、九門がうつむいた。

「九ちゃん……」

　こみ上げるものを堪こらえるように、ぐっと拳こぶしを握にぎり締しめる。

「今度も、またダメなのかなぁ……オレに何かをやり遂とげることは、できないのかな……。なんで、オレだけ……どうしてこんなに弱いんだろう。もっとがんばりたいのに、どうして……っ」

　九門の目に見る間に涙なみだが溜たまる。

「オレもみんなと、お芝居したいのに……舞ぶ台たいに立ちたいのに……オレ、もっと、強くなりたい……っ」

「九ちゃん──」

　椋が痛ましそうに九門を見つめる。

「大丈夫だよ。今度は絶対に大丈夫……ボクが絶対九ちゃんを助けるから」

　そう言いながら、優やさしく九門の頭を撫なでた。

「むくの言う通り～。くもんはがんばってる。ゴッドさんかくクンも見てる。だから、大丈夫！」

　三角も笑顔でゴッドさんかくクンのぬいぐるみを振って見せると、九門の表情がわずかに和やわらいだ。

「……ふたりとも……ありがとう」

　静かに瞼まぶたを閉じる。

　間もなく、九門の口から寝ね息いきが漏もれ始めた。

「……九ちゃん、寝ねちゃったの？」

「このまま寝かせてあげよ～」

　問いかける椋を、そっと三角が口元に指を当てて止める。

「そうですね……」

　椋はうなずくと、じっと九門の顔を見つめた。熱があるせいで頰ほおは赤く、うっすらと額に汗がにじんでいる。

「……むく、くもんのこと、てんまとカントクさんに言わないとダメだよ」

　真しん剣けんな表情で三角が告げると、椋がしっかりとうなずいた。

「でも、その前に、一番に伝えないといけない人がいるんです。九ちゃんのこと、任せていいですか？」

「うん。任せて～」

　三角が笑顔で請うけ負おうと、椋は部屋を出ていった。

　廊ろう下かに出て一階に下りると、ちょうど十じゆう座ざの姿が見えた。

「──十ちゃん」

　駆け寄ってくる椋を見て、十座が不ふ思し議ぎそうな顔をする。

「ちょっといいかな」

　椋の口調から何かを感じ取った十座の表情が、硬かたくなる。

「……九門のことか」

「……うん」

「アイツ、やっぱり……」

　声は途と中ちゆうで消えて、十座の眉がひそめられる。

「俺おれのせいだ。俺がちゃんとアイツの入団を止めていれば──」

　ぐっと、拳を握り締める十座を、椋が慌てて止めた。

「そんなことないよ。今度は、ボクがそばにいる。十ちゃんもいる。夏組のみんなも全力で九ちゃんを助ける。絶対、今までと同じにはならない」

　椋が強い口調で言いきると、十座がわずかに目を見開く。

「カントクさんと天馬くんに、九ちゃんのこと話しに行こう」

「……そうだな」




　その頃ころ、談話室ではソファに座ったいづみが心配げに、廊下の方を見つめていた。

「九門くん、大丈夫かな……」

　向かい側に座っていた天馬が、いづみにつられるようにして、廊下へと視線を向ける。

「最近、後半かなりバテてるからな」

「天馬くんも気づいてたんだね。稽古の疲れと主演の気負いが体に来ちゃってるのかな……」

　いづみが視線を落とすと、天馬も考え込むようにうなずいた。

「ゲネまで日がない。今はできる限りアイツの体を休めて、リラックスさせるしかないな」

「そうだね……」

　自然と重たい沈ちん黙もくが落ちた時、談話室のドアが開いた。

「カントクさん、天馬くん──」

　入ってきた椋と十座を見て、いづみが、あ、と声をあげる。

「椋くん、九門くんの調子どうだった？」

「そのことで話がある」

　真剣な表情の十座を見て、いづみが首をかしげた。

　二人の口から語られたのは、九門の発熱は今回が初めてでなく、今まで何度も繰くり返かえしてきたという話だった。

「……プレッシャーによる発熱？」

　天馬が聞き返すと、十座がうなずく。

「ああ。一番最初に症しよう状じようが出たのは、アイツが小学生の時だ。リトルリーグの試合で、初めてスタメンに選ばれたアイツは、当日熱を出して試合に出ることができなかった。それがきっかけで、野球の試合の時は毎回必ず熱を出すようになった。元々めったに風か邪ぜもひかないような奴やつだったから、試合の時以外は健康そのもので、練習は一度も休んだことがない。練習がない日だって自主練するくらいなのに、試合の時だけ必ず熱が出る」

　ソファに座った十座は、自らの膝ひざの上に置いた拳をぎゅっと握り締めた。

「最初は野球の試合だけだったが、徐じよ々じよにそれ以外でも症状が出るようになった。何かリーダーや班長、実行委員みたいな責任ある立場になると、学校行事でも熱が出る」

「それも、全部プレッシャーが原因で……？」

　いづみが問いかけると、十座は短く肯こう定ていした。

「病気じゃないから、毎回翌日にはケロッと治っちまう。回数を重ねるたびに、高熱より休んだ罪悪感で辛つらそうだった。極きわめつけは中学最後の野球部の試合だ。エースピッチャーとしてチームを背負う大事な立場で、試合前日に高熱を出して、チームは初戦敗退……」

　過去の九門の様子を思い出したのか、十座の顔がわずかにゆがむ。

「チームメイトに合わせる顔がないって、かなり落ち込んでた。アイツが高校の野球部やめたのも、同じ理由だと思う」

　椋も沈ちん痛つうな面おも持もちで口を開いた。

「……この前、九ちゃんから、その話聞いたんだ。どうしても甲子園に行くのが夢だったから、ダメかもしれないと思いながら、また高校で野球部に入ったんだって。高校一年の時は、何も起こらなかったらしいんだ。二年の先せん輩ぱいにエースピッチャーがいて、部活が楽しかったって言ってた。でも、次期エースとして期待されながら高二になって、練習試合で初めての登板になった時、また……」

「そうだったんだ……」

　今度こそ、と期待した瞬しゆん間かんに打ちのめされる、九門が感じた絶望は想像に難かたくない。

「……アイツの発熱は心因性のものらしい。またダメかもしれないと思うと、心に負担がかかる。回数を重ねれば重ねるほど、その責任が重ければ重いほど、アイツの心の重荷がどんどん増えちまう」

「九ちゃんは、自分の症状が悪化してることに気づいて、すぐに部活をやめたって……。チームメイトに何も言わなかったせいで、みんなは未いまだに九ちゃんのことを怒おこってるって言ってた。特に、当時バッテリーを組んでたキャッチャーの子からは、辛く当たられたりしたみたい」

　椋が視線を床ゆかに落とすと、いづみも自然とうつむく。

「……なんだか、今回の脚きやく本ほんの筋に似てるね」

「似てるっていうか、そっくりだろ」

　天馬がいぶかしげな表情を浮うかべると、十座が声をあげた。

「俺が綴つづるさんに頼んだんだ」

「え？」

　いづみが意外に思って聞き返すと、十座は廊下の方を見やった。

「アイツがあんな風になったのは野球が原因だから、舞台の上で克こく服ふくさせたかった。きっと、一度でもやり遂げれば、アイツは変われる。過去を乗り越えられると思った。だから……」

　十座はそこで言葉を切ると、深々と頭を下げた。

「個人的なわがままで、勝手なことしてすまねえ」

「……ううん、いいよ。だから、入団の時、あんなに反対したんだね」

　いづみは手を振ると、十座の頭を上げさせた。

「プレッシャーか……」

　天馬が納なつ得とくしたようにぽつりとつぶやく。

「アイツが気負って熱を出すのは、どうしてもいい結果を出したいと強く願いすぎるからだろうな。……オレにも覚えがある」

　天馬の声はしみじみとした同情の念にあふれていた。

（天馬くんも、昔のトラウマで、舞台に上がると本来の力が出せなかった……九門くんの気持ちがよくわかるのかもしれない）

　そもそも天馬がＭＡＮＫＡＩカンパニーに入団したのは、そのトラウマを克服するためだった。旗はた揚あげ公演では夏なつ組ぐみメンバーに支えられ、見事に乗り越えることができたのだ。

「十座さんが謝あやまる必要なんてない。アイツが公演をやり遂げるためには必要なことだろう」

　天馬が力強く言いきると、十座がわずかに表情を緩ゆるめた。

「……そう言ってもらえると、ありがてぇ」

「でも、熱のことは言ってくれても良かったんじゃないのか」

「……黙ってたのは、お前らが気を遣つかうと思ったからだ。アイツは、熱のせいで学校でも病弱なタイプだと思われて、いつも気を遣われてた。それも本人にとっては重荷になる。だから、お前らにはまっさらな気持ちで、遠えん慮りよなく九門と向き合ってほしかった」

「……そう」

　苦しむ九門の姿を、誰だれよりも近くで見てきた十座ならではの思いやりが伝わってくる。いづみはとても十座を責める気にはなれなかった。

「結果としてはだますことになって、すまねぇ」

　再び頭を下げる十座に、天馬が首を横に振る。

「アンタが家族として九門のことを大切にしたい気持ちはよくわかる。でも、オレたち夏組にとっても、九門はもう大切な仲間で家族だ。謝られる筋合いはない」

　天馬の言葉を聞いて、十座は一瞬虚きよをつかれたような表情になった後、わずかに微笑んだ。

「……そうか」

　すぐに表情を引ひき締しめると、でも、と続ける。

「兄として、責任は果たさせてくれ」

「責任？」

　いづみが問いかけると、十座が真剣な表情でうなずいた。

「もし、公演期間中、九門が舞台に立てなくなった時は、代役として立てるよう、セリフを頭に入れてある。アイツの代わりは、俺がしっかり務めてみせる」

　十座の言葉を聞いた椋がはっとした表情を浮かべた。

「十ちゃん、そのために台本のコピーを……？」

「ああ」

「……たしかに、万が一のことを考えて、代役を立てる必要はあるね」

　九門自身はなんとしてでも舞台に立ちたいだろうし、いづみとしても九門の気持ちを一番に考えてやりたい。けれど、現実問題として、熱が出た九門に無理はさせられない。

　責任者として、最悪のケースに備えて動かなければならない。舞台に穴を開けるわけにはいかないのだ。

　いづみが思わず考え込んだ時、横から万ばん里りが口を挟んできた。

「おいおい、こいつが夏組主演の代役？」

　話を聞いていたのか、あきれたように十座に向かって顎あごをしゃくる。

「テメーがコメディなんて無理に決まってんだろ」

「なんだ、テメー、いきなり……」

　十座が眉まゆ根ねを寄せると、万里が軽く鼻で笑った。

「夜中に部屋でボソボソ言ってりゃ、誰でも気が付くんだよ。最初は兄貴面づらして弟に稽古でもつける気かと思ってたが、そういうことか」

「うるせぇ、引っ込んでろ。お前には関係ねぇ」

　ドスの利きいた声で十座が凄すごむが、万里は一向に退ひかなかった。

「それで、舞台台無しにしたら、兄貴の面めん目ぼく丸つぶれ、夏組の奴らからもフルボッコだぞ。主に幸から」

「ああ……」

「そ、それは……」

　天馬といづみから同時に呻うめくような声が漏もれる。舞台を、そして夏組を大切に思っているが故ゆえの辛しん辣らつな毒どく舌ぜつが冴さえわたる様子が、目に浮かんだ。

「稽古はしてる。ちゃんと代役は務めてみせる」

　実力不足を実感しているのか、十座が歯は嚙がみしながら低く告げる。

「不器用ヤローには無理だ」

「何？」

　思わず十座が腰を浮かせかけた時、万里が先を続けた。

「だが、俺ならできる」

「え？」

「って、今から覚えるつもりか!?」

　いづみが目を丸くすると、天馬も驚おどろいたように声をあげる。

「よゆー、よゆー。ただ、テンポ感とかは後で一回合わせようぜ」

　万里はなんてことないようにうなずいた。

「たしかに、万里くんなら、この短期間でもなんとかできるかもしれないけど……」

　万里の器用さを知るいづみには、万里の言葉がはったりとは思えなかった。

「……摂せつ津つ」

　十座が睨にらむような目つきで万里を見み据すえる。

「……あぁ？　あんだよ。あくまで兄貴の俺がやるって言い張るつもりか？」

　面めん倒どうくさそうな表情を浮かべる万里に向かって、十座が頭を下げた。

「恩に着る」

　その瞬間、万里はぽかんと口を開けた。万里にしては、珍めずらしい表情だった。それほど意外だったということだろう。今まで十座が万里にここまで素直に礼を言うようなことは、数えるほどしかなかった。

「十座さんが万里さんに礼を言うとは……」

「初めて見た……！」

　天馬も椋も驚いた様子で声を漏らす。

「珍しいね。これでちょっとは、二人の仲も良く──」

　いづみが表情を和やわらげた時、頭を上げた十座が口を開いた。

「ただ、ワンレンの球児はねぇだろ。実家からバリカン持ってきてやる」

　ごくごく真面目な口調で告げると、万里が目を吊つり上あげる。

「ふざけんな、兵ひよう頭どうてめぇ！　まずはテメーの頭刈かってやる！」

「俺は出ねぇから必要ねぇ」

　冷静に返す態度が火に油を注ぐ。

「そういう問題じゃねぇ！」

　万里が吠ほえると、天馬が肩をすくめた。

「……やれやれ」

「結局こうなるんだね」

　椋といづみも自然と顔を見合わせる。その表情はどちらも、ほっとしたように緩んでいた。

「まあ、ひとまずこれで代役については安心だね」

「あとは、アイツの緊きん張ちようを全力で和やわらげてやらないとな……」

　天馬が考え込むようにつぶやいた。
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「お前のせいだ！　お前が熱で試合休んだりするから……」

「なんのためにずっと練習してたと思ってんだよ!?　中学最後の試合なんだぞ!?」

「オレたちは、これで終わりなんだ！　なのに──。今まで練習してきたこと、全部台無しじゃねぇか！」

　チームメイトの言葉が無数のナイフとなって九門の全身に突き刺さる。

「ごめん……ごめん……」

　身を縮めて謝ることしかできない九門に、チームメイトたちは背を向ける。

「……どうせ、ずる休みだろ」

「こんなことなら、最初からお前なんてチームにいなければ良かったのに……」

　怒いかりと悲しみが入り混じった声を聞いて、九門は顔をゆがめながらぎゅっと胸むな元もとを摑つかんだ。
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「はあ、はあ……ごめん……みんな……」

　熱っぽい息を漏らしながら、九門がうわ言を繰り返す。苦しげに眉をひそめて、額に汗が浮かんでいるが、瞼は固く閉ざされたままだ。

「くもん……？」

　三角が心配そうにロフトベッドの梯子はしごを上り、顔を覗き込む。

　と、九門の目がゆっくりと開いた。

「あ、オレ……」

　熱のせいで潤うるんだ瞳ひとみが揺ゆれる。まだ夢と現実の境目をたゆたっているようで、ぼんやりとしていた。

「大丈夫だよ、くもん。みんな知ってる。くもんはがんばってるよ」

　三角がにっこりと笑って九門の頭を撫なでてやると、九門の顔が泣きそうにくしゃっと崩くずれる。

　と、ノックの音が響ひびいた。

「はーい」

　三角はベッドの梯子から、とん、と軽く飛び降りて、ドアを開けに行く。

『……ねえ、やっぱりやめようよ』

『何言ってんの～』

　ドアの向こうには、もじもじとうつむく椋と、それをつつく天馬の姿があった。二人とも、いつもより２トーンくらい声が高い。

『往おう生じよう際ぎわが悪い。もう言うって決めたんでしょ』

『そーそー。このチャンス逃のがしたら、もう会えないかもしれないよ』

　幸と一成も甲かん高だかい声で椋を肘ひじで小こ突づく。

『うん……』

　椋は相変わらずもじもじと自らの服の裾すそをいじっていた。

　ようやく目が覚めた九門は、ベッドの上から不ふ思し議ぎそうに四人の様子を見つめる。

『あ、突とつ然ぜんごめんね！　私たちのこと、覚えてる？』

　天馬はわざとらしく口に手を当てると、愛あい想そ笑わらいをしながら九門に声をかけた。

『ほら、夏祭りでインステ撮とったじゃん！　あの時は浴衣ゆかただったけど──』

　一成もテンション高く、スマホを取り出して見せる。

『これで忘れられてたら笑えるけどね』

『幸ゆき子こはそういうこと言わないの！』

　皮肉っぽい幸を天馬がたしなめる。

「これ、前にやったエチュード……？」

　九門がはっとしたようにつぶやいた。

『ほら、椋むく美み、言っちゃいなよ』

　幸に背中を押おされて、椋が一歩進み出る。

『……あの、あのね、私、あなたのことが──』

　顔を赤くして、ちらちらと九門の方を見る。その姿は、恋する乙おと女めそのものだ。

　九門がどぎまぎと言葉の先を待っていると、椋──もとい椋美は意を決したように先を続けた。

『どうしても死んだうちの犬に見えてしょうがなくて、忘れられなかったの！　もう一回写真撮らせてもらっていい？』

「そんな話……!?」

　九門が目をむいて突つっ込こみを入れる。直後、大きく噴ふき出だした。

「──あはは！　何それ！」

　お腹なかを抱かかえて笑い続ける。

「そう来るとは思わなかったね～」

「うん！」

　にこにこしている三角に、九門が勢いよくうなずく。

　天馬はふと表情を引き締めると、改めて九門に向き直った。

「……九門、お前の体質のこと、聞いた」

　天馬の言葉を聞いて、九門の顔色が変わる。

「そっか……ごめん、オレ、みんなに迷惑かけるかもしれないから、やっぱり……」

　ぎこちなく笑う九門の言葉を、天馬が遮さえぎる。

「地方公演のホテルで、旗揚げ公演の話したの覚えてるか？」

「え？」

「あの時、一個だけカッコつけてウソついたことがある」

　天馬は九門の目をまっすぐに見つめると、真剣な表情で先を続けた。

「オレがいたから公演が成功したなんてウソだ。一番の失敗をしたのはオレだった。オレは、子どもの頃の失敗が原因で、舞台に上がると極度の緊張で演技ができなくなった。そのせいで、ゲネプロはボロボロで散さん々ざんな結果に終わった」

「本当にひどいポンコツぶりだったね」

「うるさい」

　混ぜっ返す幸に、天馬が短く言い返す。

「天馬さんが……？　本当に？」

　いつでも堂々と舞台に立っている今の天馬の姿からは想像がつかないのか、九門が戸と惑まどいの表情を浮かべた。

「信じられないか？　舞台の上に立つと頭が真っ白になって、セリフが飛ぶんだ。やっぱりオレはダメなのかって、絶望感でいっぱいになった」

　そう言うと、天馬はその場に居並ぶ夏組メンバーの顔をちらりと見回した。当時を知るメンバーたちは、一様に優しげな表情で天馬を見守っている。

「でも、今、横にいるメンバーたちに助けられて、なんとか公演をこなすことができた。こいつらがいたから、舞台の上で少しずつ自信を取り戻していけた」

「あの時はびっくりしたけど、でも、ボクたちもがんばらなきゃって思ったよ」

　椋が微笑みを浮かべると、一成も続ける。

「テンテンを支えようって、今までよりもがんばっちゃったよね～」

　一成の言葉に、三角と幸もうなずいた。

「そうそう。だから、成功したのはてんまのおかげ」

「天馬のポンコツさのおかげね」

「おい──。第二回公演でスランプだった奴はどこのどいつだ？」

　天馬が腕うで組ぐみをして、幸にやり返す。

「そんな前のこと忘れた」

「お前な──」

　素知らぬ顔でやり過ごす幸に、天馬が言葉を失った。

　そんな二人のやり取りを見て、一成は微笑みながら口を挟はさむ。

「第二回公演は、ゆっきーが主演と衣い装しよう係がかりの仕事の両立で大変だったんだよね～」

「かずのおかげで復活～！」

　三角がパチパチと両手を叩く。

「二人で協力してデザインしたあの時の衣装、可か愛わいかったよね」

「猫ねこの衣装？」

「そうそう！」

　椋の言葉に九門が聞き返すと、一成がうなずいた。

　猫をモチーフにした第二回公演は主演の幸を一成がサポートすることで、本番にこぎ付けた。人に甘あまえることが苦手な幸が、満足のいく衣装デザインができずスランプに陥おちいったところを、一成が、絵を描かくという一成らしいやり方で助けたのだ。

「第三回公演もまた主演の三角が不調だったしな」

　天馬が三角を見やると、準主演だった椋が懐なつかしそうに微笑んだ。

「あの時は、宝探ししたんだよね」

「宝探し!?」

　驚く九門に、三角がにこにこしながらうなずく。

「オレの宝物をみんなで探してくれたんだよ～。宝物のおかげで元気になって、舞台もがんばれたんだ」

　そもそもは三角の祖父であり、初代ＭＡＮＫＡＩカンパニーの座付き作家でもあった斑鳩いかるが八はつ角かくが残した宝の地図が第三回公演の発ほつ端たんだった。地図に導かれ、三角と不仲であった実家に椋といづみが通かよい詰つめることで、宝物を取り戻したのだった。

「だから、今度はお前の番だ」

　天馬はそう言いながら、九門を見つめた。

「お前が緊張するなら、またこうやって何度でもオレたちが助けてやる。舞台の上でも支えてやる。お前は一人で舞台に立ってるわけじゃない」

　九門の瞼が震える。

「だから、一いつ緒しよに乗り越えよう。今度こそ──」

　天馬が手を差さし伸のべると、九門は涙を堪えてうなずいた。

「──うん。うん！　オレ、みんなと一緒にやり遂げる！」

　そう宣言する九門を、天馬や夏組メンバーが優しい目で見つめていた。
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　それからゲネプロを無事に終えて、公演初日の朝を迎むかえた。

　舞ぶ台たい裏うらでは慌ただしくスタッフや役者が入り混じって開演の準備を進める。

　いづみは楽屋で、ほんのりと赤みのある九門の顔を覗き込んだ。

「九門くん、熱はどうだった？」

「──大丈夫っす。微び熱ねつ程度だからやれます」

「本当に？」

　確認すると、九門はしっかりとうなずく。その表情はいつも通りで、不安な様子もない。

「いつもは高熱が出るから、これでも低い方だし」

「無理だったら、すぐに言うんだよ？」

「わかった」

　九門は真面目な表情で返事をすると、メイクを始めた。

（顔色は悪くないし、そこまで緊張してる風にも見えない。この様子なら大丈夫かな……念のためいつでも代役の万里くんに交代できるように、準備だけはしておこう）

　いづみが段取りを考えていた時、ノックの音が聞こえた。

「──はい」

　ドアを開けると、秋あき組ぐみのメンバーが顔を揃そろえていた。

「おつー」

「おつかれッスー！」

　万里に続いて、太た一いちが元気よく声をかけながら入ってくる。

「差し入れにクッキー焼いてきたぞ」

　臣おみがそう言いながらクッキーの入った袋ふくろを掲かかげると、すかさず九門と三角が飛び上がった。

「やったー！」

「さんかくクッキー！」

　目ざとく見つけて、さっそく一つ摘つまむ。

　そんな三角の様子を横目に、十座が九門に近づいた。

「九門、調子はどうだ？」

「大丈夫だよ。いつもより、熱も低いんだ」

「そうか……」

　九門が微笑むと、十座もほっとしたように表情を緩める。

「ほら、お前も入れ」

　左さ京きようが、楽屋の入り口で所在なげに立っている莇あざみの背中を押した。

「あ、莇くんも来てくれたんだね」

　いづみがにっこり微笑んだが、莇は夏組メンバーの顔を見回して絶句していた。

「なんだお前ら、そのツラ……」

「は？」

　どういう意味だと、幸がいぶかしげに眉をひそめると、莇が声を荒あららげる。

「ふざっけんなよ！　全員顔落としてこい！」

　あまりの剣けん幕まくに九門がびくっと肩を震わせ、椋と一成も首をかしげた。

「顔？」

「メイクのこと？」

「早くしろ！　目め障ざわりなんだよ、そのうっすいツラ！」

「え？　え？」

「と、とにかくメイク落とせばいいのかな……」

　九門と椋が目を白黒させながらクレンジングオイルに手を伸のばす。

「なんだ、こいつ……」

　天馬も顔を顰しかめながらも、莇に急せき立たてられるようにメイクを落とした。

　莇はそんなメンバーの動きにイライラした様子で、全員を鏡かがみ前まえに座らせた。

　そして、持っていたメイクボックスからクリームを取り出すと、幸の横に立った。

「──っ」

　突然顔にクリームを塗ぬりたくられた幸が、眉をひそめて身をよじる。

「クレンジングクリームだ。じっとしてろ」

　忌いま々いましげな口調だったが、その手つきは驚くほど繊せん細さいだった。

　手早く全員のメイクをクリームで落として、下地を塗ぬっていく。

「みんな、顔面真っ白ッス……！」

「こういう妖よう怪かいが出てくる映画あったな」

　太一と万里が後ろから見物していると、幸も自分の顔が気になったように鏡を覗き込んだ。それをすかさず莇が制止する。

「動くなって言ってんだろ」

「さっきからあんた、何様のつもり──」

　文句を言おうとした幸の言葉が、途中で止まる。幸の視線は莇の手元に置かれたメイクボックスに向けられていた。

「そのメイク道具、自前？」

「ああ」

　短く返事をする間にも、素早くファンデーションを塗り、チークやハイライト、アイメイクを施ほどこしていく。

「すごいね。ブラシだけで何本もある」

「プロみたいだ」

　数種類のブラシを迷うことなく操あやつる莇を見て、椋と九門が感心したようにつぶやいた。

「……念のため持ってきて良かったぜ。どいつもこいつも適当にやりやがって。舞台には舞台用のメイクってのがあるんだろうが」

　莇がブツブツつぶやく間にリップが塗られ、幸のメイクが完成した。

　鏡に映った幸の顔を見て、九門やいづみが目を見開く。

「おぉ……!?」

「すごい、顔が全然違う！」

　さっきは普ふ通つうのメイクを若じやつ干かん濃こくした印象だったのが、今はアイメイクからはっきりと変わっていた。縁ふち取どりも大きく、普ふ段だんのメイクとは明らかに違う。

「くっきりしたね。すごく舞台映ばえしそう！」

　椋が小さく拍はく手しゆすると、幸もまんざらではない様子でうなずく。

「……まぁまぁやるじゃん」

「アザミン何者!?」

「……ただのヘアメイク志望者」

　一成が声をあげると、莇はぽつりとつぶやいた。

「明日からも頼む」

　天馬が莇の腕うで前まえを認めたように告げると、莇は小さく肩をすくめた。

「……別にいーけど。その代わり、俺のやり方に文句は言わせねぇから」

「……なんか、どっかの誰かに似てるな」

「……すごく似てるッス」

　天馬と太一が同時に幸の方へと視線を移す。

「誰？」

「な、なんでもないッス！」

　ぴくりと眉を上げた幸に、太一が慌てて首を横に振った。

　その間も黙もく々もくと他のメンバーのメイクを仕上げていく莇の姿を、左京がじっと見つめていた。




　舞台袖そでで待つ夏組メンバーに、スタッフから開演五分前の報が告げられた。

「……いよいよ本番だね」

「……う、うん」

　椋がつぶやくと、九門が緊張した面持ちでうなずく。

「座長、円えん陣じんはお前がやれ」

　天馬が九門の肩を軽く叩く。

「なんでもいいの？」

「いいよ～」

「好きにしなよ」

「くもぴらしい円陣、よろピコ！」

　三角に続いて、幸と一成がうなずく。座長考案の円陣は、ある意味夏組名物となっていた。

「じゃあ……」

　九門は少し考えた後、すうっと息を吸い込んだ。

「──夏組ー、勝つぞー！　ファイトー！」

「オー！」

　まるでグラウンドにいるような九門の掛かけ声ごえに、夏組メンバーの声が重なった。
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『九回裏、ツーアウト満まん塁るい、あと一つストライクを取ればリーグ優勝。その大事な場面でピッチャーを任されたオレは、その時……トイレに駆かけ込こんでいた』

　夏、桜さくら高こう校こう弱小野球部は地方大会一回戦で十点差以上の差をつけられコールド負け。翌年の春に残った部員は秋あき山やま一人で、試合出場どころか部活存続もあやうい状じよう況きようというところから、物語は始まる。

『頼たのむよ！　このままだと野球部がなくなるんだ！』

　手をすり合わせながら頭を下げる秋山を、井いの上うえが嫌いやそうな顔で見下ろす。

『どうせ、全戦全敗の弱小野球部だろ。去年なんかコールド負けしたって聞いたぞ。いっそなくした方がいいんじゃないか』

『そんなこと言うなよ！　野球部がなくなったら、オレはどうやって野球を続ければ──』

　秋山が情けない顔でしょぼくれると、井上がすっと視線をそらす。

『……わかった』

『入ってくれるのか!?』

『言っとくが、あくまでも代わりが見つかるまでの間だからな。俺おれは、もうお前とバッテリー組む気はない』

『井上……』

　井上は切なげな表情を浮うかべる秋山に背を向けて、去ってしまう。

　初はつ舞ぶ台たいとなる九く門もんからは、客席のいづみにも緊きん張ちようが伝わってきた。が、その芝しば居いはおおむね練習通りだった。初日でこの出来なら問題ない、いづみにはそう思えた。最後まで無事に終わるようにと、祈いのる気持ちで舞台を見守る。

　必然的に部長となった秋山は、昔の少年野球仲間の井上と、ゲーム機を壊こわされた貸しのある榎えの本もと、気の弱い大おお野のと、なんとか五人部員をかき集める。

『それで五人って、あと一人は？』

　井上が集まったメンバーを見回して、たずねる。

『オタクの引きこもりなんだ』

『どうしようもねえじゃねぇか！』

　残る五人目は引きこもりで家から出てこない上うえ原はらだった。

　ともかく、秋山がかき集めた部員たちと、さっそく練習を始める。

『うわああ！』

『避よけるな、大野！　いい加減、ボールに慣れろよ』

　シートノックでボールを投げられては逃げていく大野に、井上の怒ど号ごうが飛ぶ。

『ごごごごめん。と、飛んでくるものを見るとど、どうしても怖こわくて──』

『なんでそれで野球部入ったんだ』

『秋山に頼み込まれて……断りきれなくて……』

『はあ……』

　またセカンドに立つ榎本にボールを投げれば、榎本はスマホを見ていてボールを見み逃のがす。

『おい、榎本！　スマホ見てないでボール見ろ！』

『あ、ゴメンゴー！』

『つーか、グラウンドではスマホ禁止だから』

『マジ!?　……今説教中。スマホ禁止って言われた～泣きスタンプ』

『わざわざＬＩＭＥすんな！』

　コミカルなやり取りに、時折客席からも笑い声が漏もれる。

　軽いチャラチャラした榎本は一かず成なりの十お八は番こともいえるキャラクターだ。小ネタで場面を一気に明るくする。

　天てん馬まを始め、舞台に慣れた他のメンバーのサポートが盛り上がりを後あと押おししていた。舞台全体がうまくまとまっている。

『なあ、上原、一回でいいから部活出てくれないか？　お前がいないと人数足りないんだよ』

　秋山が部屋から出てこない上原に、ドアの外から呼びかける。

『上原──』

　一向に返事のない上原に、再度呼びかけようとした秋山を、井上が止めた。

『無む駄だだ。出てきたって、ろくに運動もしないひ弱な奴やつじゃ役に立たない。他当たろうぜ』

『……出る』

　唐とう突とつに上原の部屋のドアが開かれた。

『え？』

『は！』

　目を丸くする井上の目の前で、上原が軽かる業わざを決める。

『意外と身軽だな!?』

『筋トレハマってたから』

『そっちのオタクかよ』

『出てくれるのか、上原！　ありがとう！』

　軽々とバク転をする上原に、井上が突つっ込こみ、秋山が頭を下げた。

　陰いん鬱うつでぼーっとしたキャラ付けと異様にキレのいい動きのギャップが笑いを生む。芝居もうまく運動神経が抜ばつ群ぐんの三み角すみならではだった。

　そうして寄せ集めの部員たちが揃そろう中、最後にマネージャーとして鷲わし宮みやが野球部に入部する。

『キャプテンってあんた？』

『あ、う、うん。オレ、二年の秋山壮そう太た』

『私が入ったからには、甲こう子し園えん狙ねらうから』

『え!?』

『甲子園？』

　目を丸くする秋山に続いて、大野が不思議そうに首をかしげる。

『バカじゃねぇの。部員五人でどうやってそんなもん目指すんだ』

『五人？　五人しかいないの？』

　井上があきれたように鼻を鳴らすと、鷲宮がピクリと眉まゆを上げた。

『練習試合すらできねぇよ』

『で、でも、これからがんばって増やすからさ！』

　虚きよ勢せいを張る秋山に井上が冷たい視線を送る。

『やっと五人かき集めたんだろ』

『う、そ、それは……』

『問題ないよ。明日までに四人くらい余よ裕ゆうで集められる』

　鷲宮は腕うでを組んで、そう言い放った。

『は？　どうやって？』

　井上がいぶかしげにたずねると、鷲宮は自信ありげに鼻を鳴らした。

　かつて、プロ野球の最下位チームをリーグ優勝まで導いた名めい監かん督とくを父に持ち、野球を愛する鷲宮。顔の可か愛わいい鷲宮の叱しつ咤た激げき励れいを受けて、その気になった秋山を始めとする野球部員たちは甲子園を目指すことになる。

　居い丈たけ高だかな鷲宮のキャラクターは幸ゆきにぴったりだった。芝居の調子もよく、安定感がある。

『鷲宮さん、部員集めるって、どうするつもりなんだろうな』

『新入生だってもう部活入ってる頃ころだし、四人なんて無理に決まってるだろ』

　部活の時間、秋山と井上がグラウンドに歩いてくると、一足先に鷲宮が来ていた。

『なんであいつグラウンドで仁に王おう立だちしてるんだ』

『チアリーダー……！』

　チアリーダー姿の鷲宮を見て、秋山が声を上ずらせる。

『可愛い……』

『あ、鼻血が……』

　榎本のつぶやきに上原が無言でうなずき、大野は鼻を覆おおった。

　通りがかりの男子高校生たちも、鷲宮を見つけて足を止める。

『うわ、可愛い』

『野球部だって』

『いいじゃん』

『すみませーん』

『はい、釣つれた入部希望者』

　鷲宮は淡たん々たんと四人分の入部届をもぎ取ってきた。

『一気に四人も!?』

『手段選ばねぇな』

　あまりの手しゆ腕わんを、井上と秋山が呆ぼう然ぜんと見守った。

『はい、練習始めるよ。ちなみに一度入ったからには、退部したら許さないから。この先好きな子ができるたびに、私のチアリーダー姿に見とれてたアホ面写真をさらす』

　部員たちの顔が一気に青ざめる。

『まずはグラウンド外周十周！』

『──え、でも顧こ問もんはまだ来てないんじゃ』

　秋山が戸と惑まどったように言葉を返すと、鷲宮は問答無用とばかりにグラウンドを指差した。

『駆かけ足あし！』

『は、はい！』

『終わったら、ダッシュ五十本』

『ええ!?』

『マジかよ』

　大野と榎本が悲鳴をあげると、鷲宮が近くにあったジャージに手を伸のばす。

『ジャージ着よっかな』

『やります！』

『走ります！』

　榎本と大野が猛もう然ぜんと走りだした。

『次は二人一組でキャッチボール』

『あいつ、あんななりして、練習メニューはまともだな』

　黙もく々もくと鷲宮の練習メニューをこなしていた井上がぼそっとつぶやくと、秋山もうれしそうに顔をほころばせた。

『なんかさ、少年野球の頃思い出すな。懐なつかしくない？』

『……別に』

『オレ、やっぱり、あの頃が一番楽しかったよ』

『俺だって……』

『え？』

『……なんでもない』

　揺ゆれる井上の心情を天馬が巧たくみに表していた。

　そうして迎むかえた練習試合。部員はエラーを連発するものの、秋山の好投のおかげでなんとか二対〇のままゲームを進める。

　九回裏、あと一歩で勝利というところで、またもや秋山がトイレにこもってしまう。

　代わりに投げた上原は打たれまくり、結局相手校の逆転勝利に終わる。

　心配する鷲宮や部員たちに、自分はここぞという時にいつも腹を下してしまうと告白する秋山。井上は秋山の不ふ甲が斐いなさにあきれ、退部すると言いだす。

『待ってよ。退部は許さないって言ったよね』

　鷲宮が引き留めるも、井上は意に介かいさない。

『写真でもなんでもさらせばいいだろ』

『私が投げたボール一本でもヒット打てたら、退部を認めてやってもいいよ』

『別にお前に認めてもらう必要ないだろ』

『怖いんだ？』

『──。わかった。やればいいんだろ』

　そうして始まった鷲宮との勝負に負けて、呆ぼう然ぜんとする井上。

『本当なら私が甲子園に行きたかった。力があっても資格がない人間の気持ちが、

　アンタにはわからないだろうね』

『……退部は取り消す』

『明日も練習遅おくれないでよ』

『……ふん』

『あ、あの、鷲宮さん、ありがとう──』

『言っとくけど、アンタ自身が変わらなかったら、何も変わらないから』

　鷲宮の鋭するどい指し摘てきに、何も言い返せない秋山。

　井上の退部騒さわぎの一件で、野球部は少しずつ雰ふん囲い気きが変わり始める。

　ある日の練習が終わった帰り道、秋山は自主練をする上原と榎本を見つける。

『うえぴょん、今のいいじゃん！　すげー、手がびりびりした！』

『もう一回、やってみる』

『あれ……？　上原と榎本？　二人とも、何してんの？　自主練？』

『あ、あっきー。最近うえぴょんと放課後練習してんだ』

『ピッチャー交代しても、今度は打たれないようにする』

『大野ちんもバッティングセンターでメットかぶってひたすらボール顔面キャッチしてるって』

『ボールに慣れる練習らしいよ』

『みんな……』

　上原と榎本の序じよ盤ばんからの変化を、三角と一成が丁てい寧ねいに表現する。二人の芝居は、野球に打うち込こみ始めた少年の輝かがやきに満ちていた。

　仲間たちから刺し激げきを受け、秋山も自分の弱点を克こく服ふくする決意を固める。

　そうして迎えた地方予選大会一回戦。部員たちのエラーも減り、秋山の落ち着いた投球でなんとか勝利する。

　野球の場面になると、九門の芝居ががぜん光っていた。経験者故ゆえのフォームのきれいさは、他のメンバーと並ぶとよくわかる。肝かん心じんなところで力は出せないが、ピッチャーの才能はあるという秋山という人物の説得力を生んでいた。

　一回戦勝利の喜びに沸わいたのもつかの間、二回戦では再び秋山が相手からの露ろ骨こつなプレッシャーに負け、トイレへ。

　なんとか上原が後をつなぎ、辛しん勝しようするも、試合終しゆう了りよう後、井上が退部届を出す。

『お前、まだそれ治ってなかったのかよ』

『ごめん、オレ──』

『やってらんねえ。俺はやめる』

『待てよ、井上！　せっかく勝ったのに──』

『これ以上やっても意味がない。次は強きよう豪ごう東ひがし高こうだ。どうせ負ける』

『そんなのやってみなきゃわからないだろ』

『俺が野球に興味なくなった理由、教えてやろうか。毎回毎回、お前の情けない姿見せられるのにうんざりしたからだよ』

『井上……』

　野球部を去る井上を見守る秋山の表情がゆがむ。

　この場面が、九門にとって色々な意味で辛つらい場面であろうことは、いづみにもわかった。芝居から痛みが伝わってくる。

『……ごめん。オレ、主将失格だよな』

　うなだれる秋山に、大野がそっと声をかける。

『……秋山が本番何もできなくなる時さ、井上がいつもなんとかしようって合図出してただろ。何もできないのがキャッチャーとして情けないって言ってたよ』

『え……』

『ピッチャーの秋山は一人でマウンドに立ってるから。バッテリー組んでても、自分には何もできないって。俺さ、秋山たちと同じ少年野球やってたんだ。すぐやめちゃったけど……井上と秋山のバッテリーに憧あこがれてた』

　何も言えないでいる秋山に大野が微ほほ笑えむ。

『秋山のそれは、精神的なプレッシャーが原因なんだろ？　もっとチームのみんなを頼たよってよ』

『大野……』

　そっと寄より添そう大野の繊細な芝居は、椋むくならではだった。情けないところばかりだった大野の人物像がぐっと深まって、観客に伝わってくる。

『次も勝つからね』

　鷲宮が気き丈じように言い放つも、秋山と上原が落ち込んだ表情でうなだれる。

『でも、もう井上は……』

『選手が足りない』

『代わりに私が出る』

『えええ!?』

　秋山が目を丸くする。

『こうなったら、しょうがないでしょ』

『無理無理無理無理！』

『ばれたら失格だよ!?』

　榎本と大野も慌あわてて止めた。

『メットとプロテクターつけたらばれない』

『いやいやいやいや！』

『無理でしょ』

　秋山と上原に、ぶかぶかのメットとプロテクターを身につけた鷲宮は淡たん々たんと返した。

『だったら諦あきらめるの？　甲子園行くんじゃなかったの？』

　一いつ瞬しゆん黙だまった秋山が、ぐっと拳こぶしを握にぎり締しめて鷲宮を見返す。

『……ごめん。頼むよ、鷲宮さん』

『死ぬ気で投げないと承知しないからね』

『うん』

　井上の振りをして、キャッチャーとしてグラウンドに立つ鷲宮。

　強豪校との三回戦。実力差は歴然で、どんどん点を取られる。

　六回裏、あと一点でコールド負けというピンチを迎むかえ、腹が痛くなってくる秋山。

　一方鷲宮は秋山の投球を受け続けて手の痛みを感じ始めていた。

『──っ』

『鷲宮さん、やっぱりもう──』

『いいから続ける』

『──鷲宮さんがあんなにがんばってるんだ。オレだって……！』

　鷲宮の叱しつ咤たを受けて相手のバッターから三さん振しんを奪うばっていく秋山。

　ゲームは一点ビハインドのまま進んでいくものの、六回裏で鷲宮の手がとうとう限界に達する。

『──痛いたっ』

『……代われ』

『井上!?』

　秋山が目を丸くしていると、井上が鷲宮からメットを奪い取る。

『人の道具勝手に使ってんじゃねえよ』

『遅おそいよ』

　鷲宮がにやりと笑って返す。

『戻もどってきてくれたんだ!?』

　ぱっと顔を輝かせた秋山の肩かたに、井上が拳を当てた。

『行くぞ！』

『うん！』

　たった一人でマウンドに立つ秋山。

『……大だい丈じよう夫ぶだ。もしここで倒たおれても、上原がいる。大野も、榎本も──井上もいる』

　秋山のモノローグと共に、井上と視線が交わる。

『大丈夫。投げられる』

　井上との絶ぜつ妙みようなコンビネーションで相手に一点も取らせない秋山。味方の打線も復活し、同点まで追い上げる。

　そして迎えた九回裏。あと一つストライクを取れば、延長戦にもつれ込める。

　物語が佳か境きようを迎える中、観客席のいづみは表情を曇くもらせた。

　舞台上の九門から疲つかれの色が見て取れる。他の観客には、奮ふん闘とうする秋山の疲ひ労ろうを表す芝居に見えるかもしれないが、いづみにはそれが九門自身の疲れだとわかった。

　秋山がこの試合を最後まで投げ続けられたら、九門がこの舞台を最後までやり遂とげられる。舞台の物語と九門の人生がリンクする。

　いづみは祈るような思いで舞台を見つめ続けた。

『──』

　秋山は腹に手を当ててチームメイトたちの顔を見回した後、井上を見る。

　井上のサインにしっかりとうなずいて、大きく腕を振りかぶった。

　最後の一投──痛快な打球音が響ひびいた。

『──っ』

　井上が天を仰あおぐ。

『ホームランだ……！』

　相手チームが沸き立つ。

『ホームラン……』

『負けた……』

　秋山と上原も呆然と彼方かなたに消えていったボールの軌き跡せきを追う。

『ダメだったんだ……』

『くそっ！　あと一点だったのに！』

　大野がうつむき、榎本も悔くやしげにグローブを叩たたいた。

『ごめん、オレが──』

　謝あやまろうとする秋山の肩を、井上が軽く叩く。

『最後まで投げられたじゃねぇか』

『──っ』

　秋山の顔が泣きそうにゆがむ。

『よくやったよ！』

『あの東高相手にすげぇよ、オレたち！』

　上原と榎本も明るい声で秋山に声をかける。

『ううっ……う……』

『泣くな、バカ！』

　大野がたまらず泣きだすと、井上が小こ突づいた。

『みんな、今日はよくやったよ。本当に最高のチーム。みんな大好き！』

　鷲宮が今まで一度も見せなかった笑え顔がおで、部員たちを労ねぎらう。

『鷲宮さん……！』

　感激する秋山を押おしのけて、榎本が鷲宮に迫せまる。

『オレ、鷲宮さんが大好きだ！』

『あ、ずるい！　俺も！』

『オレも!!　結けつ婚こんしてください！』

　大野と上原も続く中、鷲宮は冷静に手で制した。

『ごめん、彼かれ氏しいるから』

『えええ!?』

『鷲宮さん……彼氏いたの？』

　榎本が目を丸くして、秋山も呆然とたずねる。

『ほらあそこ』

　指差した先を見た秋山が、ぽかんと口を開ける。

『あれって……』

『去年ドラフト一位指名でプロ入りしたピッチャー……』

　井上も驚おどろいたようにつぶやいた。

『本物のプロ野球選手……!?』

『終わった……オレの夏……』

　大野と榎本が燃もえ尽つきた様子でその場に立ち尽くす。

『じゃ、私彼氏と帰るね。お疲れー』

　鷲宮は軽く告げると、身を翻ひるがえして去っていった。

『鷲宮さーーん!!』

　悲痛に叫さけぶ大野の横で、上原と榎本が拳を震ふるわせる。

『もう女の子なんて信じない……』

『オレたちには甲子園がある！』

『そ、そうだな』

　秋山は二人に気け圧おされたようにうなずいた。

『うおおお!!　来年絶対甲子園行くぞーー！』

『おー！』

『うええん、鷲宮さーん！』

　榎本と上原の野太い声に続き、大野の悲鳴が響く。

　井上はあきれたようにため息をついた。

　励はげまし合いながら部員たちの背中が遠ざかっていき──幕が下りる。




　拍はく手しゆ喝かつ采さいの嵐を背に、九門は舞台袖そでに引っ込むなりその場に膝ひざをついた。

「九きゆうちゃん……！」

　椋が慌てて九門に駆かけ寄よって、その体を支える。

「はぁ、はぁ、やった……オレ、最後まで──っ」

　九門の表情はやりきった満足感でいっぱいだった。

「まだ早い。千せん秋しゆう楽らくまでとっとけ」

　天馬が九門の肩を軽く叩く。

「そうそう、まだ始まったばっかりだよん！」

「お楽しみは、まだまだこれから～」

　一成と三角も笑顔で九門の頭を撫なでた。

「初日で終わった気にならないでよね」

「千秋楽まで駆け抜ぬけるぞ」

　幸と天馬の言葉に、九門は泣き笑いの表情で大きくうなずいた。

「うん！」

「行こう！　カーテンコールだよ！」

　椋が手を引いて、再び光の元へと戻っていく。

　走りきった役者たちを称たたえる拍手が、劇場内を渦うず巻まく。

　九門は、舞台の中央に立って涙なみだを浮うかべた。

（よかった……初日を無事に通せた。きっと今の九門くんなら、千秋楽までやり遂げられるはずだ）

　いづみもこみ上げるものをぐっと堪こらえながら、九門たちに割れんばかりの拍手を送った。
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　公演期間中は、劇場だけでなく寮りよう内ないもどこか慌あわただしい。役者だけでなく、いづみを始めとした裏方も気を張ってスケジュールに追われているだけに、オフの時間も水面下に緊きん張ちよう感かんが残っている。

　夜公演を終えて、平常時よりは少し遅おそい時間の風ふ呂ろから上がった九く門もんは、自室に戻もどる途と中ちゆうで話し声を聞いた。

　声をたどって中庭の扉とびらを開けると、ベンチに座すわる莇あざみの姿があった。

「はあ？　バーカ。ははっ、ねーよ」

「あ、莇──」

　いつになく砕くだけた口調で笑い声をあげる莇が電話しているのだと気づいて、九門は途中で言葉を止める。

　莇はちらりと九門を確かく認にんしながら、電話を続けた。

「うん。今んとこへーき。ま、追い出されたら、お前んとこ行くかも。ん。じゃーな。また」

「友達と電話？」

　電話を切った莇に九門がゆっくりと近づく。

「そう。なんか用？」

　さっきとは打って変わった素そっ気けない態度を気にすることなく、九門は莇の隣となりに座る。

「用ってわけじゃないんだけどさ、見かけたから」

　そのままぶらぶらと足を揺ゆらした後、思い出したように声をあげた。

「なあ、莇のメイクってすごいよな。あれ、いつ覚えたんだ？　誰だれかに教えてもらったとか？」

「自己流」

　九門が目を丸くする。

「自分であそこまでできるようになったのかよ!?　すげー！　幸ゆきとか東あずまさんもほめてたぜ。ケンカも強くてメイクもできるって、すげーな！」

「……別に」

　臆おく面めんもなくほめちぎられ、莇はわずかに照てれ臭くさそうに顔をそむける。

「やっぱ、将来はそういう仕事につくのか!?」

　九門が勢いきおい込こんでたずねると、莇の表情が凍こおった。

「つかねーよ」

「ええ!?　なんで!?　もったいねー！　莇なら絶対プロになれんのに！」

　力強く主張するも、莇は眉まゆをひそめて視線を落とす。

「ぜってーなれねぇ。俺おれんちそういう家だから」

「え!?　そういう家って……あ、なんか、ごめん！　オレ、余計なこと……」

　興奮して頰ほおを紅こう潮ちようさせていたと思えば、途と端たんに顔を青くしてわたわたと手を振ふる。

　そんな九門の百面相を横目で見ていた莇が、小さく噴ふき出だした。

　何な故ぜ笑われたのかわからない様子で九門が首をかしげる。

「アンタ、やっぱガキくせーな。最初見た時タメかと思った」

「な！　オレのどこが中学生だー！」

　頰を膨ふくらませて怒おこる姿は、莇の言う通り子供っぽい。

「そういうとこ」

　冷静に指し摘てきされて、九門は衝しよう撃げきを受けたように口をつぐんだ。

「……で、調子はどうなんだ？　メイクで顔だけ良くなっても、他はどうにもならねぇだろ」

　莇がたずねると、九門は気まずそうに頭を搔かいた。

「あー……それがさ、ちょっと悩なやんでるんだよな」

「体調でも悪いのか？」

「ううん！　そっちは平気」

　事情を知る莇がわずかに心配そうな表情を浮かべると、慌てて九門は首を横に振った。

「そうじゃなくてさ……オレ、他のみんなみたいにアドリブにうまく対応できないんだよね。オレのせいで芝しば居いのテンポを悪くしちゃう時があってさ」

　無事に初演をやりきって、何度も公演を繰くり返かえすうちに欲が出てくる。自分と他のメンバーの力量の違ちがいを歯がゆく感じるのは、九門の成長の証あかしだった。

「……舞ぶ台たい初めてなんだから、経験の差があるのはしょうがねぇだろ」

「そうなんだけど、夏なつ組ぐみのコメディの良さはアドリブあってこそなんだ。普ふ段だんの夏組のコンビネーションが、舞台の上でアドリブとして見えてくるっていうかさ」

　両手の拳こぶしを握にぎり締しめて、力説する。

「オレが見た夏組の旗はた揚あげ公演の再演なんか、ほとんどアドリブばっかでさ、マジですげーの。本当に脚きやく本ほんがそうなんじゃないかって思わせるくらいで、すげー笑った。オレも、あのレベルに追い付かなきゃいけないんだよな」

「……ふーん。まあ、せいぜいがんばれよ」

　莇がわかるようなわからないような、曖あい昧まいな返事をすると、九門は思おもい詰つめた表情でうなずいた。




　翌日のソワレも大だい盛せい況きようのうちに幕を下ろした。

　カーテンコールを終えて舞台袖そでに戻ってきたメンバーたちを、いづみが笑え顔がおで迎むかえ入いれる。

「みんな、今日のアドリブ良かったね！　お客さん、すごい笑ってたよ！」

　客席にいるいづみには、舞台上のメンバーたち以上に観客の反応を間近で感じられる。

　リピーターの客にも楽しんでもらおうと、毎日頭をひねっている彼かれらにその成果を一番に伝えたかった。

「っていうか、テンテン、いきなりすぎ！」

　一かず成なりが息を弾はずませながら、天てん馬まの暴投にも近いアドリブを指す。

「一成がうまく拾ったよね」

「ナイスキャッチ！」

「あり～！」

　ともすればコケてしまいそうな、きわどいやり取りがまた笑いを生んだことを、幸と三み角すみがほめる。

「今日も楽しかったね！」

　椋むくが笑顔で九門の方を向いた時、九門は心ここにあらずといった様子でうつむいていた。

「あれ？　九きゆうちゃん……？」

　そのまま無言で楽屋の方へと消えてしまう九門の背中を、椋が心配げに見送った。
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　ようやく空が白んできた早朝、二〇二号室のベッドから椋がそーっと抜ぬけ出だした。

　音を立てまいという努力もむなしく、長年使われているロフトベッドがきしみ、一成が寝ね返がえりを打つ。

　ややあって、一成の瞼まぶたが開いた。

「ふああ～……あれ、むっくん、こんなに早く出るの？」

「あ、おはよう、カズくん。起こしちゃってごめんね」

　申し訳なさそうに謝あやまりながらも、椋はもぞもぞと着き替がえを始める。

「こないだも、朝こっそりどっか行ってなかった？」

「え、ええと、ランニングしてるんだ！」

　椋がぎこちなく視線をそらすと、一成は目をぱちくりした後、ニコッと笑った。

「すごいじゃん！　健康的～！」

「う、うん！　朝ごはんまでには戻もどってくるから！　いってきます！」

「いってらっしゃ～い！」

　詮せん索さくされなかったことに明らかにほっとした様子で出かけていく椋に、一成が手を振る。

「……ん～、何か大事なことしてるのかな？」

　部屋に一人残された一成は、ドアを見つめながらぽつりとつぶやいた。




「１、２、１２３４！」

　朝あさ練れんに精を出す野球部員の声が、グランドに響ひびく。

　その様子をトラックの端はしで見つめていた上級生も声を張り上げた。かつて九門とバッテリーを組んでいた山やま口ぐちだ。

「一年、もっと声出せ！」

「っす！」

　グラウンドから少し離はなれた校門から、椋は中を覗のぞき込こんだ。明らかに制服が違うため、それ以上足を踏ふみ入れることは憚はばかられる。

「お、おはようございます！」

　山口に向かって挨あい拶さつすると、山口はうんざりした表情を浮うかべた。

「……またお前か」

「受け取ってもらえるまでは、何度でも来ます」

　椋の手には、白い封ふう筒とうが握られていた。

「……迷めい惑わくだって言ってんだろ」

「すみません。でも……」

　山口が眉をひそめても、椋も退ひかない。

　やがて山口は諦あきらめたようにため息をついた。




　その夜の公演も無事に終しゆう了りようし、メンバーたちは観客の見送りのためにロビーに出た。

「来てくれてありがとう～！」

「気をつけて帰ってね～！」

「ありがとうな！」

　三角、一成、天馬が笑顔で手を振ると、歓かん声せいがあがる。

「また来るね～！」

　観客たちはメンバーに見送られながら、興奮冷めやらぬ様子で今日の舞台の感動を口々に話す。

「主演の子、良かったよね！　なんか、一いつ生しよう懸けん命めいって感じで可か愛わいかった！」

「うんうん、演技はまだまだっぽいけど、それが高校球児って感じで合ってた！」

「アドリブとか、アフタートークでちょっとずれてたりするのも可愛いし！」

「ね～！」

「ありがとうございました！」

　九門が大きく頭を下げると、辺りに拍はく手しゆが起こった。

「九門くん、明日の千せん秋しゆう楽らく、すっごい楽しみにしてるね！」

「う、うん！」

　女性客の一人に声をかけられて、九門がうなずく。

「千秋楽、チケット取るの大変だった～」

「夏なつ組ぐみの公演はいつも千秋楽が一番アドリブが多くて、楽しいんだよ！」

「だから、人気なんだよね～」

「が、がんばるね！」

「応おう援えんしてるよ！」

　手を振って去っていく女性客を見つめながら、九門の表情がふと陰かげる。

　九門の胸の中で焦あせりが大きく膨らんでいた。

　セリフをこなすだけで精せい一いつ杯ぱいで、他のメンバーのアドリブの掛かけ合あいについていけていない。自分のせいで夏組ファンの期待を裏切るわけにもいかない。どうにかしなければ、という想おもいが胸を焼く。

　九門は観客に手を振りながら、じっと遠くを見つめた。
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　劇場が空からになって、スタッフも帰った後、最終確認のためにいづみが一人残っていた。

　楽屋を一つ一つ確認していく。

「こっちはよし、ここも揃そろってる、と。……うん、小道具は問題ないかな。あとは、と──」

「……カントク」

　声に振ふり返かえると九門がいた。とっくに寮りように帰ったと思っていただけに、驚おどろいてしまう。

「ん？　九門くん、どうしたの？」

「あの……アドリブがうまくなるには、どうしたらいいっすか？」

「アドリブ？」

　深刻そうな表情で予想外のことを言われ、思わず聞き返す。

「うーん、そうだな……エチュード練を繰り返しやるのが効果的かな」

「エチュード練……」

「でも、アドリブっていうのは、あくまでも余よ裕ゆうがある時の装そう飾しよくみたいなものだから、そんなに気負わなくても大だい丈じよう夫ぶ。役に入り込んでいけば、自然にできるようになるし、焦らなくてもいいんだよ」

　いづみが微ほほ笑えんでも、九門の表情は晴れないままだった。

「……でも、アドリブに期待してる夏組のファンをオレのせいでガッカリさせちゃったら……。オレが夏組の舞台を台無しにしちゃうかも……」

　九門の声は硬かたく、切せつ羽ぱ詰つまった様子が見て取れる。いづみはなだめるように首を横に振ふった。

「そんなことないよ。今日のお客さんも九門くんのこと、応援してくれたでしょう？　もう夏組の一員としてお客さんにも受け入れてもらってる。九門くんは今、できることをがんばればいいんだよ」

　九門がメンバーの中で一人経験値が足りないのは仕方がないことだ。とはいえ舞台で一いつ緒しよに立っていると、どうしても気になってしまうのだろう。その気持ちは、いづみにもよくわかった。

「心配だったら、みんなに協力してもらって、今からエチュード練しよっか？」

　納なつ得とくできないのか、黙だまっている九門にそう提案すると、九門がぎゅっと自らの胸むな元もとを摑つかんでうつむいた。

「九門くん!?」

　慌てて近寄って肩かたに手を当てると、九門が熱っぽい息を吐はく。

「体が熱い……？　九門くん、熱が──！」

　手のひらに伝わってくるあまりの熱さに驚いて、いづみは目を見開いた。




　九門が眠ねむるベッドの傍かたわらには十じゆう座ざがいた。

　赤い顔で荒あらい呼吸を繰り返す九門の額に手を伸のばす。

「……でこのやつ、替かえるぞ」

　そう言って、十座は九門の額の冷れい却きやくシートを新しいものと取とり換かえた。

　ひんやりとした感かん触しよくで目を覚ました九門が、十座を認めて眉まゆ根ねを寄せる。

「にいちゃ……」

「なんだ。何か飲むか？」

「ごめ……なさ……」

　九門は泣きそうな顔でつぶやくと、目元を腕うでで覆おおった。

「……やっぱ、オレ、兄ちゃんの言う通りにすれば良かった。入団しない方が良かったよね。やっぱダメなんだ……結局みんなに迷惑かけて……今までと何も変わらない。オレ、どうして、こんなに弱いんだろう……どうして、兄ちゃんみたいに強くなれないんだろう」

「九門……」

　掠かすれた涙なみだ声ごえを聞いて、十座が痛ましげに顔を顰しかめる。

「初日をこなしてからも、ずっと心のどこかで、今までと同じようにダメになるんじゃないかって思ってたんだ……。一番大事なところで、オレはまた、みんなに迷惑かけちゃうんじゃないかって……。やっぱり……オレにはムリだったんだよね。兄ちゃんみたいにカッコよく舞台に立つなんて、オレみたいな弱い奴やつにそんな資格なかったんだ」

　目元を隠かくしたまま口元をゆがめて笑う九門の腕を、十座がどかす。そして、じっと九門の目を見つめた。

「──いいか、九門。夢をみるのに、舞台に立つのに、資格なんていらねぇ。そんな資格、あってたまるか。もし、そんなもんが必要なら、俺は絶対秋あき組ぐみの奴らと一緒に芝居なんてできてねぇ」

「兄ちゃん……」

「絶対に諦めるな。まだ公演は終わっちゃいねぇ。今までと同じになる、なんて考えるな。お前は今度こそ、やり遂とげるんだろう」

　十座の言葉で、九門の目にわずかに力が戻る。

「今は熱を下げることだけ考えろ」

　十座に促うながされて、九門は小さくうなずくと目を閉じた。




　九門が倒たおれたという知らせは、すぐに談話室にいた夏組メンバーに伝えられた。

「アイツ、また熱出したのか」

　莇のつぶやきに、いづみがうなずく。

「風か邪ぜとかじゃないの？」

「うん……いつものだって、さっき十座くんと椋くんが……」

　幸の問いかけにいづみが答えると、天馬や一成も心配そうに顔を曇くもらせる。

「そうか……」

「心配だね……」

「舞台は代役でなんとかなっても、本人がな」

　天馬がそうつぶやいた時、十座がドアを開けて入ってきた。

「あ、十座くん！　九門くんの様子は？」

　いづみがたずねると、十座は硬い表情のまま答えた。

「今、椋と三角さんがついててくれてる。ただ、熱は全然下がらねぇ」

「そう……」

「明日の千秋楽までに完全に熱が下がる可能性は低いか……」

「……俺が出るしか、ねぇよな」

　天馬のつぶやきを聞いて、万ばん里りが悔くやしげに視線を落とす。

　万里は代役を務めるため、九門の芝居を一番近くで見守ってきた。その成長も感じていた分、九門に最後まで舞台に立たせてやりたい気持ちは強いだろう。いづみとしてもその想いは同じだ。

（でも、コンディションが悪い役者を舞台に立たせるわけにはいかない。九門くんの体のためにも、ここは、私が決断しないと──）

　こういう最悪のケースを想定して準備していたとはいえ、できれば使いたくはなかった。

「明日の千秋楽は、万里くんに──」

　苦く渋じゆうの決断を告げようとした時、十座が遮さえぎった。

「頼たのむ。待ってくれ」

　そう言って、勢いよく頭を下げる。

「え？」

「……無理かもしれねぇことはわかってる。でも、アイツにやり遂げさせてやってくれねぇか」

「十座くん……」

　今ここで九門が降こう板ばんすることになったら、九門の心には大きな傷が残るだろう。だからこそ、十座が必死で頭を下げるのだということが、いづみにも痛いほど伝わってきた。

（本当なら、私だって最後まで九門くんに舞台に立ってもらいたい。そのために九門くん自身がどれだけ努力してきたかわかってるし、それがどんなに重要な意味を持つかもわかってる）

　でも、といづみは自分の感情を無理やり抑おさえ込こむ。

　高熱の九門を舞台に立たせることは、九門の体にとっても舞台全体にとってもリスクが高い。責任者という立場上、その危険を冒おかすわけにはいかなかった。

「……総そう監かん督とくとして、熱が下がらない以上、舞台に立たせることはできないよ」

　いづみがあえて淡たん々たんと告げると、十座はぐっと自らの拳を握り締めた。

　が、反論はなかった。十座自身、結果はわかっていたのだろう。それでも、九門のことを思えば頭を下げずにはいられなかったのだ。

「賢けん明めいな判断じゃない」

「くそ……」

　幸も冷静に支持すると、天馬が悔しげに眉をひそめる。

「でも、もちろん熱が下がれば、話は別だよ」

「明日までに、そんな高熱が下がるわけないでしょ」

　いづみが付け加えると、幸が緩ゆるく頭を振る。

（普ふ通つうの熱ならそうだ。でも、もしかしたら──）

「九門くんの熱がプレッシャーによるものなら、それを取り除けば、熱が下がらないかな。気持ち一つ変わるだけで、もしかしたら──」

　希望を込めたいづみの言葉を聞いて、十座がはっとする。

「まだ、諦あきらめちゃダメだよ。私たちにも何か、九門くんのためにできることがあるかもしれない」

「……そうだな」

「ダメでもともとか」

「何もしないよりはいいよね！」

　天馬と幸、一成も表情を和やわらげる。

「でも、今まで大丈夫だったのに、なんで千秋楽でいきなり熱出したんだ？」

　万里が怪け訝げんそうな表情を浮かべると、幸も首をかしげた。

「たしかにそうだよね。千秋楽でプレッシャーが増すっていうのはわかるけど……」

　自然と考え込むような沈ちん黙もくが流れた時、それまでずっと黙っていた莇が口を開いた。

「……そういやアイツ、この間アドリブについて悩んでるって言ってた」

「アドリブ？」

　天馬が聞き返すと同時に、いづみも倒れる前の九門の言葉を思い出す。

「九門くん、倒れる直前にも話してた。アドリブがうまくなるにはどうしたらいいかって……。自分が夏組のファンをガッカリさせて、台無しにしちゃうかもしれないって心配してた」

「アイツ、そんなこと……」

　十座が眉をひそめると、天馬は何か思いついたように動きを止めた。

「天馬、どうした？」

「……お前たちに頼みがある」

　十座に問いかけられ、天馬は真しん剣けんな表情でその場にいた全員の顔を見回した。




　それからしばらくして、二〇三号室にノックの音が響ひびいた。

「はーい」

　三角がドアを開けると、天馬や一成、幸が押し合いながら部屋に入ってきた。

『ほら、いたよ～！』

『早く、早く！』

『押さないでよ、ちょっと！』

　かしましい三人の姿を見て、九門がぼんやりと首をかしげる。

『あ、久しぶり！　私たちのこと、覚えてる？』

『椋むく美みがあれだけ失礼なこと言ったから、さすがに忘れないでしょ』

　小さく手を振る一成に、幸が冷静に突つっ込こむ。

『あの時はホントにごめんね。今日は九門に会いたいって子がいたから連れてきたの！』

　両手を合わせてウィンクする天馬の後ろから、万里といづみが顔を覗のぞかせた。

『どもー。バンビだよー』

『突とつ然ぜんごめんねー！』

　声は低いが不ふ思し議ぎと女子っぽい雰ふん囲い気きを漂ただよわせる万里と、見た目に違い和わ感かんはないものの棒読みのいづみを見て、九門は目を丸くした。

「みんな、カントク……」

『すごーい！　かわいー！　インステで見たまんまー。十じゆう子こも来なよー！』

　万里がテンションを上げて、部屋の外に呼びかける。

「じゅ、十子って……兄ちゃん……？」

『ほら、十子、言っちゃいなよ』

『告こくるんでしょ』

　一成と幸に引きずられるようにして現れたのは、十座だった。

「じゅ、十じゆうちゃん……」

　もじもじというよりは明らかに挙きよ動どう不ふ審しんな十座の姿を見て、椋が目を見開く。

『俺──私、お前のことが好きだ、わよ』

　意を決したかのように告げられたセリフは、タイマンでも申し込むような野太さだった。かろうじて語ご尾びは女っぽくしてあったものの、仁に王おう立だちする姿は十座そのものだ。

　セリフと外見のミスマッチさに、九門が目をむき、天馬が口を覆う。

「こ、これは……」

　顔をそらして噴き出すのを必死で堪こらえる万里の脇わき腹ばらを、幸が小こ突づく。

「堪えなよ」

「ゆっきーこそ、肩震ふるえてる……」

　そう指摘する一成も、にやける顔を腕で覆って隠していた。

「──何、それ……っ」

　九門の顔がふにゃふにゃと緩み、椋が小さく噴き出す。

「に、兄ちゃん、ガッチガチ──あはは！」

「九門……」

　大声で笑う九門を見て、十座が目を見開く。途端、部屋中に笑い声があふれた。

「あははは……──はぁ、お腹なか痛い」

「あはは、面おも白しろかったね～」

　三角に笑いかけられて、九門が笑顔でうなずく。

「笑う元気は戻ってきたみたいだな」

「天馬さん……」

　天馬の言葉を聞いて、九門ははっとした表情を浮かべた。エチュードが自分を元気づけるためだと気づいたのだろう。

「見ただろ？　お前の憧あこがれる十座さんだって、あんな芝居だ」

「ぐ……」

　天馬がにやりと笑うと、十座は言葉を詰つまらせる。

（さりげなく容よう赦しやない……）

　いづみは、静かにショックを受けているらしい十座に同情する。

「でも、その十座さんの芝居がお前を笑わせた。アドリブをうまくこなそうとか、そういう難しいことは考えなくていい。客を、見てくれてる人たちを笑わせたい、喜ばせたいって気持ち一つあればいい。こうやって、コメディで誰かを笑わせたくて、お前は夏組に入ったんだろ」

　九門が考え込むようにうなずく。

「そうだよ、九ちゃん。お芝しば居いは、野球とは違って、勝ち負けじゃない。勝たなくてもいい。負けてもいい。ただ、みんなを笑顔にすることだけ考えよう？」

　椋も九門に優やさしく微ほほ笑えみかけた。

「負けてもいい……みんなを笑顔に……」

　九門は嚙かみ締しめるように繰り返すと、ぱっと顔を上げた。

「うん……オレ、みんなを笑顔にしたい。お客さんだけじゃなくて、兄ちゃんのことも、椋のことも、カントクのことも、夏組や劇団のみんなのことも──！」

　力強く宣言する九門を見て、幸がにやりと笑う。

「いつもの調子が出てきたんじゃない」

「くもぴ、その調子～！」

「明日も一緒に舞台出ようね～」

　九門は一成と三角のエールに、大きくうなずいた。

「まーもしダメでも俺がよゆーで代わってやっから。今日は安心してさっさと寝ねとけ」

「ありがとう、万里！」

　万里なりの回りくどい、ひねた優しさも、九門は素す直なおに受け取る。

「基本的に素直だよな。兄と違って」

「なんか言ったか」

「別に」

　耳ざとく聞きつけた十座から、万里はわざとらしく顔をそらした。

　そんなやり取りを見て、いづみはほっと胸を撫なで下おろす。

（良かった。九門くんの表情がずいぶん明るくなった。あとは、熱のことだけ……どうか、九門くんの熱が少しでも下がりますように……！）

　いづみは祈いのるような気持ちで両手を組んだ。




　翌朝、目を覚ました九門は、唐とう突とつに何かふわふわしたものに顔面をふさがれて、目を白黒させた。

「──ふがっ？　な、何か顔に……」

　手て探さぐりで摑むと、三角形の間ま抜ぬけな顔のぬいぐるみが大量に置かれていた。

「さんかくクン……？　すげーいっぱいある……！」

　ぬいぐるみをじっと見下ろして、感じ入ったように表情を和やわらげる。

「……すみーさん、置いてくれたんだ。ありがと」

　九門はゆっくりと枕まくら元もとにぬいぐるみを置き直すと、思い出したように声をあげた。

「そうだ、熱……」

　近くに置いてあった体温計に手を伸ばして、脇わきの下したに挟はさむ。

「これで測って下がってなかったら、もう……」

　九門が死し刑けい宣せん告こくを待つような表情でしばらくじっとしていると、計測完かん了りようを知らせる微かすかな電子音が鳴った。

　体温計の表示を見下ろした九門の動きが止まる。

「……三十七度？」

　目をぱちくりさせて何度も確認するが、体温計の表示は変わらない。

「熱、下がってる！　すみーさん、熱が──！」

　九門が慌てて隣のベッドに声をかけようとした時、ベッドの下の様子が目に飛び込んできた。

　天馬を始めとした夏組メンバーに加えて、十座が雑ざ魚こ寝ねで眠りについている。

「みんな──」

　自分を心配して、ずっとそばにいてくれたということに気づいて、九門は目を潤うるませた。




　そうして迎むかえた千秋楽は、無事にいつも通りのキャストで行われることが決定した。

「熱が下がったとはいえ、まだ万ばん全ぜんじゃないんだから、ダメそうだと思ったらすぐに言ってね」

　楽屋でいづみが九門に言い聞かせると、待機していた万里が横から軽い調子で口を挟む。

「ま、俺はどっからでも入れるから。安心しろ」

「うん！」

　九門がすっきりした顔でうなずくと、莇が鏡かがみ前まえの方に顎あごをしゃくった。

「おい、さっさと、そこ座すわれ」

　大人しく座った九門の顔を、鏡越ごしにしげしげと眺ながめる。

「ったく。ゾンビみてーなツラだな」

「昨日よりちょっとはマシになったけど、顔色の悪さはどうしようもないな」

　天馬も隣から覗き込んで、わずかに身を引く。

「そこをメイクでなんとか！」

「しょうがねぇ……」

　九門に拝まれて、莇はメイク箱から一本のブラシを取り出した。

「これ、オメーにだけ特別に使ってやる」

「ブラシ？」

「チークブラシ。黙って座ってろ」

　素直に九門が口をつぐむと、莇が軽かろやかな手つきでチークを頰に乗せ始めた。

　それから間もなく、莇が九門から体を離す。

「はい、完成」

　今まで莇の体に隠かくされて見えなかった鏡をまじまじと見つめた九門が、目を丸くする。

「すげー！　顔色が全然違う！　オレ、治ったかも！」

「気のせいだ」

「単純すぎ」

　莇と幸があきれたように突つっ込こむも、一成も感動した様子で声をあげた。

「でも劇的じゃん！　アザミンすげー！」

「本当、魔ま法ほうみたいだね」

　感心したように椋が告げると、莇があっさりうなずく。

「まあ、そういうブラシだからな」

「魔法のブラシ!?　すげー！」

　九門がしきりに感心していると、莇は軽く肩をすくめた。

「特別って言っただろ。この貸しは高いからな。いつかぜってー返せよ」

「うん！　わかった！」

　九門は力強くうなずくと、血色の良くなった顔でにっと笑ってみせた。




　開演前、舞台袖に立つ九門の肩を、一成が軽く叩たたいた。

「くもぴ、表情が硬いよん！」

「はい、さんかくクン～」

「こんなところまで持ってきたのかよ」

　九門の頭にぬいぐるみを乗せる三角を見て、天馬があきれたように告げる。

「お守りだもんね～」

「いいけど、それ頭に乗っけたまま、舞台出ないでよね」

「ある意味注目はさせられるかも？」

　幸が釘くぎを刺させば、椋が微笑む。

「出オチになるだけだろ」

　天馬がすかさず突っ込むと、九門が笑い声を漏もらした。

「あ、笑った～」

　三角がうれしそうにふにゃっと笑う。

「心配させてごめん。大丈夫。いけるよ」

　さっきの硬さが和らいで、いつも通りの九門の表情が戻る。

「いい顔だ」

　天馬が満足げにうなずいた。

「円えん陣じん組も！」

「頼むぞ、座長」

　九門の呼びかけで、全員が肩を組んで円陣を組むと、天馬が九門に促うながす。

　九門は軽く目を閉じて一度深呼吸すると、目を開けた。

「……子供の頃ころ、兄ちゃんを甲こう子し園えんに連れていくのが夢だったんだ。その時は、絶対応援しに来てねって兄ちゃんに頼んだ。高校で野球をやめて、もう永遠に夢は叶かなわないって思ったけど、その続きがここにあった。この舞台の上に……」

　一人一人の顔を見回して、うなずく。

「──みんな！　行くぜ、甲子園！　ファイトー！」

「オー！」

　腹の底から全身を震わせる掛かけ声ごえが舞台上に響いた。

　同時に試合開始を告げる開演ブザーが鳴る。




　音もなく上がる緞どん帳ちようを客席から見つめていたいづみは、ぎゅっと両手を組んだ。

（どうか、無事に何事もなく終わりますように……九門くんが最後の最後までやりきれますように……）

　いづみの祈りが伝わったかのように、舞台では高熱のトラブルも感じさせない芝居が繰くり広ひろげられていた。

『私が入ったからには、甲子園狙ねらうから』

『え!?』

『甲子園？』

『バカじゃねぇの。部員五人でどうやってそんなもん目指すんだ』

『五人？　五人しかいないの？』

『練習試合すらできねぇよ』

『で、でも、これから頑張って増やすからさ！』

『やっと五人かき集めたんだろ』

『う、そ、それは……』

『問題ないよ。明日までに四人くらい余裕で集められる』

『は？　どうやって？』

　公演を重ねるごとにどんどん磨かれていった、テンポのいいやり取りが続く。

（大丈夫だ……いつも通り、ううん、いつも以上に乗ってる。客席の反応もいい）

　アドリブも交えて、客席からは度たび々たび笑いが沸わき起おこる。

（良かった。何事もなく一いち幕まくが終わった……）

　いづみがそう思っていた時、舞台上の九門の体が不自然に傾かたむいた。

（よろけた……!?）

　一いつ瞬しゆんで持ち直したものの、いつもの芝居を知るいづみにはそれがイレギュラーなことだとわかる。

　いづみは一幕が終わるとすぐに舞台袖に急いだ。

「九門くん、大丈夫!?」

　九門は床ゆかにうずくまると、返事もできない様子で荒い呼吸を繰くり返かえしていた。

「九ちゃん！」

　椋も心配そうに呼びかける。

（息が上がってる。やっぱり熱のせいで消しよう耗もうが激しいんだ）

　ただでさえ、出ずっぱりの主役は体力が必要になる。病やみ上あがりの体には、到とう底てい耐たえられる運動量ではない。

「大丈夫……！　まだ、やれる！　やらせてくれ！」

　九門が拳を握り締めて立ち上がる。

「九門くん……」

　いづみが眉をひそめると、九門は勢いよく頭を下げた。

「お願いします！」

「……わかった」

　九門の目から光は失われていない。絶対にやり遂げるという決意だけが伝わってくる。いづみには、九門の体力が持つことを信じて、任せることしかできなかった。

「行け！」

　天馬に背中を押されて、九門が舞台へと駆かけ戻もどる。

『はい、練習始めるよ。ちなみに一度入ったからには、退部したら許さないから。この先好きな子ができるたびに、私のチアリーダー姿に見とれてたアホ面写真をさらす』

　幸演じる鷲わし宮みやの非情な宣告を受けて、九門がすかさずのけぞる。

『まずはグラウンド外周十周！』

『──え、でも顧こ問もんはまだ来てないんじゃ』

『駆かけ足あし！』

『は、はい！』

　慌てて駆けだす九門の姿からは、さっきの疲ひ労ろうはみじんも感じられなかった。

（九門くん、絶対に舞台を成功させてやるっていう気き迫はくがみなぎってる。客席からも疲つかれがわかった公演初日とは大違いだ。この公演期間で、すごく成長してる）

　いづみはひたむきに芝居を続ける九門を見つめながら、感かん嘆たんの息を漏らした。

　舞台袖に引っ込むたび倒たおれ込みながらも、九門は舞台に戻り続けた。そうして物語はラストの場面を迎える。

『終わった……オレの夏……』

『じゃ、私彼かれ氏しと帰るね。お疲れー』

『待て、鷲宮。そいつ、既き婚こん者しやだ』

　天馬のアドリブが繰くり出だされ、幸が大おお仰ぎように顔を顰める。

『は？　マジ？』

『どうしよう、鷲宮さんが週刊文ぶん夏かに追いかけられちゃう……！』

　九門もすかさず乗って、おろおろと視線をさまよわせた。

『鷲宮さん、不ふ倫りんする奴なんかより、オレを──！』

『いや、この俺を！』

『オレも、オレもー』

　一成や三角、椋がわらわらと集まるのを幸が一いつ蹴しゆうする。

『うるさい！　それどころじゃない！　あいつ、マジで締しめる……！』

　肩をいからせ去っていく幸に、口々に好き勝手なことを言いながらついていく他のメンバーの様子を見て、笑いが起きる。

（アドリブもばっちりだ。すごい……本当にやり遂げた……！）

　いづみは九門が袖にはけるのを見届けて、そっと目め頭がしらをぬぐった。

　幕が下りるのと同時に、割れんばかりの拍手が沸き起こる。

　再びライトの光に照らされた舞台上に、メンバーたちが舞まい戻もどってくると、その拍手はさらに大きな渦うずとなった。

「──ありがとうございました！」

　天馬が頭を下げると、椋、一成、幸と続く。

「ありがとうございました！」

「ありがと～！」

「ありがと」

　九門も頭を下げるが、涙なみだがあふれて声が出ず、腕で顔をぬぐう。

「……──っ」

「よしよし～」

　三角が九門の頭を撫なでると、九門はさらにこみ上げるものがあったのか、しゃくり上げた。

「泣きすぎだ」

　そう言う天馬の声は優しく、一成も笑顔で九門の背中を軽く叩く。

「くもぴ、がんばったね！　すげー良かったよ！」

　その横では椋がぼろぼろと大おお粒つぶの涙を流していた。

「九ちゃん、本当に良かった……」

「あ～あ、二人揃ってひどい顔」

「後で莇に怒られそうだな」

　椋と九門の涙でどろどろになった顔を見つめながら、幸と天馬が笑う。
















「いいじゃん、千秋楽なんだし！」

「大成功～！」

　一成と三角が腕を広げて、メンバー全員まとめてぎゅっと抱だき締しめると、観客たちからの温かい拍手と声せい援えんが舞台を包んだ。
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　すべてを出しきって抜ぬけ殻がらのようになった夏組メンバーを、楽屋でいづみや万里、十座が拍手をしながら迎えた。

「お疲れさま！」

「お疲れ」

「よくやったな」

「兄ちゃん……オレ……っ」

　十座の姿を見た瞬しゆん間かん、九門の目から止まっていた涙がまたあふれだす。

「まだ泣くのか」

「くもぴ、目が溶とけちゃうよん！」

　十座に抱だき着つく九門を、天馬と一成が優しいまなざしで見守った。

「結局代役は出番なしだったね」

「まー、結果オーライっしょ」

　幸に声をかけられた万里が、軽く肩をすくめるも、その表情は明るい。

「今回は助かった。この借りは秋組公演で返す」

　天馬が丁てい寧ねいに頭を下げると、万里は軽く笑った。

「代役が必要になる状じよう況きようってのはいただけねーけどな」

「たしかに」

　幸がうなずいた時、楽屋のドアがノックされた。

　開け放たれたままの入り口から一人の少年が顔を覗かせた。

「──失礼します」

「あ──」

　山口の姿を認めた椋が口を開き、その声で振り返った九門が目を見開く。

「ど、どうして……」

　動どう揺ようする九門に凝ぎよう視しされて、山口はバツが悪そうに椋の方へ視線をやる。

「そこのお前の従い兄と弟こだとかいう奴が毎日学校まで通ってくるから、しかたなくチケットを受け取ったんだ」

「え──」

「勝手なことしてごめんね、九ちゃん」

　椋が申し訳なさそうに謝ると、山口は真正面から九門を見み据すえた。

「正直、俺はまだ怒おこってる」

　九門が傷ついた表情で言葉を失う。

「お前の事情はそいつから聞いた。でも、バッテリーを組んでたのに、そのことについて一度も相談してくれなかったことが許せない。一言くらい話してくれたら、俺だって──」

　うつむく山口の表情には怒いかりと後こう悔かいが表れていた。

「でも、舞台の上で野球やってるお前見てたら、そんなことどうでも良くなった。入部して、初めてお前の投球見た時に、度ど肝ぎも抜かされたこと思い出した。俺はお前の野球が好きだったし、がんばってることも知ってた。だからこそ、急に辞やめたことが信じられなかった。裏切られたような気持ちになったんだ」

　山口はそこで言葉を切ると、わずかに表情を和らげた。

「でも、お前はマウンドの上では無理でも舞台の上なら、野球も続けられるんだろ。だったら、それでいいやって思えた」

「山口……」

「俺たちも……絶対に甲子園、行くから。応援来いよ」

　山口の言葉を聞いて、九門がはっとする。

「行っていいの……？」

「俺たち、チームメイトには戻れないけど……友達には戻れるだろ？」

　ぎこちなく、謝罪の意味も込めてうかがうように告げる。九門の表情がぱっと明るくなった。

「うん！　絶対に応援行く！」

　山口はほっとしたように息をつくと、椋の方へ視線を移した。

「それと、あんた、もう次から来るなよ。これからは自分でチケット取るから」

「──う、うん。二人とも、勝手にお節せつ介かいしてごめんね」

　椋が照れ笑いを浮かべると、九門が力いっぱい首を横に振った。

「ううん！　椋、大好き！　ありがとう！」

　そのまま勢いよく椋に抱き着く。

「わっ──きゅ、九ちゃん！　えへへ、苦しいよ。あはは……！」

　目にうっすらと涙を浮かべながら笑い合う九門と椋を、いづみや夏組メンバーたちが温かなまなざしで見つめていた。
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　千せん秋しゆう楽らくが終わった夜、寮りようの談話室では恒こう例れいの打ち上げが行われた。

「かんぱーい！」

　座長の九く門もんの乾かん杯ぱいの音おん頭どで宴うたげが始まる。

「かんぱい！」

「乾杯」

「おつかれ～」

「おつピコ～！」

　公演の緊きん張ちようから解放された夏なつ組ぐみメンバーがひときわ大きな声で、九門に続く。

「九門くん、熱はもう大だい丈じよう夫ぶ？」

　いづみがオレンジジュースを飲み干す九門に話しかけると、九門はにっこりと笑った。

「すっかり下がったっす！」

「良かった。公演中はハラハラしたけど、なんだかんだで一番の出来だったね」

「アドリブの反応も良くなってたしな」

　いづみの言葉に天てん馬まも同意する。

「笑いのセンスにジュラシックネ」

「ジェラシーだろ。しかも、笑いのセンスってどこに向かってんすか」

　シトロンの言い間ま違ちがいをすかさず綴つづるが突つっ込こむと、いづみは笑い声をあげた。

「コメディは夏組の十お八は番こだからね」

「冬ふゆ組ぐみもああいうテイストを取り入れてみたらどうかね！」

　誉ほまれが名案とばかりに声をあげると、近くに座すわっていた密ひそかがちらりと誉に視線をやった。

「……アリスの一人ひとり芝しば居いになる」

「どういう意味かね!?」

「でも、九門の芝居はすっかり夏組に馴な染じんでたね」

　憤ふん慨がいする誉をよそに、東あずまがふわりと微ほほ笑えむと、九門が身を乗り出す。

「本当っすか!?」

「うん。客席から見てても、一体感が伝わってきたよ」

「やったー！」

　全力で飛び上がって喜ぶ九門の頭を、天馬や一かず成なりが良かったなとばかりにわしゃわしゃと撫なでた。




　談話室が賑にぎわう中、莇あざみは一人中庭のベンチで夕食をとっていた。談話室の喧けん騒そうはだいぶ遠くに聞こえる。

　取り分けてきたピザを口に放ほうり込こんでいた時、中庭の扉とびらが開いた。

　きょろきょろと辺りを見回しながら、九門が出てくる。

「莇、いた！」

　大おお股またで近寄ってくる九門が一人加わるだけで、中庭の雰ふん囲い気きは一気に騒さわがしくなる。

「……何？」

　炭酸でピザを飲みくだした莇が面めん倒どうそうにたずねると、九門が頰ほおを膨ふくらませる。

「なんで、こんなところで一人食べてんだよ！」

「俺、部外者だし。うるせーの苦手だし」

　あくまでクールな莇に、九門が納なつ得とくいかないといった表情で反論する。

「莇はメイク担当だろ！」

「成り行きでやっただけ」

「それでも、すげー助かった。今日もありがとな！　莇のメイクのおかげでお客さんに体調悪いことばれなかった！　あの魔ま法ほうのブラシすげーな！　あれがあれば、いつ熱出しても、ごまかせるかも！」

「今度から金取るぞ」

　千秋楽の興奮がよみがえってきたのか、勢いよくまくし立てる九門に莇がしれっと返す。

「ええ!?　いくら!?」

「一回十万」

「リアルなラインで高い……！」

　九門が大げさに目をむくと、莇はにやりと笑った。

「使わなくて済むといいな」

　含ふくみのある言葉の意味を察して、九門が頭を搔かく。

「……あー、うん。もう多分、大丈夫だと思う」

　九門はぽつりとそう告げると、莇の隣となりに腰こしを下ろした。

「なんか、みんなと初めてこうやって最後までやり遂とげられて、すごく心が軽くなったんだ。オレにもできるんだって、何も怖こわくないような気がしてきた。これから、もしまたプレッシャーを感じたとしても、今この時の気持ちを思い出せば、やり遂げられる気がする」

「……ふーん」

　両手を握にぎったり開いたりを繰くり返かえして、千秋楽の余よ韻いんに浸ひたる九門の横顔を、莇がちらりと見やる。

「……演劇はいつも一人じゃない。オレ一人で気負う必要はないし、負けてもお客さんを笑わせたい気持ちだけがあればいい。本当はさ、マウンドの上も同じだったんだろうな。ピッチャー一人で完かん封ぷうなんて気負う必要なかったんだ。オレの周りに、チームメイトがちゃんといて、一いつ緒しよに戦ってくれてた。ずっと、そのことに気づけなくて、みんなを傷つけちゃった」

「まー良かったんじゃねぇの。今、気づけたんだから」

　後こう悔かいと共にうつむく九門を、莇が素そっ気けなく励はげます。

　九門はぱっと顔を上げると、相そう好ごうを崩くずした。

「へへ！　やっぱ、仲間っていいよな！　てか莇、正式にＭＡＮＫＡＩカンパニーに入らないのか？」

　思い出したようにたずねられて、莇はいぶかしげな表情を浮かべる。

「正式ってなんだよ。別に仮にも入ってねーし、居い候そうろうしてるだけだし」

「えー！　でも東さんも冬組の公演のメイク楽しみにしてたよ！」

「なんだよ、それ。大体芝居とかガラじゃねーし……」

　莇が渋しぶると、九門はぶらぶらと足を揺ゆらしながら勧かん誘ゆうを続けた。

「莇って、実家に帰りたくないんだろ？　寮にずっといられるから丁度いいじゃん。メイクの腕うでも活いかしまくれるし！」

「んー……」

「秋組に新しい団員が入ったらさ、部屋の空あきもなくなっちゃうよ！」

「あー……まあ、適当に考えとくわ」

　莇ははっきりと断ることはせずに、言葉を濁にごした。

「オレ、次も莇にメイクしてもらいてー！」

「はいはい……っていうか、なんかお前、顔赤いぞ」

「……え？」

　テンションの高い九門をなだめていた莇が、ふと気づいたように九門の顔を覗のぞき込こむ。

　火ほ照てったような九門の頰は赤みがさして、目も潤うるんでいる。

「そういえば、なんか、目が、回るような──っ」

「お、おい！」

　ぐらりと傾かたむきかけた九門の体を、莇が慌あわてて支える。

　呼吸は荒あらく、その体はやけに熱い。

「さっそく熱上がってんじゃねーか！おい、誰だれか！」

　焦あせったように窓の方へ声をかけた時、タイミングよく人ひと影かげが通りかかった。

「──九門？」

　声と共に、十じゆう座ざが扉を開けて顔を覗のぞかせる。

「ああ、ちょうどよかった。こいつ、熱が──」

　ほっとした表情で莇が訴うつたえると、十座が心得たとばかりに足早に近づいてくる。

「ああ。わかった。俺おれが運ぶ」

　十座に担かつぎ上あげられても、九門は体がだるいのかぐったりと目を閉じたままだった。

「悪いな、助かった」

　十座がそう言って去っていくと、莇は小さくため息をついた。

「ったく、最後まで人ひと騒さわがせな奴やつ」

　あきれたようなセリフでも、口調は優やさしい。

　と、莇のポケットから着信音が聞こえてきた。

　携けい帯たいを取り出すと、相手の名前を確かく認にんして通話ボタンを押す。

「もしもし？　いや、大丈夫……へー？　なんだよ、それ。くっだらねー」

　砕くだけた口調で電話口の相手と笑い合う。

「あ、そういやさ、俺が劇団入るっつったら、どうする？　はは、マジマジ。なんか、流れで？　お前の先越こしちゃうかもな」

　莇の軽口は談話室の喧騒と混ざり合って、夜の空に消えていった。




　二〇三号室につくと、十座は九門をベッドに寝ねかせた。

「ったく、はしゃぎすぎだ。たまってた疲つかれが一気に出たんだろ。あとはゆっくり寝てろ」

　そう言って九門の頭を軽くぽんぽんと叩たたくと、九門がゆっくりと目を開ける。

「兄ちゃんの手、気持ちいい……もっとポンポンして」

「……よく、がんばったな」

　十座がリクエスト通りにしてやると、九門はふにゃりと笑った。

「兄ちゃんを甲こう子し園えんに連れていく約束……これで果たせたかなあ……？」

「お前……そんなことずっと気にしてたのか？」

　十座が目を見開く。

「オレの夢、だもん……」

　九門の言葉を聞いて、十座が優しく微ほほ笑えんだ。

「……甲子園、行けたぞ。ありがとうな」

「へへ……」

「お前はすげぇよ。俺とは比べ物にならねぇ壁かべ、乗のり越こえたんだ。自信持て」

「兄ちゃん……ありがと……」

　九門は安心したように瞼まぶたを閉じると、そのまま眠ねむりに落ちた。
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「──おい、迫さこ田だ」

　銀ぎん泉せん会かいを束たばねる泉田の屋や敷しきに、野太い声が響ひびいた。

「へ、へい！」

　その声の低さから用件を察したのか、迫田が飛び上がって返事をする。

「……莇の奴、どうしてる」

　縁えん側がわに座っていた泉いずみ田だは、傍かたわらに膝ひざをついた迫田に視線をやるでもなく問いかけた。

「え、ええと、今はだいぶ反省してるみてぇで、大人しく勉学に励んで──」

　若い頃ころよりは丸くなったとはいえ、未いまだ衰おとろえぬ泉田の鋭するどい眼光が迫田の言葉を遮さえぎる。

「……どこにいるか言え」

「──ひえっ」

　迫田は小さく悲鳴をあげると、うろうろと視線をさまよわせた。

　暑い夏が過ぎ、季節の移ろいを感じさせる一いち陣じんの風が、手入れの行き届いた庭木の間を吹ふき抜ぬけた。
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　こんにちは。『Ａ３！』メインシナリオ担当のトムです。

　本作は、スマホアプリのイケメン役者育成ゲーム『Ａ３！』のメインシナリオに地の文を加筆した公式ノベライズ本、第六巻です。

　第二部がまた春はる組ぐみから始まって夏なつ組ぐみの物語です。ワイワイにぎやかな夏組に、これまたにぎやかな新団員が加入しました。

　ちょっと重めな春組のお話から比べると明るい感じですが、九く門もんの抱かかえるものはリアルな重さがあるんじゃないかなと個人的には思います。

　人が当たり前にできてることが同じようにできない、自分の体がままならない、そんな経験がある方には共感を抱いだいていただけるような気がします。私もメンタルが体調に影響を及およぼした経験はあるので、書いてる間、九門の気持ちがわかるなあとうなずいていました。

　明るく素直な九門は春組の千ち景かげとは正反対で、周りのメンバーと打ち解けるのも早く、みんなに見守られながら過去を乗り越えていく様子が安心して見ていられる感じですね。

　九門以外のメンバーも将来を見み据すえて悩んだり、成長していく姿が青春という感じがして夏組らしいなと思います。野球や甲こう子し園えんというのも、夏組以外には難しいモチーフなので、全体的に夏組ならではのお話だったのではないでしょうか。

　物語は秋あき組ぐみ、冬ふゆ組ぐみと続いていくので、これからも彼らの成長を見守っていただけたら嬉しいです。

　アプリの方ではノベライズになっていない部分のお話などもお楽しみいただけます。合わせて、劇団員たちの活躍をご覧いただけたらと思います。
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　週末を控ひかえた金曜日の夕方は、社会人組も学生組もいつもよりどこか浮うき足あし立だっている。週末の予定を話す口ぶりも明るく、談話室は一週間の学業や仕事を終えたことによる、ちょっとした解放感に満ちていた。

　勤つとめ人にんとは少し違ちがった生活を送るいづみも、例外ではない。知り合いの劇団の手伝いが忙いそがしかった一週間を終えて寮りように戻もどると、ほっとして肩かたの力が抜ぬけた。ＭＡＮＫＡＩカンパニーの公演中も気を張るが、他劇団の手伝いはそれとはまた別の意味で気を遣つかう。

　今日は早めにお風ふ呂ろに入ろうなどと思いながら談話室に入ると、ソファに集まる夏なつ組ぐみメンバーの姿が目に飛とび込こんできた。

「何見てるの？」

　一様にテーブルの上に注目している様子を見て、いづみもつい、メンバーの頭ごしに覗のぞき込む。

「今日事務所でもらってきた」

「天てん馬まくんのインタビュー記事が載のってるんです」

　天馬が振ふり返かえって告げると、椋むくも笑え顔がおで誌面を指さした。

「……限界は決めない。俳優として躍やく進しんを続ける皇すめらぎ天馬の──」

「声に出して読むな！」

　幸ゆきが声こわ色いろを変えて読み上げるのを、天馬は居い心ごこ地ち悪わるそうに遮さえぎって、ページをめくった。

　次のページは夏のイベント特集だった。各地で行われる夏祭りや花火といったイベントの情報が載せられている。

「夏祭りに花火か～。今年は行けるかな」

　学生時代と違って、大人になると毎年必ず予定に組み込まれるということもない。いづみが何気なく口にすると、一かず成なりが思い出したように声をあげた。

「そういえば、今度、大学の近くの神社で夏祭りがあるんだって。みんなで行こーよ」

「あそこのお祭り、いつも混んでるじゃん」

「行きたい！」

　心当たりがあるらしい幸がわずかに眉まゆをひそめるのと同時に、九く門もんが勢いよく手を挙げた。

「オレも行く！　さんかくくじいっぱい買う～」

「人ひと込ごみでも夜ならなんとかなるか」

　三み角すみが九門に続いて手を挙げると、天馬もまんざらでもない様子で腕うでを組む。

「焼きそばとかたこ焼きとか色々食べたい！」

　九門はすっかりその気で、寄りたい屋台を指折り数え始めた。

「浴衣ゆかた着て行くのもいいかも」

「あ、いいね！　せっかくだから着たいなあ」

　椋の提案にいづみが二つ返事でうなずくと、幸がようやく興味をひかれたように反応した。

「じゃあ、帯結びで試ためしたいアレンジがあるから実験させて」

「そんなちゃんとした帯じゃないけど大だい丈じよう夫ぶかな？」

「別に半はん幅はばならなんでもいいけど」

　幸の言葉を聞きながら、いづみは実家から持ってきた浴衣一式を頭に思おもい浮うかべる。

「せっかくだから、新しい浴衣買っちゃおうかな。今着てるの、もう何年も前に買ったものだし」

　ちょうど誌面が浴衣特集に変わったのを見て、いづみはつぶやいた。

　学生時代に購こう入にゆうした浴衣は、明るい色で柄がらも若々しく、今の好みからは少し外はずれてしまう。劇団の手伝いで臨時収入が入るということも、気を大きくさせていた。

「それなら既き製せい品ひんより、仕立てた方がいいよ。一カ月くらいかかるけど」

「ええ！　それだと今年は間に合わないかなぁ……」

　そうそう浴衣を着る機会などないだけに、別に急ぐ必要もないかと、購入意欲が急激にしぼんでいく。

「オレが縫ぬってもいいけど。公演終わって今ヒマだし」

「え！　本当!?」

「幸くん、和裁もできるんだ」

　いづみが目を丸くすると、椋も感心したように口を開いた。

「和服の衣い装しようだってあるんだから、当然。明日反たん物もの見に行こ」

　前半を椋に向けて、後半をいづみに向けて告げる。

　いづみは一も二もなくうなずいた。慣れない反物からの購入も幸がいれば、心配ないだろう。

「面おも白しろそう！　オレも行きたい！」

「オレも、オレも～！」

「カントクちゃんの浴衣楽しみ～！　一いつ緒しよにツーショ撮とってインステにあげよ」

　周りで聞いていた九門が名乗りを上げると、三角や一成も続いた。




　翌日、百貨店の呉ご服ふく売り場を、ぞろぞろと歩く夏組メンバーがいた。

「結局みんなで来ることになっちゃったね」

　呉服売り場にはあまりそぐわない面子めんつを、いづみがちらりと見やると、幸も肩をすくめる。

「いらっしゃいませ」

　反物が並ぶ一角には畳たたみが敷しかれて、一段高くなっていた。いづみと幸が棚たなの反物を眺ながめていると、すかさずベテラン風の女性店員が寄ってくる。

「浴衣の反物を探してるんだけど……」

　幸が口火を切ると、店員は心得たとばかりに柔にゆう和わな笑顔でうなずいた。

「色々と種類がございますが、何かお決まりですか？」

「絽ろか紗しや、普ふ通つうに夏の着物としても着られそうなもので考えてる」

「かしこまりました。いくつかお持ちいたしますので、こちらでお待ちください」

　店員に促うながされて、いづみと幸が畳の上に上がる。その一角だけ雰ふん囲い気きが違っていて、いづみは自然と正座で居住まいを正した。

　しばらくして店員は、反物を四つ抱かかえてきた。

「こちらが絽と紗ですね」

　薄うすく透すき通とおった白の地じに紺こんの朝顔が描えがかれたものと、黄色の地に白い線でヒマワリが描かれているものを広げて見せる。

「これ、すごく透けてるけどいいの？」

　後ろから九門が不思議そうにたずねると、店員が微ほほ笑えましそうに表情を緩ゆるめた。

「中に着物用の下着つけるから大丈夫」

　幸が店員の代わりに答えてやると、九門は感心したように、へえ、と声を漏もらした。

「涼すずしげだな」

「男物より色々柄がらがあっていいね～」

　天馬が軽くうなずくと、一成もニコニコしながら反物を見比べる。男物の、色味が少なく渋しぶい柄に比べて、女物は柄の種類も多く、色しき彩さい豊かだ。

　店員は続いて少し厚手の反物も広げていった。

「オレ、こういうの好き」

　一成が指さしたのは、生き成なり色の地染めに墨すみ黒くろで風景が描かれた一反だった。

「日本画みたいだね」

「こちらは絹きぬ紅こう梅ばいですね。小物を揃そろえれば着物のようにお召めしになれます」

「オレはこっちのオレンジだな」

　店員の説明を聞きながら、天馬は紗のヒマワリの浴衣を指す。

「オレはこのさんかく～！」

「千ち鳥どりって可か愛わいいよね～！」

　三角が指したのは藍あい色いろの大だい胆たんな波の線に、可愛らしい千鳥が浮かぶ柄だった。いづみもすかさず同意する。

「ボクはこの水色の浴衣が好きだな」

　水色の地に藍色の桔き梗きようが描かれた浴衣を見て、椋が微笑む。柔やわらかな雰囲気の柄は、椋のイメージにぴったりだった。

「あの黒いの何？」

　九門が指さしたのは、ディスプレイされていた白地の反物だった。ところどころ墨ぼく汁じゆうで描いたような模様が散っている。

「蝙こう蝠もり柄ですね」

「かっけー！」

　よくよく見ると、模様は羽を広げた蝙蝠の影かげだとわかる。九門は目を輝かがやかせた。

「蝙蝠は主に男物に使われる柄ですが、最近なら女の方かたもかっこよく着こなせるかもしれませんね」

「ロックとかゴシックって感じだね！」

　中ちゆう二に心ごころをくすぐられたのか、九門は興奮した様子でうなずいた。

　それからも、メンバーたちが自分の好みであれこれと口を出して収しゆう拾しゆうがつかなくなりそうなのを、幸がうまくいなし、的確なアドバイスで候補を一つに絞しぼる。

　最終的に残ったのは、シンプルな紺の地に色々な夏の花で作った円模様が描かれた、絞りの浴衣だった。今の年ねん齢れいにふさわしく落ち着いた雰囲気で、長く使えそうだというところが決め手だった。夏の花が集まっているのも、夏組らしい雰囲気で好ましい。

「夏用の着物としても使えるから、今の浴衣とも差別化できるし、いいんじゃない」

　幸の太たい鼓こ判ばんももらって、いづみも迷いなく決断できた。

　予想以上に時間はかかったものの、結果的にいづみは大満足で店を後にした。




　それから一週間後、いづみは仕立て上がったばかりの浴衣に袖そでを通した。絞りの質感が豊かで、柔らかな感かん触しよくは体にすんなりと馴な染じむ。

「こんなもんかな。結構バランスいいかも」

　幸が仕上げた帯結びは、花弁が幾いく重えにも周りを囲んだ可か憐れんな花の形だった。これが一本の帯で形作られているとは思えないほど複雑だ。いづみには、どういう仕組みになっているのか、まったくわからなかった。

「わあ、いいじゃん」

「インステアップしよ！」

　先に支し度たくを済ませて玄げん関かんの前で待っていたメンバーの元に、いづみたちが出ていくと、九門と一成が歓かん声せいをあげた。みんな一様に浴衣を着ていて、七人も揃うと壮そう観かんだ。

「みんなで浴衣着ると、華はなやかでいいね」

　一成のスマホカメラに幸や九門たちと一緒に収まりながら、いづみはにっこり笑った。

　日が暮れて、神社に近づくにつれて人通りが多くなっていく。浴衣姿もちらほらと見られたが、集団で浴衣をまとういづみたちはひときわ目を引いていた。

「あ、さんかくくじ！」

　屋台が立ち並び、人でごった返す大通りを歩き始めてすぐに、三角が足を止めた。

「オレもやってみよっと」

「オレもやる！」

　三角くじを大事そうにいくつも買ってくる三角につられて、一成や九門、天馬もお金を払はらって、箱の中からくじをつまみ上げる。いづみも運うん試だめしついでに、一枚買ってみた。

「わーい、さんかく、さんかく～」

「お前、三角くじ、買うだけ買って開けないのか」

　一向にくじを開ける様子がないのを見て、天馬が突つっ込こむと、三角はこてんと首をかしげた。

「開けたらさんかくじゃなくなっちゃうもん」

　ちょうど、くじを開いてはずれの文字を確かく認にんした一成が、四角い紙を両手で掲かかげる。

「あー、四角になっちゃった」

「なるほど……」

「徹てつ底ていしてる」

　椋と幸が感心したようにつぶやく中、いづみもくじを開いてみた。

　紙には素そっ気けない『はずれ』の文字が躍おどっている。

「みんな、どうだった～？」

「ダメ」

「はずれ～」

　一成の問いかけに、いづみと九門が同時に首を横に振ふった。

　そんな中、天馬だけが他と違う紙を持っていた。

「特賞って書いてある」

「え!?　それ当たりじゃない!?」

「すごい、テンテン！」

　色めき立つ九門と一成に続き、幸が片かた眉まゆを上げる。

「さすが芸能人。運だけはいい」

「だけってことないだろう！」

　憤いきどおる天馬の肩越しに、椋が屋台の中に大きく貼はり出されている景品の表を見上げた。

「特賞ってなんだろう」

　天馬が首をかしげながら屋台の店主にくじを差し出すと、店主は奥おくから三十センチ四方くらいの箱を取ってきた。

「おめでとう！　ほら、特賞の景品だ」

「なんだこれ……」

　海外製らしい色とりどりのパッケージには、子どもがボールのようなおもちゃで遊ぶ写真が印刷されている。

「あ、これ最近バズってるやつじゃん！」

「めっちゃ光って爆ばく音おんが鳴るボールで、インステ映ばえするんだよね。いいな～」

「いや、全然良くないだろ！　なんの役に立つんだ、それ!?」

　おもちゃの存在を知っていたらしい一成と九門がはやし立てるも、天馬は中ちゆう途と半はん端ぱに大きい箱を持てあますように小こ脇わきに抱えた。

　それからまたしばらく進むと、九門が足を止めた。

「これ面白そう！」

　指さしたのは、ボール投げの屋台だった。穴が開いた的まとには点数が書かれており、その点数によって景品をもらえるというルールだ。

「くもぴなら特賞狙ねらえるんじゃない？」

　一成が景品リストの一番上を指すと、商品券の文字が躍る。

　九門もすっかりやる気になった様子で、屋台の店主から三つのボールを受け取った。

「あ、このボール、ふにゃふにゃですっごく軽い」

「そりゃあ、簡単に取らせねぇよ」

　片手で軽くボールを握にぎり締しめて感触を確かめる九門に、店主がにやりと笑う。

「よーし……」

　九門は闘とう争そう心しんを刺し激げきされた様子で唇くちびるを舐なめると、きれいなフォームでボールを投げた。

　ボールは吸すい込こまれるように穴の一つに入っていく。

「ナイスコントロール！」

「九きゆうちゃん、すごい！」

　いづみと椋が手を叩たたくも、九門は首をかしげた。

「真ん中狙ったんだけどな～。軽すぎて難しい」

　ボールの軌き道どうを調整するように、何度か素す振ぶりをする。

「オレも、あのさんかく取る～！」

「いや、あれ、景品じゃなくてただのディスプレイ用だろ!?」

　三角が景品が並ぶ一角に置かれた、小さな三角形のポールを指さすと、天馬がすかさず突っ込んだ。ポールには景品らしきリングのおもちゃが積み重なっている。

「あはは！　百点以上取ったら、兄ちゃんにやるよ」

「やったー！」

　店主が笑いながら約束すると、三角はさっそくお金を払ってボールをもらった。

　並んでボールを投げ始めた九門と三角は、競きそうように高得点の穴にボールを投げ込んでいく。九門には野球で鍛きたえた腕があり、三角は抜ばつ群ぐんの運動神経を誇ほこる。

「満点じゃん」

「すみーも高得点！」

　幸や一成が感心したように声をあげた。

　結局九門は残りの二つを満点の穴に入れ、Ａ賞のスポーツタオルを手に入れた。

　三角も高得点を連発し、見事ミニチュア三角ポールを受け取った。

「さんかくもらった～！」

「タオルか～」

　飛び上がって喜ぶ三角とは対照的に、満点の特賞狙いだった九門はわずかに不満げだ。

「変なおもちゃより、確実に役に立つからいいだろ」

　九門以上に不満げな天馬がぼそっとつぶやきながら、かさばる箱を抱え直した。

「あ、射しや的てきだ」

　ボール投げに続いて一いつ行こうの足を止めたのは射的の屋台だった。いづみが声をあげると、他のメンバーも屋台を覗き込む。

「あの人形可愛いね」

　いづみがブサ可愛い人形を指さすと、一成がニコッと笑った。

「じゃあ、カントクちゃんのために、がんばって取っちゃうよん」

　一成は屋台の店主にお金を払うと、銃じゆうを受け取った。

　同じように興味をひかれた九門と椋も、一成の横に並ぶ。

「難しい！　兄ちゃんみたいにカッコよく銃撃うちたいのに！」

　ボールと違って思ったところに飛ばないことに九門が焦じれる。その横で、一成の撃った弾たまが、人形に命中した。

「あ、当たった！」

　いづみが声を弾はずませるも、人形はわずかに揺ゆれただけで落ちてこない。

「惜おしいな」

「もう少しで倒たおれたのに！　よーし、ボクもがんばる」

　天馬がつぶやくと、椋も銃を構える。可愛らしい顔と銃はややミスマッチだったが、構える姿はサマになっていた。第三回公演で凄すご腕うでの海かい賊ぞく役を演じた経験のおかげだろう。

　椋の撃った弾も、一成と同じ軌道を描き、人形に当たった。さっきよりも揺れて、微び妙みように板の端はしへと移動していく。

　その後も一成と椋が意外な器用さを発はつ揮きし、人形を端へ端へと追おい詰つめていく。

「倒れそう！　がんばれ！」

　一成の弾が当たった人形がぐらぐら揺れるのを見て、九門が声せい援えんを送った瞬しゆん間かん、椋の撃った弾が人形に命中する。ぐらついていた人形は見事にことりと倒れ込んだ。

「やった！」

「倒れた！」

　椋と一成がわっと歓声をあげる中、人形は体半分を板の外に出した不安定な状態で静止していた。

「あー、弾がなくなっちゃった」

　残念そうな一成に続いて、椋も空からになった箱を見つめる。

「よーし、とどめは私が……」

　いづみは浴衣の袖をずらして腕まくりすると、お金を払っておもちゃの銃を受け取った。

　身をかがめて狙いすまし、弾を放つ。

　目もく論ろ見み通りの軌道を描いた弾は、人形の足元に命中して板の外へと押おしやった。見事に人形が地面に落ちる。

「瞬しゆん殺さつじゃん」

「カントクちゃん、スナイパー!?」

「カッコいいです！」

　幸に続いて、一成と椋が感心したように声をあげると、いづみは照れ笑いを浮かべた。

「実は、昔役作りでハマったことがあって……でも、取れたのは、二人のおかげだよ！」

　いづみは一成と椋に礼を言いながら、店主から人形を受け取った。

　時間が経たつにつれて人もどんどん増え、間近から聞こえる祭まつり囃ばや子しが否いや応おうにも気持ちを盛り上げる。

　混雑でスムーズに歩けない中、いづみは大きなベニヤ板で作られた簡素なテーブルのようなものが置かれた屋台を見つけた。

「型抜きだって。懐なつかしいね」

　板状のお菓か子しに描かれた絵え柄がらの通りにうまく切きり抜ぬくと、景品がもらえるというゲームの屋台だ。子どもの頃ころの記き憶おくを懐かしく思いながら、いづみが目を細める。

「何これ？」

「知らない」

　首をかしげる九門に幸が続く。椋や天馬も不ふ思し議ぎそうな顔をしていた。

「ええ！　そうなの？　でも、そう言われてみると、私も小さい頃に見て以来かも……」

　いづみはジェネレーションギャップにショックを受けながらも、記憶をたどる。

「この型通りに切り抜くってこと？　へー、ポンコツには無理かもね」

「なんだと!?　これくらいできる！」

「幸くんは得意そうだよね」

「まあね」

　幸が屋台の店主から型を受け取ると、競うように天馬も店主にお金を払った。

　二人が並んで座って板に針を刺さした直後、天馬の板が真っ二つに割れた。

「二秒で割るって早すぎでしょ」

「これ、もろすぎるだろ！」

　あまりにもあっけないゲームオーバーに、天馬がたまらず吠ほえる。

　と、周りに座っていた人の視線が集まった。

「今の、すげー皇天馬の声に似てない？」

「っていうか、皇天馬じゃね？」

　ちょうど祭囃子が途と絶だえたところに天馬の声が響ひびいたことで、通行人たちもざわつき始める。

「皇天馬!?　どこどこ!?」

「私ファンなんだけど！」

　皇天馬の名前は瞬またたく間まに広まり、立ち止まってきょろきょろと辺りを見回す人が増える。通行が妨さまたげられることで、通りに渋じゆう滞たいが起こり始めていた。

「まずいな」

「逃にげろ～！」

　天馬が顔を顰しかめると、三角がぎゅっと拳こぶしを握り締める。

「とはいえ、この人込みじゃ身動きできないかも」

　椋が困ったように人込みを見回すと、一成が考え込むように顎あごに指を当てた。

「ん～、みんなの注目をそらす方法は──そうだ、さっきのボールライト！」

　天馬が傍かたわらに置いていたおもちゃのボールを取り出して、スイッチを入れる。

「すみー！」

「はーい！」

　爆音の音楽と共に光りだすボールを、一成が三角に投げる。

　難なく受け取った三角は、ボールを掲げて近くの壁かべに足をかけた。そのまま身軽に塀へいの上に飛び乗ると、前方に駆かけだす。

「何、何？」

「大道芸人？　すげー！」

　光るボールと共に時折宙返りを決めながら塀の上を疾しつ走そうする三角の姿は、さながら映画のワンシーンのようで、通行人たちの注目を一気に集める。

　滞とどこおっていた人の流れも、三角につられて前へと動き始めた。

「いや、絶対いらないだろ、あれ……」

「今のうちに逃げよう！」

「お、おう」

　天馬が呆ぼう然ぜんとつぶやいていると、九門が人の切れ間を指さす。

　二人に続いていづみたちも急いでその場を離はなれた。




　人波に逆らって進むうち、人通りの少ない小道に出る。

　そこまで来ると、いづみたちに視線を送る者もいなかった。

「ここなら大丈夫かな」

　慣れない下げ駄たでの速はや足あしは、いつもよりも消しよう耗もうする。いづみが一息ついていると、幸がすぐ横にあった鳥居を見上げた。

「ここも神社みたいだけど、静かだね」

「小さいし、摂せつ社しやなのかな。ここまでお参りに来る人は少ないのかもね～」

　一成が中を覗き込むと、境けい内だいは提灯ちようちんの明かりがいくつかぶら下がっているだけで、お祭りの喧けん騒そうとは別世界のような厳おごそかな雰囲気に包まれている。

「せっかくだからお参りしてこっか」

「本社まではたどり着けなかったしな」

　いづみの提案に天馬がうなずいて、鳥居をくぐる。

「すみーに、ここの場所連れん絡らくしとこ」

　一成がスマホを操作し始めると、椋が少し臆おくするように辺りを見回した。

「雰囲気のある神社だね」

「なんか出てきそうだよね」

　九門がうんうんとうなずき、首をすくめる。

　境内はひっそりと静まり返っているが、きちんと手入れが行き届いていて、清せい廉れんな空気が漂ただよう。ただ、祭りの雰囲気との落差と、提灯の明かりと夜の闇やみの対比がいかにも幻げん想そう的てきで、この世ならざるものをおのずと連想させた。

　いづみたちが社しや殿でんに向かってお参りをしていると、自然と沈ちん黙もくが辺りを包み、余計にその雰囲気を増長する。

　一いち陣じんの風が吹ふき、樹じゆ齢れいの長さをうかがわせる太い木々が葉を揺らす。

　そのとき、ざざっと大きな影が頭上から降ってきて、天馬が大きくのけぞった。

「うわあ！」

「え!?　何!?」

　天馬に続いて九門が尻しり餅もちをつきそうになるのをなんとか堪こらえると、前に立っていたのは三角だった。

「ただいま～」

「すみー！」

「急に変なところから出てくるな！」

　一成と天馬が同時に声をあげる。三角が抱えるおもちゃのボールは、スイッチが切ってあるのか、沈ちん黙もくしていた。

「ねこさんに、みんなの場所聞いたの～」

「大丈夫だった？」

　いづみが三角にたずねると、三角はこくりとうなずいた。

「助かった」

　礼を言う天馬の頭を、三角はうれしそうに微笑みながら撫なでる。

　芸能人という特とく殊しゆな立場ゆえに作れなかったごく普通の思い出を、今一緒に作っていくのは、天馬だけでなく三角にとっても大切なことだった。

　二人の気持ちがわかるからこそ、いづみや周りのメンバーたちも目元を緩めて二人を見つめる。

　提灯の明かりが、いづみたちを包つつみ込こむように柔らかく照らしていた。

　微かすかな祭囃子の音が風に乗って運ばれてくる。

　それに誘さそわれるようにして、いづみたちは境内を出て歩き始めた。楽しげな話し声が祭囃子に混じり、夏の空気に溶とけていった。
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